
        
            
                
            
        

    


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







[image: ]







　CONTENTS







序章　竈の中のヘンゼル

一章　蒼衣と雪乃

二章　予言と兆し

三章　ヘンゼルとグレーテル

四章　かまどとパン

五章　兆しとしるべ

六章　魔女と魔女

終章　竈の中のグレーテル




あとがき










　クリック？

　クラック！




　今日のお話は、『ヘンゼルとグレーテル』。




　昔、貧乏な木こりが、おかみさんと、二人の子供と一緒に住んでいました。二人の子供は、男の子がヘンゼル、女の子はグレーテルといいました。四人は一生懸けん命めい働きましたが、とうとう家には食べ物がほんの少しになってしまいました。木こりは困り果てて、どうすればいいのかと考えて、ため息をつきました。

「明日あしたの朝早くに子供たちを森の一番奥に連れ出して、おいてきぼりにするしかないわ」

　おかみさんが言いました。木こりは最初反対しましたが、とうとう子供たちを森に置き去りにすることを承知してしまいました。ヘンゼルとグレーテルはお腹なかがぺこぺこで眠ねむれなかったので、木こりと、まま母のおかみさんの話を残らず聞いていました。ヘンゼルはグレーテルをなぐさめると両親が寝静まるのを待って、こっそりと外に出て、家の前に散らばっている白い小石をポケットに入るだけ詰め込みました。

　朝になると、両親はヘンゼルとグレーテルを起こして、森に連れて行きました。ヘンゼルは歩きながら、ポケットに入れた小石をこっそりと道に落としていきました。森の一番奥まで着くと、両親は兄妹にパンを一つずつ渡しました。そして、

「お父さんとお母さんは木を伐きりに森へ入るからね。後で迎えに来るから、待っておいで」

　と噓うそをついて、二人を残して行ってしまいました。

　二人はパンを食べて、焚たき火のそばに座っているうちに眠ねむってしまいました。やっと目がさめた時、辺りは真っ暗になっていました。泣き出すグレーテルに、ヘンゼルは言いました。

「月が出るまで待つんだよ」

　やがて満月が空に上がると、目じるしに落とした白い小石が照らされて光り、二人はそれをたどって朝まで歩いて家に帰りました。木こりは喜びましたが、しかしそうしばらくも経たたないうちに、家にはまた食べ物が少ししかなくなってしまいました。

「もう無理だわ。今度は森のもっと深いところに置いて行くしかない」

　おかみさんは言いました。このときも子供たちはまだ起きていてそれを聞いていましたが、戸には鍵がかかっていて、ヘンゼルは小石を拾えませんでした。次の朝、両親は二人を起こすとパンを渡して、森の中に連れて行きました。ヘンゼルは森を歩く道みちで、パンのかけらを落としながら歩きました。

　今度も両親は、二人を置き去りにしました。やがて月が出ましたが、目じるしのパンくずは見つかりませんでした。鳥たちが食べてしまったのです。二人は道に迷ってしまいました。

　二人が朝から晩まで歩き続け、疲れ果ててしまった時、森の中に家を見つけました。その家は屋根から窓枠わくまで、全部ビスケットやチョコレートやキャンディなどのお菓か子しでできていました。二人が夢中になって家を食べ始めると、家の中からお婆ばあさんが出てきました。

「おお、いい子だいい子だ。よほどお腹なかをすかせていたんだねえ」

　お婆さんは二人を家の中に連れて入り、ごちそうを並べました。二人は大喜び。しかしお婆さんは迷い込んだ子供たちを食べてしまう、怖ろしい魔女だったのです。

　朝になると魔女はヘンゼルを小屋に閉じ込めて、グレーテルを怒鳴りつけ、食事の支度をさせました。ヘンゼルを太らせてから食べるつもりなのです。それから毎朝、魔女はヘンゼルを閉じ込めた小屋に行って、

「ヘンゼル、指を出しな。脂が乗ったかどうか、触さわってみるのだから」

　と声をかけます。しかしヘンゼルはそのたびに細い鳥の骨を差し出して触らせました。魔女は動物のように鼻が利きますが、目は赤く、かすんでよく見えないのです。

　魔女はいつまでたってもヘンゼルが太らないので、不思議に思いました。そのうちに魔女はもうしんぼうできなくなって、グレーテルに言いました。

「瘦やせていてもかまうものか、もうヘンゼルを食べてやる！　さあグレーテル、かまどに火がよく回っているか見るんだよ！」

　グレーテルは言いました。

「かまどの火の見方なんて、どうやるのか分からないわ」

「ええい、こうするんだよ！」

　魔女がかまどを覗のぞき込むと、グレーテルが魔女の背中を力いっぱい押したので、魔女はかまどの中で、とうとう焼け死んでしまいました。

　グレーテルはヘンゼルを小屋から助け出して、抱だき合って喜びました。二人は魔女の持っていた宝石をポケットいっぱいに詰め込んで、魔女の家を出ました。そして行き着いた川に沿って歩き、森を抜け、とうとう家にたどり着きました。

　木こりは子供たちを抱きしめました。あのあと家ではお母さんは死んでしまい、木こりは子供たちを置き去りにしてから、楽しい時はひと時もありませんでした。ヘンゼルとグレーテルは、魔女の家から持ち出してきた宝石を出して見せました。

　それから三人はずっと一緒に、楽しく暮らしたということです。




　…………………………







　　　序章　竈の中のヘンゼル







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕ら人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を、切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　市立第一高校の一年生媛ひめ沢ざわ遥はる火かにとって、学校とは大切な彼女の社会だった。

　おおむね高校生にとっては学校というのはそういうものだが、遥火はその中でも明確に、学校を自らの所属する一つの社会として認識していた。

　遥火は、学校では自らのクラスの学級委員長をしていた。

　そして遥火の責任感は、小学校の頃から何度も通知表に書かれたくらい、もはや特技と呼んでもよいほどに強いものだった。

「おかーさん、行ってくるね！」

　いつも通りの朝、玄げん関かんで靴くつを履はきながら、遥火は母親に声をかける。

　黒のセーラー服に、傍かたわらに置かれた鞄かばんとバッグ。これから学校へ行こうとしている遥火は靴を履いて立ち上がると、いつものように下げ駄た箱ばこの脇わきにかけた姿見に自分の姿を映し、家を出る前に服に乱れがないかチェックした。

　遥はる火かは、いい加減なことが好きではない性格だった。

　鏡に映る遥火の姿は誰に強いられたわけでもなく、高校生として申し分のない、しかし決して地味なわけでもない、ある種の理想的高校生と呼んでもよい姿をしていた。

　どちらかというと童顔の遥火の顔が、鏡の中できりりと引き締められている。

　伝統的な雰囲気が気に入っている黒のセーラー服は、丹たん念ねんにアイロンがかけられて、折り紙のように正確な折り目。

　髪かみ型がたに関する校則は何年も前に撤てつ廃ぱいされたが、その当時に照らしてもほとんど問題にならないくらいに、髪も綺き麗れいに肩かた口ぐちで切り揃そろえられていた。起き抜けはひどかった寝ね癖ぐせも、もうどこにも痕こん跡せきすらない。

「……よしっ」

　それらを確認した遥火は小さく呟つぶやいて鏡の自分に頷うなずくと、ようやく鞄かばんとバッグを持って、学校に向かうために玄げん関かんのドアを開けた。

　こうして遥火の一日は、いつも始まる。

　ちなみにこの場合、遥火にとっての『一日』とは学校のことで、それ以外のことは勘かん定じように入っていない。学校が好き、というのとは遥火の場合は少し違った。ただ性格的に自分のクラス…………というよりも目に見える他人を、どうしても放っておけないのだ。

　だから一番身近なクラスメイト達が、遥火にとってほとんど家族に等しい重みの存在になっている。

　とはいえ、別に学校が嫌きらいなわけでもない。

　そして当然、学校の外でも困っている人には声をかけてしまう。

　自分でも損な性格だと思っている。媛ひめ沢ざわ遥火とは、そんな少女だった。

「わっ……とと」

　早足で玄関を出て、手て提さげ袋ぶくろに差し込んでいた花束を門柱にぶつけ、小さな声を上げながら遥火は表に出た。

　五月下旬。だいぶ暖かくなってきたとはいえ、まだ早朝の空気は肌はだに冷たく触ふれた。

　そんな霧きりでもかかりそうな冷たさすら前向きに、気の引き締まる思いを感じながら、遥火は学校へと向かう道を行き始めた。遥火の家と一高は比較的近く、徒歩十分。おかげで電車もバスも、自転車も通学には必要なかった。

　駅からは約二十分の、閑かん静せいな住宅地にある市立一高。

　この近辺で最も創立の古い、その遥火の通う学校へと続く道を、早足で遥火は行く。

　歩道と車道の区別もろくにない、住宅地の狭せまい路地。道の両側は全すべて住宅。それは遥火が子供の頃から生活している、それこそ誰がどこに住んでいるのかも全て知っている、遥火にとっては呼吸の仕方と同じくらい、昔から知っている町並みだ。

　目を瞑つむっていても歩けそうな、遥はる火かの町。

　毎朝の光景。当然この道を行くことに対して、遥火が何かの不安を感じるような理由など、あるはずもなかった。

　学校へと向かう遥火の、生き真面まじ目めで快活な表情。

　だが、そうして歩く遥火の表情は────ある何の変へん哲てつもない路地に差し掛かった途と端たんに、不意に引き攣つるように曇って、目元に微かすかに不安が滲にじんだ。




「…………………………」




　十字路を曲がった遥火の前に、人通りの全くない通学路が、真まっ直すぐに伸びていた。

　思わず足が止まり、十字路に立ち尽くした遥火の前に、両側を住宅に挟はさまれた、そう広くはない道が延々と先へと続いていた。

　早朝ゆえに生活感の乏とぼしい、その無機質な道。

　がらん、と続く道。ただ続く、どこか虚うつろな冷たい空気。

　それは、ただの街だった。

　そこに、何かおかしなものがあるわけではなかった。

　しかし、無言でその場所に立つ遥火の顔は緊張し、ごく、と喉のどの奥を鳴らして唾つばの塊かたまりを飲み込んだ。遥火の目が見つめていたのは、路地の右手にぽつんとある、民家の塀へいの陰に垣かい間ま見えるように存在している、ごく小さな駐車場だった。

　十台の車も入らないくらいの、小さな月極駐車場。

　朝の冷気が落ちる静かなその駐車場を、遥火は緊張の表情で、しばらく見つめていた。

　遥火はしばしそうしていたが、やがて俯うつむくようにして、視線をそこから引き剝はがした。そしてそのまま先の路面に視線を落とし、意を決したように口元を引き締めると、静かにその足を前に出して、再び道を進み始めた。

　遥火は以前から、駐車場が苦手だった。

　駐車場が怖いのだ。いや、正確には駐車場ではなく、停まっている自動車が怖かった。

　それは遥火が昔から悩んでいる、密かな恐怖症だった。それは他ほかの誰かがその場にいれば平気な程度の軽いものだったが、今のように人が一人もいないような時、その小さな恐怖は透明な細いテグスのように、密ひそかに確実に遥火の心身を縛しばりつけるのだった。

　こんな時、遥火は視線を道路に落としたまま、駐車場の方を見ないようにして足を進める。

　見ないで通り過ぎるつもりだった。遥火はいつもこの時間にこの道を通るが、ここまで通行人の姿すら見えないのは、珍しいことだった。

　こつ、こつ、こつ、

　朝の静けさが広がる道を、遥火は自分の足音を聞きながら歩く。

　緊張で引き結ぶ口元。冷たい空気が鼻から肺を通り、その呼吸音を自分で聞きながら、遥はる火かはただ自分の足元を見つめて、真まっ直すぐな道を歩いてゆく。

「………………」

　こつ、こつ、こつ、

　駐車場へ近づいてゆく。胸に、黒い煙のように不安が充満してゆく。

　駐車場は、もう目の前。見ないように。見ないように。そう固く自分に言い聞かせながら、視線を正面に固定して、足を前へと進める。

「………………」

　こつ、こつ、こつ、

　駐車場に、さしかかる。

　視界の、右の端はしの、その外側に、駐車場という虚うつろが〝在る〟のがわかる。

　そちらに視線を向けないように視線を固定しながら、駐車場の横を無言で歩く。

　家ではない空白の土地と、そこに並んでいる自動車の冷たい気配が、歩く自分のすぐ横に、存在しているのを感じる。

「………………」

　こつ、こつ、こつ、

　駐車場を、通り過ぎる。

　そして、駐車場の気配が背中側へと過ぎたのを感じた時、遥火はようやく強こわ張ばった肩かたの力を抜いて、胸に溜たまった息を大きく吐はいた。




「っ…………はあー……」




　溜ため息いきと共に、遥火は大きく、いつものように安あん堵どした。

　何もなかった。もっとも何か怖いことがあったことなど、一度もないのだが。

　軽い恐怖症がもたらす、恐れと不安。

　現実には何も起こらないことは百も承知だが、しかしそれでも自分の心がもたらしてくるものはどうしようもなく、遥火は停まっている車に対して感じる、嫌いやな〝予感〟に、いつもこうして怯おびえてしまうのだ。

　今日も、同じだった。

　そしてまた今日も同じように、当たり前のことだが、何も起こりはしなかった。

　そう、いつものようにだ。遥火は胸きよう腔くうをうっすらと圧迫されるような、先ほどまでの感覚の残ざん滓しを感じながら、駐車場の横を通り過ぎて、学校に向かう道の続きへと足を踏み出した。




　────ごつっ、




　その、途と端たん。

　背後で、小さな重い音が聞こえた。

「……っ！」

　瞬間、びくっ、と遥はる火かの心臓が跳はね上がり、全身の皮ひ膚ふが粟あわ立だつような感覚と共に、前に進めようとしていた足が止まった。

　それは車の窓に、何か重い物をぶつけたような音だった。

　車のガラスを叩たたいたような、さもなくば額ひたいを押し付けたような、そんな小さな、重い音。

　自分の、背後で。朝の冷たい空気の中に、低く、小さく。

「……！」

　聞こえた瞬間、固まったように足が止まった。視線は下を向いたまま、ただ意識だけが背中の向こうへ、強く強く、探るように向かった。




　しん、




　と背中の向こうには、駐車場の冷たい気配が、広がっていた。

「…………………………」

　人のいない空間と、そこに据すえられた冷たい鉄。それらの空くう虚きよで無機質な気配が、背中の向こうに凍こおったように存在していた。

　冷たい鉄の棺ひつぎが並んでいる、そんな不吉な気配。

　凍ったように静かな住宅地の中に、ぽっかりと空いた、墓場のような気配。

　そこで聞こえた、音。

　たった一度の音。そして今は、死んだような静寂。

　その中で、瞬まばたきも忘れて、ただ視線を、黒い地面に向ける。

　皮ひ膚ふに触ふれる冷気。その冷気を呼吸し、その自身の呼吸の音を聞きながら、凍ったように立ち尽くす。

「…………………………」

　背後の、冷たい気配を感じながら。

　自分のすぐ後ろに存在している、張り詰めたような冷たい空気を感じながら。

　背中に覆おおいかぶさるような、その棺の横たわる墓所のような冷たい空気を感じながら。

　その空気の中に────何かがじっとこちらを見ている、そんな気配を、感じながら。




　なにかが、いる。




　どっ、どっ、どっ、と自分の心臓が鳴った。

　自分の鼓こ動どうの音が恐ろしく凍こおった明めい晰せきな世界の中で、ひどく大きく響いた。

　凍ったように周囲が張り詰めてゆく。周囲の時間が、世界が、冷たく張りつめてゆく。




　なにかが、いる。




　アスファルトを見つめたまま、固まった。

　周囲の明度が急激に下がってゆくような、異様で冷たい感覚が満ちる。

　その背後で、何かの気配が立ち上がるように膨ふくれ上がる。影のような気配が自分の後ろで、はっきりとその像を、結び始める。




　なにかが、いる。




　見えない、背後に。

　背後に横たわる棺ひつぎの中から、死人が立ち上がっているような気配がした。

　じっと自分の背中に視線を注いでいるような、悪お寒かんさえ感じる気配。車の中に何かがいて、じっと顔をこちらに向けている気配。




　なにかがいる。




　そう、後ろに。

　車の中に、何かがいる。

　そーっ、と少しだけ、首を後ろへと巡めぐらせた。

　見たくない。だが、見ないわけにはいかない。微かすかに震えながら、痛いほどに硬直した首が、ゆっくりと後ろを向いてゆく。




　うしろへ、うしろへと。




　見開いた目を、その視線を。

　じっと視線の注がれている、背後へと。

　ゆっくりと、ゆっくりと、後ろへと向けていって────




「…………………………っ！」




　ばっ、と思い切り、振り向いた。

　何もなかった。

　ただ、後ろに停まっていた車の窓に、まるで赤ん坊がこちらを覗き込んでいたように、白い小さな手形が二つ、べったりと──────




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解とく事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互助会結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして、悪夢は再び〈童話〉の形で浮かび上がる。







[image: ]







　　　一章　蒼衣と雪乃







　　　　１




　遡さかのぼること、十日前。




「急に呼びつけて、悪かったですね。〈アノニマス〉」




　冷たい風と喧けん騒そう、そして飛行機の飛び立つ甲かん高だかい音が遠く聞こえる某ぼう所しよの空港で、タクシーから降り立ったばかりの青年は、同行者の女性に言った。

　話しかけたのは、時代錯さく誤ごなベストを着て眼鏡めがねをかけ、若白髪しらがの混じった寝ね癖ぐせ髪がみの青年。

　ただでさえ構いつけていない髪をさらに風で乱す〈神か狩がり屋や〉こと鹿か狩がり雅まさ孝たかに、〈アノニマス〉と呼ばれた女性は、凜りんとした声で答えた。

「気にしないで、〈神狩屋〉。いつものことよ」

　神狩屋のとぼけたような声とは対照的に、女性の口から紡つむぎ出されるのはハッキリとした言葉だった。これもまた神狩屋とは対照的な、雑誌モデルのように洗練されたファッションを風になびかせ、薄い色のサングラスをかけた目を向けて、女性は神狩屋と向かい合う。

「君は、これから北海道でしたっけ？」

「そうよ。その後は今日中に長野」

　神狩屋の問いに応こたえて、女性は肩かたを竦すくめた。

「ま、役目だしね」

　言う女性の傍かたわらには、外側のポケットにファッション雑誌を手て挟ばさんだ、大きなキャスターつきの旅行鞄かばんが置かれていた。

「いつもながら大変ですね」

「旅行は好きよ」

　茶に染めた、ウェーブがかった髪をなびかせて、凜り々りしく微笑ほほえむ女性。

　だがその言葉には、言外に「普通の旅行だったら、もっといいのにね」という類たぐいのニュアンスが、確実に含まれていた。

　会話は、ここで一度途と切ぎれる。

　そしてその数瞬の間の後、再び女性が、ぽつりと口を開く。




「…………あの新しい子、大丈夫かしら？」




　神か狩がり屋やから視線を外し、つい三時間ほど前までいた町のある方角の空へ目をやって、女性はそう話題を変えた。

「白しら野の君のことですか？」

「ええ」

　応じる神狩屋に、女性は頷うなずいて見せた。

「聞く限り、ヤバい〈断だん章しよう〉ね。〝相手の悪夢を理解共有して、その上で拒絶すると、その悪夢は維持できなくなって持ち主に還かえる〟────最悪だわ」

　吐はき捨てるように言う女性。神狩屋も、応こたえて頷いた。

「そうですね……おそらくこの〈断章〉は、我々にとっても、我々の敵にとっても、最悪の致命傷になるでしょうね」

　思案げに顎あごへ手をやり、神狩屋。

「注意して扱わないといけませんね。この〈断章〉の〈効果エフエクト〉に捕つかまれば、〈悪夢の泡あわ〉に関わる者はほぼ間違いなく〈異い形ぎよう〉化して死に至る。〝決して死ねない〟僕でさえ、おそらく例外ではないでしょう」

　分析を口にする。しかし女性は、ばっさりとそれを切って捨てた。

「馬鹿ね。そんなことを言ってるんじゃないわ」

「……え？」

「あの子、苦しむわよ。彼がその〈断章〉で殺してしまう相手は、彼が理解するか、共感した人間だけ、ってことよ」

「ああ……」

　微かすかな怒りさえこもった女性の言葉に、神狩屋はばつの悪そうな表情になった。

「そして〝理解した相手を拒絶すること〟がトリガーってことは、彼自身が何よりも〝それ〟を恐れてるってことよ。確かに〈騎き士し〉として欲しい〈断章〉だけど、それを自分の意思でしなければならないってのは、あまりに酷こくだわ。……私たち〈断章保持者ホルダー〉が、全員多かれ少なかれそうだということを差し引いても」

「…………そうですね」

「知らなかったとはいえ、今日は私も、彼に酷なことを言ったわ」

　視線を落とす神狩屋。女性もそこまで言って、溜ため息いきをつく。

「記き憶おく……の話ですか？」

「ええ、できれば後でフォローしておいて」

　女性の頼みに、神狩屋は元々困ったような表情を、さらに困こん惑わくさせた。

「努力はしますが難しいでしょうね。彼は真面まじ目めですから……」

「最悪ね」

　額ひたいに手をやって、女性は微かすかに首を振る。

「彼は、〈騎き士し〉にはならない方がいいわね」

　そして女性は、眉まゆ根ねを寄せて言った。

「危険だし、心を壊こわす。そもそも〈騎士〉なんかになる奴やつはどこか頭がおかしいか、そうしなきゃ生きられない境遇の人間よ。彼はどちらでもない」

「そうですね……」

「それに、悲劇だわ」

「……悲劇、ですか？」

「そうよ。共感と拒絶なんて、生きている人間にとって呼吸のように当たり前の感情だわ」

「ああ……」

「聡さとい子みたいだから、もう自分でも気づいてるかもしれないけど……」

　そして女性は一拍置いて、言った。




「あの彼、きっといつかあの〈断だん章しよう〉で、仲間を殺すわよ」




　……丁ちよう度どその頃、白しら野の蒼あお衣いは〈騎士〉となることを決心する。
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　神の悪夢が生んだ『灰かぶり』の果てに、白野蒼衣のクラスから一人の少女が消えた。

　蒼衣が殺した。しかしその事実に、誰も気づくことなく────その少女が消えたという事実すら気づかれることなく────日常は再び、流れてゆく。
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　白野蒼衣にとって、学校は蒼衣の愛する〝普通の生活〟そのものだった。

　蒼衣は普通を愛していた。

　しかし────




「……シラノ。重要な話がある」




　真剣。

　深刻。

　それは蒼あお衣いがこの敷しき島しま譲ゆずるという友人に出会ってから、初めて目にするほどの、あまりにも重々しい表情だった。

　私立典てん嶺りよう高校の、朝の１─Ａ教室。

　いつものように学校に来て席に座っていた蒼衣に、この日登校してきた敷島はいきなり蒼衣の机に両手をつくと、低く重々しい声で、そう唐とう突とつに口にしたのだ。

「な、何？」

　敷島の、制服であるモスグリーンのブレザーを着た長身に見下ろされて、蒼衣はたじろく。

　据すわった目をした敷島の黒くろ縁ぶち眼鏡めがねのレンズに、男としてはやや線の細い蒼衣の、戸と惑まどった表情が映っている。

「……シラノ、お前に聞きたいことがある」

　敷島は静かな剣けん幕まくで、蒼衣の目を見据えて言った。

　こんな敷島は見たことがない。一体何があったのか、何を言われるのかと、みるみる蒼衣は不安に駆かられて、思わず表情を硬くした。

「なあ、お前……」

　おもむろに口を開く、敷島。

　ぐっ、と唾つばを飲み込む蒼衣。そんな蒼衣に敷島はこの世の終わりのような深刻な声で、重々しく、問いを発した。

「お前、正直に答えろよ」

「な、何……？」

「お前…………駅前で一緒に歩いてた、超美人は誰だ？」

「………………は？」

　敷島の、深刻な問い。その問いを聞いた瞬間、身構えて質問を待っていた蒼衣は、思わずぽかんとなって、大柄な質問者を見上げた。

「かーっ！」

　そんな蒼衣の反応を見た敷島は大おお仰ぎように額ひたいに手をやると、大きく天を仰あおいだ。

　そしていかにも嘆なげかわしいといった調子で、蒼衣に向けて言い放った。

「いかん、いかんぞ。とぼけても無む駄だだからな！」

「え？　え？」

「見たんだからな、俺おれは。昨日きのうお前が、一高の制服着た、とんでもない美人と駅前を歩いてるのを！」

「…………………………あー……」

　ここに至って、蒼衣はようやく状況を察した。

　間違いなく、それは時とき槻つき雪ゆき乃ののことだった。いつかはバレると思っていたし、どちらかというと発覚は遅かった方だと思うが、しかしそんなことより何よりも、どんな深刻なものかと思っていた敷しき島しまの話の正体に、蒼あお衣いは完全に拍ひよう子し抜けして思考が停止してしまっていた。

「最近ちょっと元気がなかったから心配してたが、どうやら余計な心配だったようだな！」

「……」

「説明しろ！　説明を求める！」

　咆ほえる敷島。

「えーと、雪乃さんのことだと思うんだけど……」

「やっぱりか！」

「あの人は友達で……」

「付き合ってるのか!?　あんな美人と！　お前は友達だと思ってたのに！」

「話聞けよ！」

　説明を無視して自分の想像を叫ぶ敷島に、蒼衣は抗議の声を上げた。

「あと、大声を出すなよ……」

　要するにこの嘆なげきは敷島なりの冗じよう談だんなのだが、話題が話題だけに笑えなかった。

　蒼衣は居づらそうに教室を見回した。騒ぐ敷島にクラスメイトたちが、ちらちらと蒼衣たちの方へと目を向けていた。

「ん？　ああ……悪い」

　そういうことには無む頓とん着ちやくな敷島は、分かったような分からないような微び妙みような顔をして、それでも騒ぐのはやめた。しかし多分、分かっていない。敷島の中にはそういう内向的な機き微びは存在していないからだ。

「……で、雪乃さんというその美人について、是ぜ非ひとも色々聞きたいんだが」

「…………」

　うって変わった真顔で言う敷島に、溜ため息いきをつく蒼衣。

　どう説明したものだろう。蒼衣が時槻雪乃と出会ったのは、つい十日ほど前のことだった。

　別に付き合っているわけではない普通の関係だが、蒼衣が片想い染みた義務感のような感情をもっているため、それだけとも言えないものがあった。そして蒼衣と雪乃の関係は、普通の友人関係というのとも、また違うものだった。

　雪乃と出会ったことについては、敷島たちには言っていない。

　学外の新しい友人などわざわざ話題にすることでもないし、説明にも困るからだ。

　そして雪乃は恐ろしく人目を引く美少女であることも、今の敷島の反応を見れば分かるように、説明を面倒にしていた。それに何より彼女との出会いについては、友人はおろか親にも言えない、異常な出来事を含んでいたからでもあった。

　人間の意識の遙はるか深みから浮かび上がり、現実に漏もれ出す〈神の悪夢の泡あわ〉。

　蒼あお衣いと雪ゆき乃のは、その〈悪夢〉によってもたらされた、まさに悪夢の産物と言っていい恐るべき異常現象の中で出で逢あった。

　時とき槻つき雪乃は、かつて彼女自身が遭そう遇ぐうした悪夢の欠片かけら、〈断だん章しよう〉を心に傷として宿している少女だった。そして彼女は同じように悪夢の泡による災さい禍か────〈泡ほう禍か〉に遭あって生せい還かんし、そのため〈断章〉を宿してしまった者たちによる、新たな〈泡禍〉の犠牲者を助けようとしている集まりのメンバーだった。

　英国発はつ祥しようの、〈騎士団オーダー〉と呼ばれる結社の〈騎き士し〉。

　今は蒼衣も同じだ。雪乃と蒼衣は、その〈騎士〉の仲間ということになる。

　そのまま誰かに話せば馬鹿にされるか、正気を疑われるのは間違いない、世界の秘密。

　話すつもりはなかった。

　話せなかった。

　信じてもらえないからではない。蒼衣の愛する平凡な日常が────あまりにも危あやういバランスで保たれているこの日常が、壊こわれてしまうことが、怖ろしかったからだった。
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　十日前、その内に抱かかえた〈断章〉によって〈異い端たんの灰かぶり〉と化した少女を殺した日、蒼衣は〈騎士団オーダー〉の〈騎士〉だという、一人の女性と会った。

「キミ、初めて見る顔ね」

　何もかもが終わった後、惨さん状じようを中に隠かくした学校へとタクシーで乗り付けたその女性は、洗せん練れんされたファッションに身を包んで、コートの裾すそを翻ひるがえして学校の前へと降り立った。

　左手には、大きな旅行鞄かばん。

　茶色に染めたウェーブのかかった髪かみを振り、そしてサングラスを外して、蒼衣を見る。

　一見して颯さつ爽そうとした女性だが、蒼衣を見る目は意外と優しい。ただ、その女性はひどく奇き妙みようなことに、美人であることは感じるのだが、その割には妙みように印象が散さん漫まんだった。

　一言で言えば〝影が薄うすい〟となるが、それともまたニュアンスが違う。

　美人で、印象自体は強い。だが妙に細部ばかりに目がいって、全体の印象が像を結ばないような、不思議な感覚がつきまとうのだ。

「え、えーと、あなたは……」

「名前はないわ。新人クン。〈名無しアノニマス〉というのが、私を指す言葉よ」

　蒼衣の問いに、彼女────〈名無し〉は、そう答えた。

「え……？」

「それが私の〈断章〉よ。私の〈断章〉は、名前を喰うわ」

　不可解そうな表情をした蒼衣に、彼女が言ったのは、別の話だった。

「私の〈断だん章しよう〉に名前を喰われた人は、誰にも認識されなくなる。キミたち〈断章保持者ホルダー〉は〈断章〉の〈効果エフエクト〉に耐性があるけど、普通の人は名前を喰われた人を見ることも聞くこともできないし、触さわられてもそうとは気づかないわ」

　名前の代わりに彼女が語った説明。蒼あお衣いはその意味そのものは完全には理解しかねたが、説明が示すもう一つの意味には、すぐに気がついた。

「それは……もしかして、あなたも名前を……」

「そうよ。私も、自分の〈断章〉に名前を喰われたの」

　蒼衣の言葉に、彼女は頷うなずいた。

「さっきのタクシーは、客待ちしてるところにいきなり乗り込んで、口紅で行き先をガラスに書いたの。多分幽ゆう霊れいに遭あったと思ってるわね」

　くすくすと女性は笑った。蒼衣は複雑な表情で納得する。彼女を見たときの奇き妙みような印象の正体と、そして彼女が降りた後のタクシーが逃げるように急発進した、その理由をだ。

「き、気の毒に……」

「そうね。でも急いでたから仕方ないわ」

　あっさりと言い切る彼女。

「まあ、そんなわけで、私は名前がないわけ。だから〈断章〉の名前で、〈名無しアノニマス〉と呼ばれてる。私の名前はこの世界から失われて、もう誰も、私でさえも思い出せないわ。

　私は名前を失った概がい念ねん的てきな死者で、名前のない私はこの世界に〝情報的に存在していない〟の。私はこうして生きていて物理的に存在しているけど、情報的に死んでるから、普通の人間は誰も私を認識できず、記き憶おくもできない。世界には色々なものが存在しているけど、人間が認識するのはそれらの情報でしかないから、人間にとっての世界はすなわち情報であると言ってもいいわね。見る、聞く、触さわる、全すべて情報よ。そこにあるものの〝実在〟を直接認識できる人間って、果たしているのかしらね？

　世界は、情報。そして〝名前〟は、情報を分類するための認識票よ。名前がないということは〝どれでもない〟ということだから、人間世界にとっては存在していないのと同じことよ。私に関する情報は人間にとって〝どれでもない〟と認識されるから、つまり認識しても、認識されないということになる。私の姿は見えていても見えていないのと同じことになるし、私の声は聞こえていても聞こえていないことになる。私の戸こ籍せきなんかも文書として残ってはいるけど、それを見ても誰も意味のある文字として認識できない。かつての私に関する記録は、無意味なインクの染みにしか見えないの。情報としての私はこの世にはなくて、ここに存在している私の心と体だけが、私という人間の全て。

　……でね、この〈名無し〉と名づけられた〈断章〉は、同じように他人の名前も喰うわ。そして、もし物理的に存在していない死者の名前が失われたら、完全にこの世界から消失したのとほぼイコールになる。……これは理解できる？」

「え……？　あ……な……なんとか」

　突然の説明と問いに、蒼あお衣いは戸と惑まどいながら頷うなずいた。

「そう。キミ、話が早いわね」

　彼女は薄くルージュを引いた口元に、ふっと微笑ほほえみを浮かべた。

　そして直後、不意にその口元を引き締めると、急に厳しさを含ませた声で、蒼衣に向けて言葉を放った。

「なら────今から覚かく悟ごをしなさい。私はここに、キミのクラスメイトの〝存在〟を消失させに来たのだから」

「え……？」

　蒼衣は、ぽかん、と彼女を見上げた。

「キミのお友達の死はあまりにも異常だから、公おおやけにできない。だから証しよう拠こは私たちによって隠いん匿とくされて、被害に遭あった彼女の親しん戚せきたちごと、失しつ踪そうしたという扱いになるわ」

「あ……」

「でも人がひとりいなくなるっていうのは、人が想像する以上に人々にとって大きな欠落よ。そんな状態から全くの平へい穏おんな日常を取り戻すためには、そのクラスメイトの〝存在そのもの〟を消し去るまでしなければ、贖あがなえない……

　キミのクラスメイトは、最も親しかった人さえその存在を思い出すことなく、まるで初めからいなかったかのようになるわ。彼女の人生の全すべて、その幸せも不幸せも、喜びも痛みも、何もかもが人々の記き憶おく────すなわち世界から、消えてなくなるの。それをするのが私、〈名無しアノニマス〉の、〈騎き士し〉としての役目。そして憶おぼえておいて。キミの役目は────その消えてしまう彼女の事を記憶している、この世界でたった一人の人間だということよ」

「………………！」

「彼女は、消えてしまうの」

　名前のない女性は、ゆっくりと言った。

「誰も彼女を思い出さない。その笑顔も、何もかも、全て」

「………………」

「あなただけが、憶えているのよ」

「………………」

「キミは彼女が生きていたことの、たった一人の証人になるのよ……」

「…………………………」




　　　　†




　そして蒼衣の愛する日常が、戻ってきた。

　あの〈名無しアノニマス〉と名乗った女性が学校を立ち去る頃、蒼あお衣いは自分の殺したクラスメイトの少女の名前を、全く思い出せなくなっていた。

　彼女の顔も、姿も、声も、最さい期ごも……全すべて思い出せるのに、ただ名前だけがどうしても思い出せない。そのとき初めて、蒼衣は〈名無し〉の言っていた『名前を喰う』という言葉の意味が、比ひ喩ゆでも何でもなかったのだということを、実感として知ったのだった。

　教室に置かれた主あるじのいなくなった席には、まるで最初からそうだったように後ろの席の生徒が座り、列の最後尾に誰も座っていない席が、ぽつんとできた。

　そしていつの間にか席は片付けられ、蒼衣だけが知っている欠落を抱かかえて、教室はあまりにも普段通りの、日常の形を維持していた。

　最初、そのあまりにもいつも通りの平へい穏おんさに────蒼衣の知っているものとあまりにも違う平穏さに、吐はき気を催もよおしたほどの日常。

　それでも蒼衣が愛してやまない、この学校での、日常。




「……おーい、シラノ。聞いてるか？」

「え……？　あ、うん」




　敷しき島しまの手が目の前でひらひらと振られて、蒼衣は知らない間に沈み込んでいた物思いから現実に引き戻された。

「……あー……いや、ごめん。聞いてなかった」

「シラノ……」

　うっかり雪ゆき乃ののことから連想が進んでしまった。謝る蒼衣に敷島は呆あきれた表情をしたが、何を思ったのか突然頭を振って表情を厳しくした。

「いやいやいや、騙だまされんぞ。お前がすぐぼーっとするのはいつものことだが、今回に限っては俺おれの話をはぐらかそうとしている卑ひ劣れつな作戦だと判断する」

「ち、違うって」

「さあ、吐はくんだ！　あの美人との関係を。そして紹しよう介かいしろ！」

「う……」

　詰め寄られて蒼衣はたじろく。話すことについてではない。蒼衣としては雪乃を敷島たちに会わせるつもりは全くないのだが、このまま本気で紹介を頼まれたら、人の頼みを断るのが苦手な蒼衣はそのうち本当に承しよう諾だくしてしまいそうだったからだ。

「さあ！　さあ！」

「うう……」

　蒼衣の机に両手をついたまま、身を乗り出してくる敷島。

　のけぞって目を逸そらす蒼衣。理由は全く違うのだが、これでは本当に付き合っていて、それを隠かくしているように見えなくもない。

　自分でもこれはまずいと思いながら、しかし頭が働かない。

　それくらい、人の頼みを断るのが苦手なのだ。そしてそれ以上に先ほど連想してしまった、あの彼女のことを、深く心に引きずっていたのだった。

「さあ、吐はけ！」

「いや、えーと……」

「さあ！　さ……おうっ!!」

　敷しき島しまはほとんど爪つま先さき立だちで蒼あお衣いに覆おおいかぶさっていたが、しかし蒼衣を問い詰めていたその言葉は、突とつ如じよとして差し出されたシャーペンによって伸びきった脇わき腹ばらを突き刺され、悲鳴交じりの奇声に変わった。

「な……!?」

「まーたオマエは白しら野のを困らせてるな」

　脇腹を押さえてのけぞった敷島の横には、いつの間にかシャーペンを片手に佐さ和わ野の弓ゆみ彦ひこが立っていた。

　子供の頃からの敷島の友人。いわゆる幼おさな馴な染じみで、小柄で少年っぽい風ふう貌ぼうをしているが、無表情で思考が読めず、物に動じない。

「で、でも佐和野も見ただろ！　気になるだろ!?」

「気にならなくはないけどな」

「だろ!?」

「そこでどう反応するかで人間の品性は決まるわけだ。お前のランクは人間的に言うと」

「言うと？」

「………………猿さる？」

「下方修正!?」

　ついでに趣味は敷島いじりだ。

「毎日何万人の人間が餓が死ししているのに、それを助けられる栄養でこんなことしか考えていない敷島譲ゆずる。恥を知れ。死ね」

「そこまで言うのか!?」

　瞬またたく間に佐和野が話のペースを攫さらい、敷島が声を上げる。

　だが敷島が言い返そうと上げた声は、タイミングよく教室に鳴り響いたチャイムと、それを待ち構えていたように入ってきた担任の佐さ藤とう先生の存在に中断させられた。

「席につけー」

　やる気のあまり感じられない、中年男性の声。

　その声に追い立てられて生徒たちは続々と席に着き始め、その騒そう音おんの中で、敷島は言葉の先を何とも言えない表情で吞のみ込んだ。

　教壇に立ったやる気のない声の持ち主は、片目に真新しい白い眼帯をしていた。

　蒼あお衣いは自分の席でそんな佐さ藤とう先生を見て、胸に重い圧迫感を感じた。

　先生本人の記き憶おくからは消されている、蒼衣の関わった怪け我が。

　それらを吞のみ込んで、流れる日常。

「……」

　先生の目を覆おおう眼帯と、そして、あの消えてしまったクラスメイトがかつて座っていた席に、蒼衣は目を向けた。

　そして心の中で、密ひそかに、誓った。

　忘れない。

　誓う。




　忘れない。僕の────義務だ。







　　　　３




　時とき槻つき雪ゆき乃のにとって、学校は世にも煩わずらわしい〝義務〟に過ぎなかった。




　もちろん高校は義務教育ではない。国の定めた義務ではなく、〈泡ほう禍か〉によって全すべての家族を失った雪乃を養育してくれている、伯父おじ夫婦に対する義務だった。

　伯父も叔母おばも、やや気弱なところがあるものの穏おだやかな人格者で、子供のいない二人は昔から雪乃たちに良くしてくれていた。そしてあの三年前の忌いまわしい災さい禍かによって孤児となった雪乃を、それが当然であるかのように引き取ってくれたことは、〈泡禍〉を狩り出すという不毛な活動をする雪乃にとって、ほぼ唯一と言っていい負い目だった。

　不幸な事件を経てきた雪乃には、普通に幸せになって欲しい。

　そのためにも、せめて高校を、できれば大学にまで行って欲しい。

　それが雪乃の幸せを願う、善良な、しかし平凡な伯父夫婦の願いだった。

　雪乃が────〈騎き士し団だん〉の中でも〈騎士〉と呼ばれる、〈泡禍〉の駆く逐ちくと隠いん蔽ぺいを行う活動に血道を上げる雪乃が────それでも高校に通っているのは、本当にただ、それだけのことが理由だった。




　　　　†




　ＨＲが始まるまで十分を切っている、始業間際と言っていい時間。

　がら、と戸を開けて時とき槻つき雪ゆき乃のが教室に入った瞬間、教室の空気が一部、明らかに変わった。

「…………」

　腫はれ物に触さわるような視線を一部から向けられながら、雪乃は教室へと無言で踏み込んだ。冷たく整った氷のような美び貌ぼうはクラスメイトたちには一切向けられず、無関心というより不ふ機き嫌げんな表情で、雪乃は教室を横切って、窓際にある自分の席につく。

　ポニーテール気味にまとめられた黒くろ髪かみに、ゴス調の黒いレースのリボンが、クラスメイト達の視線を拒否するように揺れる。

　これが市立一高１年４組の、毎朝の光景だった。

　教室にいるクラスメイトの多くは空気のように雪乃を無視し、無視できない者は明らかに疎うとましげな、あるいは好奇の視線を雪乃に向けた。向けられる視線の多くは何よりも目立つ雪乃の容姿へだったが、しかしそれ以上に皆が注目するのは、黒いセーラー服の袖そでから覗のぞく、左手首に巻かれた白い包ほう帯たいだった。

　これが自じ傷しよう癖へきの産物であることを知らない者は、このクラスにはいない。

　雪乃がクラス中から腫れ物扱いされているのは当人がクラスメイトとのコミュニケーションを拒否しているからだが、それを決定的なものにしているのが、この包帯であることは間違いのない事実だった。

「……なんであいつ、学校に来るわけ……？」

「来なきゃいいのにね……」

　ひそひそと片隅すみで、女の子たちが交わしている言葉が聞こえる。

　それを風のように無視して、雪乃は頰ほお杖づえをついて、窓の外に、無言で目を向ける。

「……」

　外に何があるわけでもない。

　だが教室の中に目を向けているよりも、遙はるかにマシだからだ。

　三階の窓から見えるのは、グラウンドと、学校の周りを埋うめる住宅地。どこまでも普通な、つまらない光景。

　だがクラスの光景と違って、少なくとも煩わずらわしくはない。

　こうして授業が始まるまで、あるいは始まってからも────ずっとこうして外を眺めているのが、学校にいる間の時槻雪乃の常だった。

　雪乃は、クラスメイトを含め学校の全すべてを、空気のように扱おうとしていた。

　そして雪乃は、皆から空気のように扱われることを望んでいた。

　そうすればお互い楽だろうに、と雪乃は腹の底で思う。

　だが少なくとも目に見えて、しかもそれが目立ち、さらには貢こう献けんはおろか協調もしない存在を、空気と認識できるほど、人間という生き物は寛かん容ようでも鷹おう揚ようでもない。

「……」

　密ひそかな反感と意識的な無視に包まれた、雪ゆき乃のの毎朝の孤独な沈黙。

　賑にぎやかな教室の中で、雪乃の周りだけ、別の空気が広がっていた。

　しかし、雪乃はそれを甘んじて受け入れていた。雪乃は彼らクラスメイトを、別の世界に生きる人間だと思っているからだ。

　雪乃は、『普通』の幸せを捨てたのだ。

　あるいは失った。雪乃は復ふく讐しゆう者しやだった。ただそのためだけに、雪乃は生きていた。

　周りのクラスメイトは普通で、普通の幸せを求めている人間だ。幸せを全く共有していない者同士は、付き合う意味はないと、雪乃は思っていた。

　同じものを喜び、同じものに悲しむ。

　そういうものをただの一つも共有できないのなら、会話すら、するだけ無む駄だだ。

　こうした雪乃の態度は、その価値観を知らず、信じないクラスメイトたちとの軋あつ轢れつを明らかに生んでいた。しかし雪乃という人間は痛々しいほどにストイックで、不器用で────そしてそんな軋轢から生まれる痛みをも、自らの復讐の糧かてにしようとしていたのだった。




　────この痛みがある限り、〈断だん章しよう〉の痛みも忘れない。




　苦痛。恐怖。憎ぞう悪お。悲ひ嘆たん。かつて遭そう遇ぐうした〈泡ほう禍か〉の中で焼印のように心に焼きついた感情を汲くみ出すことが、自分の中の悪夢の〈断章〉を紐ひも解とく最初のプロセス。

　この教室の空気に混じる反感も、敵意も、隔かく意いも、全すべては雪乃にとってそれらの感情を忘れないための糧となる。日常というぬるま湯に漬つかることなく、孤独の中で過去を反はん芻すうし、ただひたすらに自分を切り刻み続けることが、化け物と戦う化け物であるために、雪乃に必要なことだったのだ。

「……」

　雪乃は教室から目を背そむけ、ただ窓の外を見る。

　これから徐々に強くなってゆく朝の鋭い陽ひの光が、空の、街の空気に満ち始めている。

　普通なら清すが々すがしさでも感じるだろうその光景に、雪乃は鬱うつ陶とうしさを感じる。そして日の光を遮さえぎるため、置きっぱなしの教科書を探して、机の中を右手で探った。

「痛つっ……！」

　直後、雪乃は反射的に、机の中から手を引っ込めた。

　指先に、何かが深く刺さった痛み。前にも一度、同じことがあった。机の中に裁さい縫ほう用ようの針はりが一本、机の中にセロハンテープで固定してあったのだ。

　手を入れた時に、刺さるように。

　弾はずみで思い切り深く刺さった針の痛みが、指先の皮ひ膚ふの奥、肉の中にずきんと広がる。

　抜けるように白い指先に、赤く血の玉が膨ふくらんでゆく。指先を見つめる雪乃の耳に、くすくすと教室のどこからか女の子の笑い交わす声が聞こえる。

「……」

　雪ゆき乃のはそちらに一切目を向けずに、無言で血の玉が膨ふくらんだ指先を、薄うすい唇くちびるに当てた。

　口に広がる血の味。その瞬間、雪乃の耳に届いていた微かすかな悪意を含んだ微かな笑い声に、全く別の強烈な純粋悪意の含み笑いが混じった。

『……うふふふふふふふふふ、可愛かわいいことしてくれるじゃない』

　耳元で囁ささやく、恐ろしく純粋な、硝子ガラスのような悪意の笑い。

　その耳に流れ込む声の、あまりに透明な悪意と狂気に心が引っ搔かかれて、雪乃の感じる空気の温度が一気に低下した。

「…………！」

『殺さないの？　雪乃。殺しましょう？』

　くすくすと雪乃の耳元で、その雪乃にだけ聞こえる声が、囁いた。

『この何も知らない愚おろかな案山子かかしたちに教えてあげましょう？　自分たちが、燃え盛る篝かがり火びをつついているのだと』

「……」

　背後から雪乃を覗のぞき込む、影のような人影。その長い髪かみを垂らした雪乃によく似た亡ぼう霊れいの声を、雪乃はただ黙殺する。

『いつでも殺せるのよ？　雪乃と私の、〈雪の女王〉と名づけられた〈断だん章しよう〉は』

　雪乃に取り憑ついた、〈断章〉の声。

　三年前に家族を惨ざん殺さつして死んだ、雪乃の姉、時とき槻つき風かぜ乃のの亡霊の声を。

　歌うような誘ゆう惑わくの声を、雪乃は硬い表情で無視する。この亡霊が囁くのは破滅ばかりだ。雪乃はこの姉を〈悪夢〉と戦うための力として必要としていたが、同時に〈神の悪夢〉の次に、強く強く憎にくんでいた。

『殺そう？　この部屋を、魔女の竈かまどに変えてしまおう？』

「……るさい」

　囁く影に、指先を咥くわえたまま、雪乃は呻うめくように口の中で呟つぶやいた。

　確かに、この茨いばらのような日常を焼き尽くしてしまえば、どんなにか楽だろう。

　そんな自分の心の声と、風乃の言葉を、雪乃は共に黙殺する。自分に言い聞かせる。『私の目指す化け物は、そんな安いものじゃない』、と。

「……」

　再びクラスメイトのくすくす笑いが耳に入って、雪乃は疼とう痛つうの残る指先を、小さく嚙かんだ。

　じりっ、と左ひだり腕うでの包ほう帯たいが熱を持ち、ほんの僅わずかな煙けむりが上がって、包帯の端はしに焦こげたような色が浮き上がり、雪乃は必死で自分の気を鎮しずめる。

　その時、針が刺さった雪乃の声を聞いて振り返っていた女生徒が、不意に雪乃を見たまま椅い子すから立ち上がった。女生徒は雪ゆき乃のの席まで歩いて来ると、机の脇わきに立ち、そして制服のポケットから何かを取り出すと、静かに雪乃へ差し出して、机の上に置いた。

　可愛かわいらしいプリントがされた、ミントブルーの絆ばん創そう膏こう。

「……大丈夫？」

　小こ柄がらで童顔な、その女生徒は言った。

　雪乃にこんな声をかけるのは、学校には一人しかいない。媛ひめ沢ざわ遥はる火か。このクラスの、学級委員長をしている少女だった。

「どうしたの？　指、切った？」

　素直で意志の強そうな目に少しだけ心配の色を浮かべて、遥火は雪乃を覗のぞき込んだ。

　雪乃は遥火の視線に、先ほど陽光に感じたのと似た居心地の悪さを感じて、遥火の顔から目を逸そらした。

「………………別に」

「そう？　でも一応ばい菌とか入らないように、バンソーコーはしといた方がいいよ」

　遥火は言う。

　怪け我がの原因がこのクラスの中にいるなどとは想像もしていない。そんな顔。

　いや、事実、気づいていないのだろう。

　雪乃が何かにつけて非協力的なことも、クラス中から嫌きらわれていることも……遥火とて知ってはいるのだろうが、いじめ同然のことまで行われているとはさすがに思っていないらしい。

　根底に人の善意への信頼がある、きっとそんな人間なのだろう。

　こういう手合いの人間に、雪乃は苛いら立だちを感じる。

　白しら野の蒼あお衣いの、ぼーっとした、太たい平へい楽らくな顔がよぎる。

　雪乃は眉まゆを寄せると、机の絆創膏に怪我をした指を置いて、鈍痛を感じる指を滑すべらせて、絆創膏を遥火につき返した。

「いらないわ」

「駄だ目め。その意見は却きやつ下か」

　拒否する雪乃に対して、遥火はまるで母親のようなことを言って、眉まゆを吊つり上げた。

　そして絆創膏と、それをつき返す雪乃の手をもろともに取り上げて、絆創膏のパッケージを手早く破ると、有無を言わさず指先に巻き始めた。

「ほら、血が出てる」

「……」

　抵抗も面倒だったので、為なすがままにされる雪乃。不ふ機き嫌げんな表情のまま無言で指に絆創膏を巻かれる雪乃を、クラスの者たちは奇き異いの目で眺める。

　雪乃にこんな応対をする物好きな人間は、ただ一人遥火だけだった。

　委員長としての責務だとでも思っているのか、それとも元々こういう性格なのか、遥火はクラスの同級生達を、それがどんな嫌きらわれ者であってもほとんど同様に扱っていた。

「……よしっ」

　几き帳ちよう面めんに巻きつけられた絆ばん創そう膏こうを睨にらむように確認して、遥はる火かは満足そうに頷うなずく。

　そして任務完了とでもいった風ふ情ぜいで、自分の席へと引き上げて行った。

「ハル……関わらない方がいいよ」

　遥火の後ろの席の女生徒が、遥火の制服の袖そでを引いて小声で囁ささやいた。

　案じるような友人のそんな囁きに、遥火は少しだけ困ったような表情をして、しかしキッパリと言い切った。

「そういうわけにもいかないよ」

　万事、遥火はこの調子だった。

　多少融ゆう通づうの利かないところはあったが、責任感があって機転が利き、小さな体で率先してくるくると働くので、この委員長はクラス内では破格に好意的に受け入れられていた。

　雪ゆき乃のが捨て去った────あるいは捨て去ろうとしている、この学校生活という〝普通の世界〟を守っている女主人。雪乃は遥火をそう見ていた。そして〝そうではない世界〟を知らないために、別の世界に生きている雪乃にも世話を焼こうとしている、幸せな人間だと。

　ただ雪乃は、伯父おじ夫婦というささやかで重いしがらみのため、形だけ、この学校にいるに過ぎないのだ。

　だが説明はできないので、態度でそう主張していた。

　だが、他ほかの者は即座にそれを理解して雪乃を嫌ったのに、この遥火だけは理解しない。

　そのため生徒からも教師からも腫はれ物扱いの雪乃にとって、遥火が唯一に等しい、そして不本意な、クラスとの接点となっていた。

　そんな〝しがらみ〟の、少女。

　そんな遥火に無理矢理巻かれた可愛かわいらしい絆創膏を、雪乃は睨にらんだ。

「……」

　見ているうちに、ほんの少しだけ口元がほころびそうな、そんな小さな感情が自分の心の中に浮かんだことに気づいて、不ふ愉ゆ快かいになって顔を上げた。

　途と端たんに、窺うかがうように席に座ったまま振り返っていた遥火と目が合って────にこっ、と悪戯いたずらっぽく笑いかけられて、雪乃は憮ぶ然ぜんと視線を窓の外に外した。




　予鈴が鳴って、教室の喧けん騒そうが、授業の準備の喧騒に変わった。

　外にいた生徒も続々と戻って来て、教室の慌あわただしさが増し、雪乃へと向けられるうっすらと絡からみつくような視線も、その喧騒の中に流された。

　いつもこうならばいいのに、と雪乃は窓に目を向けながら、不機嫌に思った。

　雪乃のかりそめの〝日常〟は、いつもこうして始まり、そしていつも同じように、不機嫌に終わってゆく。







　　　　４




　今日も、町の時間は過ぎてゆく。

　白しら野の蒼あお衣いが学校の最寄り駅に程近い『神か狩がり屋や』へとやって来たのは、学校の授業が終わってすぐ、午後四時になる少し前のことだった。

『神狩屋──古こ物ぶつ・骨こつ董とう・西洋アンティーク』

　そう厳いかめしい文字で書かれた看かん板ばんが掛けられた、古い写真館のような建物の古物商。この時代から取り残されたような白く塗られた木造の店は、密ひそかに〈ロッジ〉と呼ばれている、日本全体に二百ほど存在するという〈騎士団オーダー〉の活動拠きよ点てんの一つだった。

　当然そうであることを示すようなものは何もなく、ただ古い簞たん笥すなどが並ぶ薄うす暗ぐらい店内が、開いた入口から垣かい間ま見える。

　制服姿のままやって来た蒼衣は、そんな店内へと声をかけながら足を踏み入れた。

「こんにちはー……」

　入った途と端たんに、空気に古物特有の埃ほこりっぽい匂においが混じる。最近はかなり勝手知ったる感じになった。学校が終わると真っ先にここに来るのが、蒼衣の習慣になっていた。

　所ところ狭せましとガラクタ染みた商品が詰め込まれた狭い店内を、蒼衣は奥へと進む。

　一番奥には商品と区別のつかないほどに古いレジ台があり、その脇わきに丸テーブルが据すえられて、商談などができるスペースが作られている。

　いつも蒼衣はそこで、お茶など出してもらいながら一息つく。

　その後、〈泡ほう禍か〉の気配を探してあちこちを移動するパトロールに出かけるわけだが、今日も蒼衣はそうするために、普段のように店の奥にやって来た。

　だが。




「……わわっ、白野さんストップ！」




　この日は、奥から飛び出して来た女の子に止められた。

「え？」

　田たの上うえ颯さつ姫き。もしも学校に行っているなら、中学生のはずの女の子。

　短めの髪かみに、大きくてカラフルなヘアピンをトレードマークのように何本かいつも差している。彼女は慌あわてたように蒼衣を制止したが、蒼衣はそれを理解する前に、うっかり店の奥に踏み込んで、その制止の理由を先に見てしまった。

「あ」

　奥には雪ゆき乃のと神か狩がり屋やが座っていて、そこでセーラー服の上着の裾すそを捲まくり上げ、抜けるように白い脇わき腹ばらを見せている雪乃と目が合った。

「!?」

「…………」

　ぎょっとしてうろたえる蒼あお衣い。それに対して雪乃の方は、微かすかに眉まゆを寄せたものの、特に動じた様子もなく視線を外し、服の裾すそを下ろした。

「あ……わ、ごめん」

　一瞬の間の後、慌あわてて謝る蒼衣。

　対する雪乃は騒ぎもしなかったが、蒼衣が動揺しているのを見ているうちに徐々に恥ずかしくなってきたらしく、やがて照れというよりも怒りの表情で、蒼衣の方を睨にらみつけた。

「え、えーと」

「このくらいで照れないでよ。こっちまで恥ずかしくなるわ」

「ご、ごめん……」

「やめてって言ってるの！　殺すわよ」

　本当に射い殺ころされでもしそうな目で睨まれる。蒼衣は口をつぐんだ。そのまま雪乃は、もう目も合わせてくれない。

「えーと……」

　蒼衣がうろたえていると、雪乃の前に座っていた神狩屋が、蒼衣に声をかけた。

「や、いらっしゃい」

「あ……はい……」

　のんびりとした、どこか困ったような声と表情の神狩屋の挨あい拶さつに、しかしいきなり雪乃を怒らせてしまった蒼衣は判断に困って、しばし雪乃と神狩屋とを交互に見ていた。

「えーと……」

　だが雪乃は、相変わらず目を合わせない。

　しばし蒼衣は困っていたが、やがて小さく溜ため息いきをつくと、仕方なく神狩屋の方へと向き直って、そちらの方で話題を続けた。

「えーと…………雪乃さんの傷、完全に消えたんですね」

「うん、綺き麗れいに消えた。もう治療は必要ないよ」

　蒼衣の言葉に、神狩屋はとぼけたような笑顔で答えた。神狩屋はこの古こ物ぶつ屋やの店主であり、同時にこの〈ロッジ〉の世話役。そして〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉と名づけられた〈断だん章しよう〉を持っていて、それは彼の血などを摂せつ取しゆすると傷が塞ふさがるというものだった。

　今も、先の事件で脇腹に深手を負った雪乃の傷を治療していたのだ。

「今回は長くかかったけどね。僕の〈黄泉戸契〉の〈効果エフエクト〉は大抵の傷が消えるけど、一度に強く働かせると〈異い形ぎよう〉化するかもしれないからね……」

　若わか白髪しらがの混じった寝ね癖ぐせ頭あたまを搔かきながら、穏おだやかに、少し困ったように言う神か狩がり屋や。

　この〈断だん章しよう〉は話によると、最大限に働かせればたとえ身体が半分に千切れていても生えてくるらしい。しかし『人間の心の器は有限で、神の悪夢を複数受け入れられない』という理由で〈泡ほう禍か〉や他人の〈断章〉に耐性がある〈断章保持者〉には、それほど強力には、あるいは極端な形では働かないらしかった。

　しかし幸いなことに、〈断章保持者〉には同様に副作用もそれほど働かない。この〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉は人の傷を治ち癒ゆさせるが、代わりに〈泡禍〉をその人物に呼び込んで、最悪の場合は〈異い形ぎよう〉化させてしまうという致命的な副作用を持っていた。

　だから普通の人間相手には、とても使えるものではなかった。

　そして耐性のある〈断章保持者〉にも、軽度ではあっても同じ危険がつきまとっていた。

　しかし〈泡禍〉との戦いという危険な活動には、どうしても治療は必要になってくる。それゆえにリスクを減らしながらの〈断章〉の利用法として、今のように傷と副作用の様子を見ながら、何日もかけて深い傷を少しずつ塞ふさいでゆくという方法を取る。

　丸テーブルの上にはその名残なごりとして、先日までとは違ってほとんど血の跡のない、剝はがされた後のガーゼが置かれている。

　傷の最後のチェック。その現場に、蒼あお衣いは顔を出してしまったわけだ。

「……」

　そもそも常態で不ふ機き嫌げんな雪ゆき乃のだが、今は蒼衣と目も合わせない。

　こうなってしまうと、もう取り付く島もない。

　これから一緒にパトロールに出かけるというのに、蒼衣は弱った。

　気まずい。そんな二人を神狩屋は見ていたが、苦笑い混じりの困った表情で、脇わきに立っている颯さつ姫きへと声をかけた。

「…………人が来ないか見張ってて、って、言ったよね……？」

　言われた颯姫は恐縮して、小さな体をさらに縮ませた。

「ごめんなさい……棚たな拭ふいてたら、忘れちゃいました……」

「あー……」

　両手で雑ぞう巾きんを握り締めて頭を下げる颯姫。神狩屋も仕方なさそうに、溜ため息いきをつく。

　この颯姫は〈食害〉という名の〈断章〉を、その小さな身の内に抱かかえていた。これは小さな蟲むしが記き憶おくを喰う〈断章〉で、他人の記憶を消すことに使えるが、同時に本人の記憶も喰われ続けているためすぐ物忘れをし、さらに過去の記憶がほとんど喰われていて彼女には数年前以前の記憶がほぼ残っていないのだった。

　そのためか、学校にも行っていない。

　首からかけた手帳が辛かろうじて記憶を支えている。くるくると表情の変わる明るい子だが、その実情は聞く限りではかなり悲ひ惨さんなものだった。

　しかし見る限りでは、そんなものはおくびにも出さない少女。

「あ……！　あああそうだ！　コーヒー入れますね！」

　この微び妙みような空気を変えようという試みか、颯さつ姫きは思い出したように言うと、ぱたぱたとティーセットを取りに、奥の棚たなへと向かった。

　蒼あお衣いもしばしテーブルについていたが、隣に座る雪ゆき乃のとの間に張り詰める空気に、すぐに耐えかねた。

「え、えーと……僕、夢ゆ見み子こちゃんに、挨あい拶さつして来ますね」

「あ……ああ、そうだね」

　おずおずと言って立ち上がった蒼衣に、神か狩がり屋やは同情するような苦笑いを浮かべて、そう答えた。

「よろしく」

「はい」

　蒼衣は逃げるように、レジ奥の戸を開けた。

　結局雪乃は、目も合わせない。

　弱ったな、と蒼衣は戸をくぐりながら、どうしたものかと考えつつ────雪乃がそれを見るたびに不ふ愉ゆ快かいそうな顔をする生せい来らいの緊張感のない苦笑いを、雪乃には見えない所でこっそりとその顔に浮かべた。




　　　　†




　神狩屋の店の奥にある住居の片かた隅すみに、その部屋はある。

　薄い絨じゆう毯たんの敷かれた、洋館風の内装をした廊ろう下か。その最奥にある扉の一つが、夏なつ木き夢見子の住んでいる〝書庫〟だった。

　過去に〈泡ほう禍か〉に遭あって、天てん涯がい孤こ独どくとなった幼い少女。

　彼女は〈泡禍〉によって溶とけ崩くずれて混ぜ合わさった両親に抱だかれ、その中で唯一原形を留とどめた口が声とは呼べない声で絵本を朗読しているという悪夢的状況の中で保護されて、以来この神狩屋で養われているという、そんな境遇の少女だった。

　彼女はその〈泡禍〉によって、心が壊こわれていた。

　一言も口をきかず、絵本と童話の並んだ大きな書棚に囲まれた小さな部屋で、ただ毎日絵本を眺めるようにして読みながら、人形のように過ごしていた。

　蒼衣は神狩屋の頼みで、この店に来るたびに夢見子の様子を見に来る。

　壊れ、閉ざされた彼女の心が、できるだけ多くの人と触ふれることによって回復するのではないかという、神狩屋の希望からだった。

　そうなればいいな、と蒼あお衣いも心から思う。

　蒼衣だけではなく、この〈ロッジ〉を訪ねてきた〈騎士団オーダー〉に関わる者は、その大おお方かたの人間が、夢ゆ見み子こに会ってゆく。

　まあ蒼衣が会うといっても、多くは他愛たわいのない、短いものだ。ほとんど何の反応も見せない夢見子に対して、「元気にしてた？」とか「何を読んでるの？」とか話しかけ、せいぜい頭でも撫なでて出てくるのが、蒼衣にできることだった。

　今日は何を話そうか、と考えながら、蒼衣は廊ろう下かを歩く。

　反応のない少女に何を話しかければいいかという問題は、いつも頭を悩ませる。

　たまには学校のことでも話そうか？　友達のこととか。しかし今日の敷しき島しまとの会話を思い返すに、どうも夢見子の話に向いた話題とも思えない。

「……うーん」

　考えが纏まとまる前に部屋の前に着いてしまい、蒼衣は思わずドアの前に立ち止まった。

　ここまで真面まじ目めに夢見子を相手にする話を考えているのは、蒼衣くらいのものらしい。

　蒼衣はどうもその辺り、根が真面目だった。「夢見子君と会っていく他ほかの人は、もっと気楽にやってるよ」と、神か狩がり屋やも笑っていた。

　要するに、何であれ蒼衣は人を見捨てるという行為が苦手なのだ。

　だからつい、他人の世話となると、ほとんど反射的に入れ込んでしまう。

　特にリストカッターなどの心に傷を抱かかえた女の子には、そんな義務感じみた感情を顕けん著ちよに感じてしまう。それは蒼衣が抱えた〈断だん章しよう〉の元になっている、蒼衣が拒絶したことで悲ひ惨さんな最さい期ごを遂げてしまった────自じ傷しよう癖へきのあった幼おさな馴な染じみとの思い出が、トラウマになってのことに間違いなかった。

　つまり心を壊こわしてしまった夢見子にも、多少同じような義務感を持ってしまっている、ということなのだろう。

「……」

　そんな自分に微かすかな自じ嘲ちよう混まじりの苦笑を浮かべて、蒼衣は書庫のドアノブに手をかけた。

　とりあえず友達のことは置いておいて、学校のことを話そうと決める。あとは夢見子の顔を見れば何か思いつくだろうと、そんなことを考えながら。

　そして、ドアを開けた。

　途と端たんに得体の知れない悪お寒かんが、ドアノブを握った手から一気に全身に這はい上がった。




「…………………………!?」




　冷蔵庫の扉を開けたような冷気が、部屋の中から流れ出してきた。冷えきった空気は、ドアの隙すき間まから粘ねん性せいをもって溢あふれ出し、床ゆかを這はうように広がって、靴くつ下したに包まれた足の周りをひんやりと通り抜けていった。

　頭が理解するよりも先に、皮ひ膚ふが異常を理解した。

　開ききっていないドアの内側に、墓所を開いたような強烈な死の気配が満ちていた。

　あまりにも明らかな、〝異常〟。そして〝異常〟が告げるものは、蒼あお衣いたちにとって、そう多くはない。




〈グランギニョルの索さく引いんひき〉




　夢ゆ見み子こが抱かかえる、忌いまわしい〈断だん章しよう〉の名。

　巨大な悪夢の〈泡あわ〉が〈泡ほう禍か〉となった時に形作る、〝童話〟を予言する〈断章〉。そのために残酷劇グランギニヨルの索引と名づけられた、いつ夢見子自身を食い尽くすかも知れたものではない、彼女が抱かかえる〈悪夢の欠片かけら〉。

　いつ暴発するかも知れない、〝現象〟のフラッシュバック。

　あらゆる〈泡禍〉に巻き込まれた人間が抱え込む可能性のある、最悪の後こう遺い症しよう。

　まだ、蒼衣はその破滅を見たことがない。だが、いつかは起こると聞かされている、最悪の事故が脳裏をよぎる。

「……夢見子ちゃん！」

　身が竦すくみそうになるのを振り払って、蒼衣は中にいるはずの少女の名を呼んだ。

　蒼衣はそのままノブを押し込み、ひどく重く感じる〝書庫〟のドアを、思い切り開いた。

　猛もう烈れつな冷気が部屋から溢あふれ出し、〝書庫〟の中身が露あらわになった。窓のない、壁の全すべてを本ほん棚だなに覆おおわれた小さな部屋には、ビスクドールのような服を着た少女が、蒼そう白はくな顔をして床ゆかの絨じゆう毯たんに座り込んでいた。

　ドアを開けた蒼衣の顔を、見上げていた。

　正常な自我の欠損した、虚うつろな人形染みた表情。

　そこには何の感情も、恐れの色さえも見出すことはできない。しかし少女の腕うでには、『不思議の国のアリス』に出てくる時計を持った兎うさぎのぬいぐるみが、形が歪ゆがむほどに、強く強く抱だきしめられていた。

　微かすかに震える、その腕。

　それは彼女の失われた情動の中に、たった一つ〝恐怖〟のみが、焼きつくように残されていることの証左だった。

　床に大きくスカートを広げ、人形のように座り込む夢見子。

　その足元に散乱するように広げられた、幾冊もの童話と絵本。




　そして────凍こおったようなその光景の中で、一つ、動いた。




　最初それは、明らかに蒼あお衣いの目の前で、宙に浮いていた。

　一冊の童話の本が、夢ゆ見み子この隣に浮いていた。それは例えるなら、見えない女性がそこに座って夢見子に読み聞かせているような……丁ちよう度どそんな高さに、ページが開かれた状態の本が浮かんでいたのだった。

　そしてすぐに、落ちた。

　蒼衣がそれを目にした瞬間、今まで宙に浮いていた本は支えを抜き取られたように、絨じゆう毯たんの上に重い音を立てて、真まっ直すぐに落ちた。

　まるで蒼衣に見られたことで、そこに何も存在していないということに、世界が初めて気づいたように。

　落ちた。一部始終を見ていなければ、気のせいだと自分を納得させていただろう、それほど異常に、呆あつ気けなく。




「…………………………」




　部屋の中に、凍こおったような沈黙が満ちた。

　立ち尽くす蒼衣の耳に廊ろう下かを走ってくる音が聞こえ、ほどなくして蒼衣の後ろに、緊張した呼吸をした雪ゆき乃のの気配が立った。

　肌はだに触ふれるほど異常の気配が残った空気の中、蒼衣は部屋の前に立っていた。

　蒼衣の目は、今しがた床ゆかに落ちた、たった今まで見えない女性が朗読していた本の、開いたままのページに落とされていた。




　『ヘンゼルとグレーテル』




　そう、章題が書かれていた。

　忌いまわしい、予言の章題が。

　蒼衣は引き攣つった、困ったような笑いを浮かべて、雪乃を振り返った。

『うふふふふふ……』

　厳しい表情をした雪乃の背後で、雪乃の忌いまわしい片割れの〝影〟が、世にも、世にも楽しそうに、底冷えのする笑い声を立てた。
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　　　二章　予言と兆し
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『……楽しみね』




　その心の底から楽しげな声を何かに例えるなら、処しよ刑けいのショーが始まるのを待つ、高貴で狂った女おんな公こう爵しやくの声。

『本当に楽しみだわ』

「……うるさい」

　夕刻遅く。すっかり日の落ちた住宅街。

　冷え始めた空気に、温かい夕食の支度の匂においがただよう路地。

　そんな夕刻の路地を、時とき槻つき雪ゆき乃のは神か狩がり屋やを出た後、一緒に店を出た蒼あお衣いと並んで、世にも不ふ機き嫌げんな表情をして帰宅の途とについていた。

「少し、黙ってて」

　低く抑おさえた声で、雪乃は呟つぶやくように話しながら歩いている。

　普段に輪をかけた不機嫌さ。傍はた目めに見ると隣となりの蒼衣と喧けん嘩かでもしているようだが、雪乃が話している相手は蒼衣ではない。

　雪乃にしか、いや、雪乃と蒼衣にしか聞こえない、〈断だん章しよう〉として雪乃に取り憑ついた風かぜ乃のの亡ぼう霊れい。景色が透すけ、影に溶とけてしまうほど希き薄はくな風乃の幻影は、雪乃によく似た容姿に長い髪かみを下ろして、雪乃の髪かみを結んでいるものと同じリボンを、雪乃とは全く違う少女然とした印象で揺らしていた。

『あなたは楽しみじゃないの？　雪乃』

　雪乃の背後に立つ亡霊は、笑みを含んだ声で、絡からみつくように問いかけた。

「少なくとも浮かれてる姉さんは不ふ愉ゆ快かいだわ」

『ふふ。だって〈童話の泡ほう禍か〉なのよ？』

　棘とげのある言葉も意に介かいさず、亡霊は楽しげに笑う。

『あの〈グランギニョルの索さく引いんひき〉が予言する、童話の形を取るほど大きな〈泡あわ〉よ？　三年も〈騎き士し〉をやってほとんど出で逢あわなかった災さい厄やくが、十日ほどの間に二度も！　これに浮かれなくて何に浮かれるの？』

「………………」

　破滅の予感への期待だろうか？　風かぜ乃のの声は囁ささやくようでいながら、しかし普段にも増して、ぞっとするほどに楽しげだ。

『どうしたの？　雪ゆき乃の』

「………………」

『あなたがいつも待望してる、あなたの〝敵〟よ？』

「…………………………そうね」

　雪乃は低く、頷うなずく。

　その通りだ。これは雪乃が待っていた、自分が死ぬまで終わらない復ふく讐しゆうの相手なのだ。

　だが待ち望んでいたはずなのに、どうにも腹立たしさが付きまとって仕方がなかった。理由はおそらく雪乃の隣となりで、風乃が苦手らしくずっと黙っている、この日常にどっぷり浸つかっている顔をした、白しら野の蒼あお衣いのせいだった。

「………………」

　雪乃は苦々しく感じながらも、思った。

　おそらく自分は、蒼衣に嫉しつ妬としているのだ、と。

　両親を惨ざん殺さつされて何もかもを失った雪乃は、以来〈泡ほう禍か〉と自分の傷とを抉えぐり続けることで生きてきた。一度壊こわれてしまった日常が信じられず、そこに戻ることが怖くて、代わりに〈泡禍〉と戦うという非日常に身を浸ひたすことで、雪乃は辛かろうじて自分が生きていることに許しが与えられているように感じていた。

　憎ぞう悪お。恐怖。苦痛。それらに自分の心身を抉られなければ、雪乃は安心できなかった。

　あの惨さん劇げきの日を境に、雪乃は安あん穏のんな日常に、居場所を感じることができなくなっていた。

　日常に暮らすことを雪乃は拒否し、両親を殺した姉の亡ぼう霊れいさえ、もっと憎にくい〈泡禍〉と戦うために必要とした。縋すがって〈泡禍〉と戦っていた。そしてそこまでしても、〈泡禍〉に通用するとは限らなかった。

　だが────白野蒼衣という人間は、そんな雪乃が抱かかえているような悲ひ愴そうさを持たずに、日常に肩かたまで浸つかったまま〈泡禍〉を致命的に害する術すべを有していた。

　蒼衣の〈断だん章しよう〉は、〈悪夢〉を共有し、壊して持ち主を破滅させる。

　おそらく蒼衣が理解共感できるものである限り、蒼衣の〈断章〉は内容に区別なく、あらゆる種類の〈泡禍〉に通用する。蒼衣は〈泡禍〉との戦いに際して、その持ち主を殺すという前提である限り、今まで雪乃が感じたようなもどかしさも悔くやしさも、きっと無縁なのだろうと思われた。

　雪乃が失って、捨てたものを全すべて持ちながら。

　蒼衣は必死で雪乃が縋りついているものの、さらに上にいる。

　だから雪乃は蒼衣の緊張感のない笑顔を見ると、神経を焼くような苛いら立だたしさを感じた。さらにその顔で雪ゆき乃のを日常に引き戻そうとするのが、どうしようもなく腹立たしかった。

「………………」

「……雪乃さん？」

　その蒼あお衣いが、雪乃に声をかける。

　風かぜ乃のは言いたいことを言ってしまったからか、それとも雪乃の同意に満足したのか、その気配ごと、姿を消していた。

「雪乃さん、怒ってる？」

　蒼衣は言った。

　雪乃は黙ったまま答えない。怒っているわけではない。ただ不ふ機き嫌げんなだけだ。

「……えーと」

　その沈黙を怒っているのだと取ったらしく、蒼衣は言い訳のような言葉を続けた。

「えーと、今日はごめん。わざとじゃないんだ」

「…………」

　雪乃は眉まゆを寄せた。何を言っているのかと思った。

　だが数瞬の後、蒼衣が言っているのが神か狩がり屋やに脇わき腹ばらの傷を診みてもらっていた時のことだと、遅れて気がついた。そして気づいた瞬間、雪乃は自分の頰ほおが、自分の意思とは関係なしに、みるみるうちに紅潮するのを感じた。

「そ、そっちは関係ない！　馬鹿じゃないの？　殺すわよ！」

　思わず蒼衣を怒ど鳴なりつける雪乃。

「え……？」

　本気で驚いた様子の蒼衣。その様子に雪乃は愕がく然ぜんとする。蒼衣はつい先ほど〈グランギニョルの索さく引いんひき〉によって予言されて、いつ大きな〈泡あわ〉がもたらす〈泡ほう禍か〉に出くわすことになるのか分からない状況なのだ。

　そんな状況で、そんな……瑣さ末まつな出来事を気にしていた蒼衣の正気を疑った。そしてその事実に動揺している自分にも、雪乃は二重に動揺していた。

「あなた、自分の立場わかってるの!?」

　叫ぶ雪乃。

「〈童話の泡禍〉が来るのよ？　大きな悪夢の〈泡〉が！　理解してる？」

「え？　一応わかってると思うけど……」

　蒼衣は精せい悍かんさの欠片かけらもない線の細い顔に、困こん惑わくの表情を浮かべた。

「でもそれは、僕と一緒に活動してる雪乃さんも同じだろ？　それに今日は雪乃さん、夢ゆ見み子こちゃんに会ってなかったっていうから……ひょっとしたら雪乃さんにも、同じ〝予言〟が出たかもしれないって、神狩屋さんも言ってたろ」

「私はあなたのことを言ってるの！」

　激げつ昂こうする雪ゆき乃の。

「私はいつ死んだって構わないし、私の〈断だん章しよう〉は不測の戦いにも向いてるわ。でもあなた、いきなり襲われたら何もできないでしょう？」

「あー……そうかもね」

「そうなるわ。いつ死ぬかもしれない覚かく悟ごはあるの？」

「うーん……」

　蒼あお衣いは笑った。それはあの雪乃の神経を逆なでする、緊張感のない笑みだった。

「僕は……雪乃さんには、死んで欲しくないな」

　そして蒼衣は問いには答えず、別のことを言った。

「……！」

　ぐっ、と何故なぜだか解らないが詰まる雪乃。本当に調子が狂う。出会ってから二週間と少し経たつが、やはりこの男は馬鹿なのだと思った。そう決めた。

「…………話にならないわ」

　雪乃はそれだけ言うと、蒼衣に背を向けて歩き出した。

　雪乃の剣けん幕まくを見て周囲の目を気にしていたらしい蒼衣は、あからさまにほっとした様子で、再び雪乃の隣となりに並んだ。

　しばし二人は無言で、薄うす暗ぐらい道を歩いた。

　薄うす墨ずみを広げたような色をした空の下、駅からほど近い閑かん静せいな住宅街に、沈黙と二人分の足音が、静かに広がった。

「………………」

「………………」

　黙々と、雪乃と蒼衣は歩く。

　こつこつと響く足音。やがてしばらくして、蒼衣が口を開いた。

「……誰もが覚悟して、死ぬわけじゃないと思うよ」

　ぽつりと、蒼衣は言った。

「世界中のほとんどの人は事故とか病気とかで、死にたくないのに死んでる。覚悟なんかする暇ひまもなく。まるで雪乃さんは『覚悟してない人は死んじゃいけない』って言ってるみたいだ」

「そう思うなら、そう取ってもらっても構わないわ」

　雪乃は蒼衣には目を向けずに、突き放すように答えた。

「私たちのいる世界は、そういうところよ。死ぬ覚悟もない人がいるのは迷めい惑わくだわ」

　雪乃は言う。いつ死ぬかもわからない、致ち死し性せいの悪夢と隣り合わせの世界。

　だがそんな雪乃の言葉に、蒼衣は一瞬逡しゆん巡じゆんして、言った。

「いや、そうじゃなくて…………実は雪乃さん、優しいかな、と思って」

「…………！」

　雪ゆき乃のの眉まゆが、吊つり上がった。

「馬鹿じゃないの!?　私は迷めい惑わくだって言ってるの！」

　つい大声になる雪乃。

　怒鳴られた蒼あお衣いが、思わず首を竦すくめる。

「私とあなたのいる場所は、戦場なのよ」

　強い調子で言う雪乃。

「しかも敵は〝神様の悪夢〟。世界そのものを捻ねじ曲げる、全知全能の〈泡あわ〉。優しいとかじゃなくて、これが現実なの。私たちの周りにある空気の１[image: ]さえも、いつ〈泡ほう禍か〉になって私たちを殺すかも分からないのよ！」

　腕うでを広げて周囲という〝敵〟を指し示す雪乃に、少し神しん妙みような声で、蒼衣は応じた。

「わかってる」

「とてもそうは見えないわね」

「いや……」

　蒼衣はもう一度、重ねて言った。

「わかってる。僕も一人、殺した」

「……！」

　思わず忘れかけていた事実を口にされて、雪乃は思わず黙った。

「クラスメイトを殺した。助けたかったのに殺した」

「………………」

「拒絶して殺した。僕の悪夢が彼女を殺した」

　淡々と言葉を連ねる蒼衣。

「僕が、殺した」

「……」

　そして一拍の間を置いて、蒼衣は言った。

「でも…………僕は覚かく悟ごなんかしない。できない。僕は死にたくないし、雪乃さんにも死んで欲しくない」

　蒼衣は道路を睨にらむように、視線を落として、言葉を続けた。

「僕は他人の命を終わらせておいて、まだ自分は終わりたくないと思ってる。雪乃さんは凄すごいと思う。雪乃さんが自分が死ぬ覚悟をしてて、覚悟のない人間が死地にいるのを嫌いやがってるのは、やっぱり根の方では雪乃さんは優しいんだと思う。僕は酷ひどい人間だ。きっと僕は自分が死にそうになったり、雪乃さんが死にそうになったら、間違いなく他ほかの人を殺すと思う。本当は助けなきゃいけなかった人も、本当に助けたかった人も、助けられないと分かって……それが僕たちにとっての危険になることが間違いないって分かったら、僕はきっとその人を殺してしまうと思う。

　だから僕は、酷ひどい人間だ。でも僕は、それが〝普通〟なんだと思う。普通の人は雪ゆき乃のさんみたいに強くないし、口では色々言っても実行できない。多分、それが普通の人にとっての〝生きる〟ってことなんだと思う。執しゆう着ちやくして、執着して……それでも人は、死ぬんだ。自分が助かりたいと足あ搔がいて、人を助けようと迷って、成功したり失敗したりして、生きたり死んだりする。それに戦場は、普通の人とそうでない人を、区別なんかしてくれないよ。みんな巻き込まれる。だから僕はせめて立派なことも格好いいことも言わずに…………ただ普通に、戦場の中で足搔くよ」

　俯うつむいて歩きながら、ぽつりぽつりと、蒼あお衣いは言葉を選んでいった。

「だから雪ゆき乃のさん」

　そして蒼衣は、顔を上げた。

「〈泡ほう禍か〉を宿した人が〈異い端たん〉になって殺さなきゃいけなくなったとき、もしその人を雪乃さんが殺せなかったら、僕に言って」

　突如、蒼衣はそんなことを言った。

「雪乃さんの代わりに、僕がその可哀かわい想そうな人を殺すから。普通であろうとしてる僕は、きっと雪乃さんよりも無む頓とん着ちやくに、苦悩もなく、敵を殺せると思うから」

「…………ふざけないで」

　雪乃の中に湧わいたのは、低い低い低温の怒り。

「私は、あなたになんか頼らないでやれるわ」

　隣となりを歩く蒼衣に底冷えのする一いち瞥べつを投げると、雪乃は低い声で言った。

「あなたがこれまで安あん穏のんに暮らしてる間にも、私は三年近く〈騎き士し〉として役目を果たしてきたのよ。あなたに頼らずに、生き延びてきた。役目に、苦悩なんか感じたことはないわ。

　あなたの〈断だん章しよう〉がどれだけ有用でも、あなたは〈泡ほう禍か〉の〈潜有者〉を殺すことしかできない半はん端ぱ者だわ。私たちの役目は〈泡あわ〉が浮かび上がって、〈泡禍〉の中心になってしまった被害者を助けることよ。手加減の利かない爆ばく弾だんに用はないわ。少なくとも今はあなたが私に護衛されていて、それに普段あなたと私が組まされてるのは、あくまでも私のバックアップだってことを忘れないで」

　低い怒りに任せて、雪乃は低く低く言葉を吐はく。

「あなたに頼る必要は、ないわ」

「…………ごめん」

　重ねて言う雪乃に、蒼衣はあっさりと謝る。

　しかしその横で雪乃は、自分の吐いた言葉と、それを吐いた自分に、ひどい怒りと自己嫌悪を感じていた。

　蒼衣を黙らせるために言った、〈騎き士し〉の役目の正論。

　異常現象の被害者である、〈泡禍〉の中心、〈潜有者〉を助ける。だがこれを口にした雪乃自身が、決してそんなことを動機に〈騎き士し〉の活動に身を投じているわけではないのだ。

　ただ雪ゆき乃のは、〈泡ほう禍か〉と自分が憎にくいだけなのだ。

　ただ戦うのみ。にもかかわらずこんな正論が口をついたのは、ただ蒼あお衣いと、その〈断だん章しよう〉を否定する、それだけのためだった。

　馬鹿馬鹿しいほど幼よう稚ちな欺ぎ瞞まんに、吐はき気がした。

　やはり雪乃は、自分が嫌きらいだった。

「……必要なら、私は殺せるわ」

　雪乃は、言った。

「それがどんな人間でも、誰であっても、殺せるわ。あなたなんかに任せる必要もなく、躊ちゆう躇ちよも懊おう悩のうもなしに」

　殺せる。自分さえも。

　これだけは蒼衣への虚勢でも対抗意識でもなく、確信していた。雪乃が少なくともその意思において、誰かを殺すことを躊躇ためらうなど、あり得なかった。

　雪乃には、大事な者などありはしないのだから。

「殺せるわ」

　誓うように、雪乃は言う。

　そんな雪乃を、蒼衣はどこか心配そうな目で見ていた。雪乃は包ほう帯たいの巻かれた左手を、ぎ、と骨が軋きしむほど強く、握り締めた。

　……その時だった。




『────いるわ』




　ぞっ、

　と、これまで消え失せていた、骨まで凍しみこむような冷たい気配が背後に立った。

「……！」

　風かぜ乃のの囁ささやき。一いつ斉せいに粟あわ立だつ肌はだ。

　暗い怒りに沈んでいた雪乃の意識は急激な緊張と共に外界へ引き戻され、雪乃は鋭く目を細めた。

「……どこ？」

『そこの路地を、右』

　鋭く簡潔な雪乃の問いに、風乃の流れるような調子の返答。

　その瞬間には走り出していた。鞄かばんも放り出す。

　音を立ててアスファルトに落ちる、学生鞄とバッグ。

　一人状況を理解できていない蒼衣が、それでも緊張だけは感じ取ったのか、慌あわてながらも声は出さずに、雪ゆき乃のの鞄かばんを拾った。後を追ってくる蒼あお衣いの方を見もせずに、雪乃は路地へと一直線に走る。

　雪乃は駆かける。

　現れたのだ。〈泡ほう禍か〉が。

　風かぜ乃のはその存在そのものが〈悪夢〉の欠片かけらであるがゆえ、恐ろしく敏感に〈悪夢〉の気配を察する。ここで現れるということは、夢ゆ見み子この〈グランギニョルの索さく引いんひき〉が予言した、大型の〈泡禍〉に違いない。

　そう考えて走りながら、雪乃はセーラー服のポケットからカッターナイフを抜き出した。

　手に馴な染じんだ、赤い柄のカッターナイフ。何の変哲もない文房具は、しかし左手の袖そでから覗のぞく包ほう帯たいと対ついになった途と端たん、急激に禍まが々まがしい印象に変わる。それを手にしたまま、雪乃は風乃が示した路地へと風のように飛び込んだ。

　ブロック塀べいの角を曲がり、路地に立ち塞ふさがるように立つ。

　そして鋭い視線で角の向こうを見み据すえて、左手首の包ほう帯たいに指をかけた。

「!!」

　瞬間、雪乃はそれと顔を合わせた。

　それは路地に飛び出した雪乃の方へと早足で歩いてきて、ぶつかりそうな目と鼻の先で驚いた顔をした────雪乃が着ているのと同じ制服を着た、小こ柄がらな少女の顔だった。

「……委員長？」

「時とき槻つきさん!?」

　雪乃とその少女、媛ひめ沢ざわ遥はる火かはほとんど同時に声を上げた。そして追突寸前でつんのめるように立ち止まり、互いに怪け訝げんな表情をして、一瞬その場で見詰め合った。

　しかし、そんな刹せつ那なの間の後、遥火が慌あわてて取り繕つくろうような笑顔を浮かべた。だが視線はあちこちを迷走し、一刻も早くこの場を立ち去りたいということがありありと分かるような、そんな様子をしていた。

「えーと……と、時槻さん、こんなとこで会うなんて珍めずらしいね」

　明らかに何かを誤ご魔ま化かそうとしている風ふうの、取ってつけたような挨あい拶さつ。

　しかし雪乃は困こん惑わく気ぎ味みに眉まゆを寄せた。こんなところで数少ない知り合いと出くわすという、まずあり得ない事態に、どうしたものか理解できず、内心で混乱していたのだ。

　そんな雪乃の背後で、息を吞のむ気配。

　見ると後ろにはようやく追いついてきた蒼衣が、二人分の荷物を抱かかえて立っていて、どこか引き攣つったような表情で、遥火のやって来た路地の先を凝ぎよう視ししていた。

「……雪乃さん……あれ…………」

　呆ぼう然ぜんとした、あるいは緊張した声で、蒼衣が呟つぶやいた。

　その蒼衣の視線の先にあるのは、民家の前に路上駐ちゆう車しやされた、一台の自動車だった。

　その車の、窓。




　ぞわっ、




　目が行った途と端たん、怖おぞ気けに産うぶ毛げが逆立った。

　こちらに正面を向けて駐ちゆう車しやしている車のフロントガラス。そのガラスの内側に────赤ん坊のものと思われる大きさの無数の手形が、もはや中の様子も窺うかがえないほどに、びっしりと玄げん関かん灯とうの光に浮かび上がっていたのだった。

「………………！」

　光の加減であまりにも鮮明に浮かび上がった、脂で汚れた白い手形。

　しかしその手を押し付けていた赤ん坊の姿は車内のどこにもなく、夕暮れ時の路地に停まる車は、虚うつろとも言っていい空からっぽの車内を晒さらしていた。

　不気味極まる光景に、一瞬、雪乃は怯ひるんだ。

　そして、そんな雪乃の表情を見た遥はる火かは瞬またたく間に顔色を失い、先ほどまでの取り繕つくろった様子が完全に失われたか細い声で、雪乃に小さく訊たずねた。

「み、見た……？」

「……」

　雪乃は答えなかったが、明らかな結論を遥火は察したようだった。

「何か……いる？」

「………………いないわ。今は」

　続いた問いに雪乃が答えると、遥火は雪乃の足元に、そのままくたっとへたり込んだ。

「……委員長!?」

「あ、あれ？　ごめんね。な、なんだか足の力が抜けちゃって……」

　慌あわてて手を出す雪乃に、遥火は学校では一度も見たことがない泣き笑いの表情で言った。

「雪乃さん、まさかこの人……」

「…………」

　蒼あお衣いの言おうとしていること、そして、雪乃の考えていること。

　それらは多分同じもので────それゆえに雪乃は、蒼衣に対して何も答えることができなかった。




　…………………………

　………………







　　　　２




　駅近くにある、チェーンのファミリーレストラン。

「雪ゆき乃のさん、お待たせ」

　片かた隅すみにある四人がけの席に座る雪乃の元に、電話から帰って来た蒼あお衣いが、そう声をかけた。

「……」

「食事して帰るから夕飯いらないなんて電話、初めて家にしたよ」

　無言で一いち瞥べつして応こたえる雪乃に、蒼衣は何故なぜだか苦笑気味に言った。そして、そんな蒼衣の隣となりには、同じように電話をして戻ってきた遥はる火かが、少し沈んだ表情をして、並んで立っていた。

「文句くらい言われるかと思ったけど、なんかうちの親、逆に喜んじゃって」

　蒼衣は言いながら、雪乃の隣に座って、正面の席に遥火を促した。

　それに頷うなずいて席につきながら、遥火は蒼衣の言葉に応じた。

「うちも同じ……なんか、真面まじ目めなばっかりじゃなくて安心した、なんて言ってた」

　そう、遥火。

「失礼な、って思ったけど、何も言えなかった」

　言って微苦笑を浮かべた遥火は、雪乃の正面で、ちょこんと姿勢よく、その小さな体を二人がけのソファ席に納めていた。

「ウチもそうだったよ。こういうのは初めてだから」

「うん、私も初めて」

　無言の雪乃の前で、二人がそう言って苦笑し合う。

「だから、反論できなかった」

「確かに、そうかもね」

「……」

　そんな二人のやり取りを、雪乃は無言で観察する。

　こうして並べてみると、蒼衣と遥火はその立脚点がよく似ていた。普通であることにこだわって、それを自らに課している蒼衣と、学校という普通の生活のまとめ役として、雪乃という異分子にすら、分け隔へだてなく接しようとする遥火。

　遥火の言動は、学校で見るよりも、微び妙みように歯切れが悪く、居心地悪そうにしている。

　当然だろう。詳くわしくはまだ話を聞いていないが、遥火は何かの怪現象に触ふれたのだ。

　彼女は今まさに怪奇現象に晒さらされていて、命の危機に瀕ひんしている。間違っても歯切れの悪さの原因は、学校帰りに外食をするのが初めてだとか、そんな理由ではないはずだ。

　この状況で、そんな日常のことに気を回す危機感のない人間は、隣の蒼衣だけで十分だ。

「……」

　うっかり至ったそんな考えに不ふ愉ゆ快かいになって、雪ゆき乃のは微かすかに眉まゆを寄せて追い払った。

　雪乃は遥はる火かを見る。少なくとも遥火が〈泡ほう禍か〉の脅きよう威いに晒さらされていることは、間違いない。

　しかし〈泡禍〉の中心点である、意識に神の悪夢の〈泡あわ〉が浮かび上がってしまった不幸な人間────〈潜有者インキユベーター〉であるかどうかは、まだ何とも言えない。

　そんな雪乃の思案を知ってか知らずか、蒼あお衣いが不意に雪乃へ訊たずねた。

「雪乃さんは、家への連絡はいいの？」

「……もうしたわ。私にとってはよくあることだから、一言で済む」

「そっか」

　納得した表情で、頷うなずく蒼衣。そこからしばらく会話が途と切ぎれ、三人はメニューをそれぞれの表情で眺めた後、店員を呼んだ。そして、この『友達と食事』という名目に相応ふさわしい注文を、店員に告げた。

「……雪乃さん、サラダだけ？」

　店員が席から去った後、蒼衣が雪乃の注文内容について不思議そうに訊たずねた。

　雪乃の食事はいつもこうだ。そういえば蒼衣とはしばらく活動していたが、共にしたのはお茶くらいのもので、食事をするのは初めてだった。

「ダイエットとか？」

「そういうんじゃない。ただ…………厭いやなだけ」

　言いながら雪乃は左手の包ほう帯たいを強く摑つかんだ。

「駄だ目めなの。切った肉も、焼いた肉も。…………思い出すから」

「あ……ごめん」

　蒼衣は気まずそうに謝る。しばしの沈黙。そして蒼衣を黙らせた雪乃は、そのまま何事もなかったように、遥火へと視線を戻した。

「で、どう？　委員長」

　雪乃は問う。

「話してくれる？」

「うん…………でもまさか本当とは思わなかったな。誰かが噂うわさで言ってた、『時とき槻つきさんは霊れい感かんがある』、って話」

「私が言い出したんじゃないわ」

　そう、雪乃と蒼衣は、霊感のある人間という名目で、遥火に協力を申し出たのだ。

　入学からものの二ヶ月足らずで、雪乃がクラスでされている噂は、良くないものだったり気味が悪かったりするものばかり、すでに十を越えていた。

　その中でも、これは偶然にも極めて真実に近いものだった。おおむね〈騎士団オーダー〉が〈泡禍〉の被害者に最初に接触する際は、霊れい能のう者しやなどを名乗ることが多いので、これは実のところ都合が良かった。

　都合がいいので、放っている。

　もっとも雪ゆき乃のはクラス内で自分がどう噂うわさされているかなどに関心がないので、それがどんな内容であっても放っておくことに変わりはないわけだが。

　しかし……役に立つことになるとは、夢にも思わなかったのも確かだ。

　いつもは初対面の人間ばかりを相手にするので、少々の噓うそもハッタリも気にせず口にできるのだが、流石さすがに顔見知り相手には多少のやりづらさを感じる。

「でも、霊れい感かんは事実よ。話ぐらいは聞けるわ」

　それでもなお、雪乃はそう告げる。

　雪乃はとてもではないが演技や駆かけ引きが得意な性格ではなかったが、自分の容姿に対して他人がミステリアスな印象と実際以上の説得力を感じるらしいことは、経験からよく理解していた。

　それに、普通は霊感があるなどと言えば懐かい疑ぎ的な反応が返ってくることもあるだろうが、今のところ〈騎き士し団〉の活動でそうだったことはほとんどない。今の遥はる火かもそうだ。雪乃たちがそう言って声をかける場合、すでにその人物は何がしかの怪奇現象に遭そう遇ぐうしているからだ。

「委員長」

　雪乃は、言う。

「〝あれ〟に、心当たりはある？」

「………………」

　自動車の窓についた明らかに異い常じような手形のあと。遥火は雪乃の問いにしばし迷いの表情を見せたが、重苦しい沈黙の後、ぽつりと答えた。

「…………ある」

「聞かせてくれる？」

　冷静な表情で、雪乃は問いかけた。

　遥火は頷うなずいた。問いかけた雪乃よりも、目の前にいる遥火よりも、むしろ隣となりで聞いている蒼あお衣いの方が、どちらかと言うと緊張した表情をしていた。

「多分、あの時のことだと思う」

「あの時？」

「ちょっと昔……色々あって」

　言いづらそうに、遥火。

　そして遥火は再び迷いの表情をして、口を開いた。そうして遥火が語った内容は、普段見ている遥火の様子からは想像もしなかった、遥火が心に抱かかえ込んでいた、過去にあった一つの事件の話だった。




　　　　†




　それは、媛ひめ沢ざわ遥はる火かが小学生の頃だった。

　小学四年生の夏休みのある日、遥火は学校のプールに向かう途中で、道中にあるスーパーマーケットの駐ちゆう車しや場じように停められていた車の中に、赤ちゃんがいるのを見かけた。

　車はエンジンがかけっ放しで、お母さんがちょっとした買い物をしている間、待たされているのだろうと思われた。後部座席の窓から外を見ている赤ちゃんと目が合って、思わず微笑ほほえんだ遥火が手を振って見せると、赤ちゃんは満面に笑顔を浮かべて、大きく体を揺すって、はしゃぐように喜んでいた。

　そして……それが最後だった。

　遥火がそのままプールに行って遊び、夕方になって同じ道を帰ると、そのスーパーマーケットの駐車場には救急車と、何台かのパトカーが赤い回転灯を光らせて停まっていた。

　何があったか事情は分からないまでも、その物々しい様子と赤い光に、その時の遥火は強い不安を感じたのを覚えている。そしてその人だかりになっている騒ぎの脇わきを、不安と好奇心を入り混じらせた遥火が通り過ぎようとして──────ふと目をやった時、遥火はその光景を見てしまった。




　見覚えのある車の中から、茹でたように変色した赤ちゃんが運び出されていた。




「…………………………!!」

　気絶しそうなほど血の気が引いた。自分の見ている光景の恐ろしさに、周囲の音が遠くなるほどの凄すさまじいショックを受けた。

　立ち尽くす遥火の前で、ぐにゃりと力の抜けた赤ちゃんの体は毛布に包まれて見えなくなった。そして白い服を着た救急隊員に抱かかえられて、救急車の中へと、運ばれて行った。

　思わず遥火は、その人だかりの中に飛び出していた。

　何故なぜそんな衝しよう動どうにかられたのかは分からない。ただ遥火はそこにいる誰かに、赤ちゃんがまだ元気だった時のことを話さなければいけない気になったのだ。

「おまわりさん！」

　駆かけ寄る遥火を訝いぶかしげに見た手近な警官に、遥火は混乱した言葉を繫つないだ。

　最初「赤ちゃんが、赤ちゃんが」と繰り返す遥火に警官ははぐらかすような応対をしていたが、やがて遥火が目撃者だと理解すると、急いで人を呼んで聴取の用意を始めた。

　そして、その時だった。

　その女性と、目が合ったのは。

　ぴったりと警官に付き添われて、現場に立ち尽くしていたその女性。ラフな、それこそどこにでもいるような主婦の格好をしたその若い女性は、それまで呆ぼう然ぜんとしたような表情で遥はる火かの方を見ていたが、遥火と目が合った瞬間に突とつ如じよとして鬼おにのような形ぎよう相そうに変わってヒステリックな叫び声を上げた。

「あんただ!!　あんたが殺したんだ!!」

「………………!?」

　その怖ろしい声と悪意に満ちた形相に、何を言われたのかを理解する前に身が竦すくんだ。

「見てたんでしょう!?　あなた見てたんでしょう!?　だったらあんたが殺したんだ！　あんたが気をつければこんなことにならなかったのに!!」

　女性は叫んだ。そしてそのまま遥火に摑つかみかかろうと走り出して、すぐさま近くにいた警官たちに取り押さえられた。

「何よ!!　私じゃなくてあいつを捕つかまえてよ!!　人殺し!!　人殺し!!」

　取り押さえられながらも凄すさまじい剣けん幕まくで女性は暴れ回り、遥火は自分を庇かばうために立った警官の後ろから、その様子を怯おびえて見ていた。女性はただ遥火を睨にらみつけたまま、髪かみを振り乱して暴れ、金切り声で叫び続けていた。

「人殺し!!」

「………………！」

　騒そう然ぜんとした雰囲気の中、女性は警官たちによってパトカーに押し込まれた。

　そしてパトカーのドアが閉じられて女性の叫びがほとんど聞こえなくなると、ようやく遥火を庇っていた警官が、「もう大丈夫」と言って遥火の頭に大きな手を置いた。

　遥火がこの出来事の詳しよう細さいを知ったのは、その後のことだ。

　赤ちゃんは死亡した。赤ちゃんは母親が買い物に行っているあいだ待たされていたが、母親は近くのパチンコ屋に行き、そのまま何時間も放置していたというのだ。

　エンジンとクーラーはかけっ放しだったが、赤ちゃんの誤操作か何かでクーラーが切れ、そのまま数時間車は炎えん天てん下かの下に置かれることになった。そして母親がパチンコを終えて戻ってきた時には、すでに赤ちゃんは熱中症で呼吸が止まっていたらしい。

　そして救急車が呼ばれ、警察が来て、そこから先は遥火が見た通りのことになった。

　あの遥火に摑みかかろうとした女性は赤ちゃんの母親で、一歳さいの息子を放置して死なせたとして、その後保護責任者遺い棄き致ち死しなどといった罪で禁固刑の判決を受けることになった。

　事件は、それで終わった。

　そしてこの事件を機に、元々片へん鱗りんのあった遥火の責任感は、確固としたものになった。

　義務感に、怖れのようなものが混じるようになったのだ。助けられたはずの赤ちゃんが助けられなかったという後悔が、もとより真面まじ目めだった遥火の責任感を、強迫観念のように後押しするようになった。

　現在の遥はる火かの性格は、この時にできたと言ってもいい。

　だが、それだけと言えばそれだけだ。遥火が過去に経験した、その人格を形成する一つの大事件。たったそれだけのこととして、この事件は終わるはずだった。

　終わった、はずだった。

　しかし事件は────それだけでは、終わらなかったのだ。




　二年ほど経たった頃のある日、遥火の家に手紙が来た。




　郵便として配達されたものではなかった。ただ封筒の表に『媛ひめ沢ざわ遥火様』と名前だけが書かれた、直接郵便受けに入れられたものだった。

　手紙には楔くさびのように角ばった、しかし明らかに歪ゆがみを感じる文字で、執しつ拗ように隙すき間まを埋うめるようにして文章が書かれていた。しかも真まっ直すぐではなく行間を埋めるようにして文字の位置がずれているため文面は大きくうねり、しかも真まっ赤かなインクで書かれているため、見つめていると眩暈めまいがしそうな手紙だった。

　手紙には、こう書かれていた。




『拝啓、媛沢遥火様。私はあなたをゆるしません。なんで私が犯罪者あつかいされておまえがノウノウとくらしているんだ。あやまって下さい。あやまれ。私の生活はメチャクチャになってしまった。なんで私が悪いことになってるんだ。おまえのせいなのに。おまえが殺した。殺した。人殺し!!　人殺し!!　お前がキチンとしていればあれは死んだりしませんでした。最悪だなオマエ。最悪。悪いのがだれなのかよく考えてみてください。それからあやまれ。ケイサツにダレが殺したのかちゃんと言いなさい。ケイサツはオマエの言うことをウノミにして私を犯罪者にしたて上げました。うそつき。子供のくせに。うそばっかり。うそつき。うそつきうそつきうそつき!!　人殺しのうそつき。ゆるさない。絶対ゆるさない。ゆるしません。絶対。人殺しはどっちだ。良心が痛まないのですか。人殺し。人殺し!!　人殺し!!　人殺し!!　人殺し!!　しねひとごろし。ひとごろし。はなしあいましょう。近いうちに会いに行きます』




　当時共働きだった遥火の家では、届いた郵便物を持って入る役目は遥火だった。

　そのため家に届いた郵便物を最初に見るのは遥火で、結果自分の名前が書かれたこの手紙を遥火は読んでしまった。

　読んですぐ、あの時の全すべての光景を思い出し、遥火は恐怖と不快のあまり嘔おう吐とした。

　そして夜になって帰ってきた両親は仰ぎよう天てんした。すぐさま警察に連絡し、両親は夜通し相談の上、家の安全のために、母が仕事をやめることを決心した。

　手紙の犯人は、執しつ行こう猶ゆう予よ中の、あの若い母親だった。

　どうやって調べたのか、母親はあのとき一度見ただけの遥はる火かの名前と住所を知り、あの手紙を書いて、遥火の家の郵便受けに入れたのだった。そして母親は家人の留守中に遥火の家に侵入し、近所の通報で捕つかまった。母親の執しつ行こう猶ゆう予よは取り消され、禁固刑が執行されて、遥火とあの母親との怖ろしい接触未み遂すいは終わり、また遥火の生活に平へい穏おんが戻った。

　そして…………




　　　　†




「……多分、その赤ちゃんの事件だと思う」




　雪ゆき乃のの前で、ファミリーレストランの席についた高校生の遥火は、俯うつむき気味にそう言った。

　注文した料理はすでに来て、食事も終わった四人席。片づけを促すために寄せられた食器の上には、食が進まなかった証あかしとして、いくらかの料理が冷たくなって残されていた。

　話の異様さに引きずられて、席の空気は重かった。

　しばし落ちる重い沈黙。その中で雪乃はただ一人空気を無視して、ポケットから黒地に赤い魔法円のデザインがされたピルケースを出して、かしゃ、と音を立てて一振りし、ざらっ、と幾つものサプリメント錠じよう剤ざいを取り出して掌てのひらの上にあけた。

「……」

　蒼あお衣いが僅わずかに咎とがめるような視線で、雪乃を見た。

　雪乃は構わず規定量を超えた数の錠剤を口に放り込み、すっかり氷が溶とけてしまっているコップの水で、胃いの中に流し込んだ。雪乃はその処方や効果はともかく、薬を飲むという行為そのものに依存気味だ。生前の風かぜ乃のは睡すい眠みん薬やくと精神安定剤漬づけだった。多分これは、その劣れつ化か行為だ。

「……で」

　雪乃は小さく息をつくと、顔を上げて遥火を見て、口を開いた。

「何もかもすっかり過去の出来事だったはずなのに、どういうわけか今朝けさ、駐車場の車の窓に手形がついているのを見た、というわけね」

「うん。そう……なるかな」

　沈滞していた空気こそ多少緩ゆるんだものの、雪乃の言葉に、遥火は沈んだ声で答えた。

「そのあと、学校帰りにあの車と遭そう遇ぐうして、私と出会った」

「うん」

　遥火が頷うなずき、雪乃は眉まゆを寄せ、あの光景を思い出す。駐ちゆう車しやされた乗用車のフロントガラス一面に、赤ん坊のものと思われる大きさの手形が、びっしりとつけられている光景をだ。

　子供のいたずらなどと考えるには、あまりにも執しつ拗ような行為だった。

　そしてもちろん偶ぐう然ぜんでもいたずらでもあり得ない。何故なぜならあの場所で、風かぜ乃のが〈泡ほう禍か〉の出現を感じ取ったのだ。

　これは間違いなく、異常現象だ。

「……最初、車を見た時、中に誰かいるように見えたの」

　雪ゆき乃のと蒼あお衣いが見つめる前で、遥はる火かは視線を落として、その時のことを語った。

「すぐに窓の下に、引っ込むように消えたの。赤ちゃんみたいな大きさに見えた。私、あの事件からずっと停まってる車の横を通るのがちょっと苦手で……あの時も怖かった。でも見ないわけにもいかなくて。……本当に赤ちゃんが中に置いたままにされてるなら、なおさら放っとくわけにもいかないでしょう……？」

　訥とつ々とつと遥火は言う。これまでも遥火は、幾度か、車内に置いたままにされている子供を見つけるたびに、その親が戻って来るかこっそり見守っていたりしたらしい。

「で、近づいたの」

　ぽつ、と遥火は言う。

「でも、中には誰もいなかったの。覗のぞき込んで探したのに。確かに最初に見た時は、中に何かが動いて見えたのに」

「……」

「それで、おかしいとは思ったんだけど、気のせいだ、って自分に言い聞かせて、通り過ぎようとしたの」

「……」

「そうしたら、フロントガラスが目に入って……玄げん関かん灯とうの光に、物もの凄すごい数の手形が……」

「………………そう」

　雪乃は頷うなずく。そして思う。遥火は気き丈じようだ。昨日きのうの今日どころか一時間足らず前のことなのに、思ったよりも言葉に混乱がない。

　もちろん心に押し込めていた過去の出来事を話すにつれて、流石さすがに徐じよ々じよに、気丈さが削そげてゆくのが見てとれた。

　だが憔しよう悴すいしてゆく表情に反して、話すごとに態度は落ち着いていった。

　雪乃たちの前で取り乱さないように自分を律しているのだろう。

　遥火は顔を上げると、雪乃に、訊たずねた。

「時とき槻つきさんは……やっぱりこれは、〝あれ〟だと思う？」

「……〝あれ〟？」

「やっぱりあの赤ちゃんの……霊れい……なのかな」

　小さくなる声。雪乃は、その問いに答えた。

「委員長がそう思うなら、そうなんでしょうね」

　口に出して気がついたが、冷たい答えにも取れる言葉。雪乃の言いように、蒼衣が困ったような声で雪ゆき乃のを咎とがめた。

「雪乃さん……」

「だって、そういうものよ」

　だが言ってしまったので、雪乃は撤てつ回かいはしなかった。

「委員長がその赤ん坊にこだわるなら、たとえ本当はそうでなかったとしても、そのこだわりりが〝それ〟を寄せるわ」

「……」

　俯うつむく遥はる火か。蒼あお衣いの表情がますます困る。だが雪乃は、間違ったことは言っていない。

　もしも遥火が〈泡あわ〉の〈潜有者〉なら、神の悪夢が混じり合うのは遥火自身の悪夢だ。

　遥火の人格を決定するような、大きな過去のトラウマ。それほどの出来事のもたらす悪夢ならば、〈泡ほう禍か〉の媒ばい体たいとしては申し分ない。

「とにかく……それが何であれ、私は協力するわ」

　心の中で値踏みしながら、雪乃は言った。

「委員長が良くないモノに取り憑つかれてることだけは間違いない。今はまだ詳くわしくは分からないけど、そのうち分かる」

「うん…………ありがとう」

　遥火は笑った。やや力ないが、それでも屈くつ託たくのない感謝がその表情にはあった。

「とりあえず、少し様子を見ましょう」

　先のことを、雪乃は指示する。

「今日は送っていくわ。それから、しばらくは朝、委員長の家まで迎えに行く。一緒に登下校すれば、途と中ちゆうで何かあった時に対処できる」

「うん、わかった……でも、いいの？」

「気にしないで。好きでやってるわ。ただ私と一緒のところを学校の皆に見られるのは迷めい惑わくだと思うけど、そこは我が慢まんしてもらうしかない」

「うん、ありがとう。でも迷惑なんてことは、ないよ」

　遥火は、雪乃をまっすぐに見て言う。

　その遥火の顔を見た瞬間、雪乃は思わず言葉に詰まった。雪乃は遥火から視線を外して、途と切ぎれた言葉を続けた。

「………………そう。じゃあしばらく、それで様子を見るわ」

「うん。お願い」

　雪乃は他人の視線に慣れているため、気にしない性質だった。だがクラスメイトから向けられるのは反感の視線ばかりで、今の遥火ような信頼の視線を向けられたことはなく、ひどい居心地の悪さを感じた。

　指示が終わると、遥火が言った。

「時とき槻つきさんとこうしてちゃんと話をするのは、初めてだね」

「…………そうかもね」

　雪ゆき乃のは気のない答えを返す。

「やっぱり変わってると思うけど、霊れい感かんとかあるなら仕方ないかな。こうして時槻さんと話ができただけで、今まで引きずってきたあの〝赤ちゃん〟についての色々が、少しだけ良かったって思えた」

　遥はる火かはやや表情は暗いものの、精一杯に微笑ほほえんで雪乃へと言う。

「人と違ってるから協調が苦手だけど、噓うそはないと思う。時槻さんは悪い人じゃないよ。私は時槻さんを信用できる人だと思う」

　そう微笑んで言う遥火。雪乃はそんな遥火を、直視できない。

「……そんなんじゃないわ」

「そう？　でも……」

「長居したわ。帰りましょう」

　雪乃は居心地の悪い話題を断ち切って、立ち上がった。

　慌あわてて通路側にいる蒼あお衣いが、立ち上がってスペースを空ける。そんな雪乃に遥火が、慌てたように声をかけた。

「あ……時槻さん」

　雪乃に関する話の続きならば聞く気はなかったが、それでもとりあえず雪乃は遥火の方に向き直った。

「……何？　委員長」

「えーと……これって、お礼はどうすればいい？」

　困こん惑わくしたように遥火は訊たずねた。思った以上にきっちりしている。いつもなら同じような状況の場合、『除じよ霊れい料りよう』といった形にした方が納得しそうな相手だった場合は、形だけ要求することもある。

「別に、委員長からお金取ろうなんて、思ってないわ」

「そ……そう？」

　戸と惑まどったように言う遥火の表情を見ると、後で菓か子し折りでも持ってきそうな雰囲気だったので、雪乃は気が変わった。

「…………ここの支払いができるくらい、手持ちはある？　それでいいわ」

「あ……う、うん。わかった」

　雪乃がそう言うと、遥火はかえって安心した様子で、分かりやすく頷うなずいて、伝票を伝票差しから抜き取った。







　　　　３




　自宅の二階にある、自分の部屋。

　あれから家に帰ってきた遥はる火かは勉強机の前で、シャープペンシルを咥くわえるように口に当て、英語の教科書と向き合っていた。

　遥火は勉強よりも学校生活や行事に熱心な生徒だったが、それでも元々の几き帳ちよう面めんな性格は勉強にも如によ実じつに現れていた。宿題は完かん璧ぺきで、予習も同じ。ただ復習にはあまり熱心ではない。宿題や予習は先生やクラスメイトに見せるという側面があるが、復習は、ほぼ完全に自分のためだけのものだからだ。

　そういうわけで遥火はいつものように、明日の授業の予習に集中していた。

　部屋着のトレーナー姿で机に座る遥火。デスクライトの、温度を感じる光の下で、英語の辞書の薄うすい紙をめくる。

　昨日きのうも、一昨日おとといも、その前の日も、遥火は生き真面まじ目めにそうしていた。だがそんないつも通りの日課も、今日、この日は…………見た目こそ変わりはしなかったが、その内面は全く違う心境で行われていた。




　全すべては、あの〝手形〟を見てしまったからだ。




　遥火は動揺と不安でとても集中などできない精神状態の中、無理矢理にそれから逃とう避ひするように、教科書とノートと、英和辞典を見つめていた。

　あの〝手形〟の記き憶おくが、遥火の脳裏をどうしてもちらつく。

　遥火は、あの赤ちゃんの死の記憶と、その母親の記憶とに、怯おびえていた。

　周りに誰か人がいるなら、遥火は遥火という人間の役目を遂行するために、いくらでも強くなることができた。

　だがこうして一人になってしまうと、遥火はどうしようもない心細さに、心臓に黒い錘おもりがぶら下がったような、そんな感覚に、ずっと襲われていた。

　自分の中にこの事件がどれほど深く腐くさった根を下ろしているか、遥火は改めて気がついた。

　勉強。手伝い。家ですべきことの合間にふと何もしない時間ができると、つい〝それ〟に意識が向いて、手が震えた。

　周囲の空気に見えない悪意を感じて、全てが怖かった。

　両親には、もちろん〝手形〟のことは言ってはいない。

　きっと信じてくれない。確証もない。そう思おうとしていた。思っている限り、両親には言えなかった。

　赤ちゃんの母親によるあの事件の時、両親がどれだけ心配し、不安に苛さいなまれ、どれだけのものを犠ぎ牲せいにしたか、遥はる火かは知っている。知っているからこそ、言えない。確証もないのに、あの時の不安を再び両親に与えることは、今の遥火には、到底できることではなかった。

　理性と願望が確証を否定し、感情と本能が確信して怯おびえた。

　理性が両親に伝えるべきだと言い、感情がそんなことはできないと訴えた。

　絶望的なまでに明確な、確証のない確信。

　それでも今、遥火は不安に苛まれながらも、何とか落ち着いている。

　雪ゆき乃のの、おかげだ。

　誰にも言えないことを、共に戦ってくれている人がいるという事実の、心強さ。少なくともこれで、〝あの赤ちゃんの死の記き憶おく〟という、遥火に付きまとっていた大きな怖れは、大きく軽減されていた。

　正直なところ、雪乃というクラスメイトは、一、二を争うほど苦手な子だった。

　目立つ上に協調もしない。敵視しているクラスメイトも、少なくないと聞いている。

　だが悪い子ではないとも、遥火は信じていた。その予感が外れていなかったことは、遥火は素直に嬉うれしい。

　このまま雪乃と仲良くなれたらいいな、と、遥火は思う。

　このまま何もかもが解決すればいいな、とも遥火は思う。

　このまま両親に何も知られることなく終わればいいな、と、遥火は心から思う。




　だが────どうしても嫌いやな予感が、遥火の胸の中から、拭ぬぐえないのだ。




　拭おうとしても拭おうとしても、説明のできない本能的な不安が胸の奥から、どす黒いタールのように滲にじみ出して、うっすらと肌はだにへばりつくのだ。

　嫌なことが起こりそうな予感が、どうしても消えない。

　それを、あくまで気のせいだと考える理性と、雪乃を信頼しようとする決心によって、何とか押さえ込んでいる。

　感じる。

　どこからか自分に向けられている悪意が空気に混じり、皮ひ膚ふに触ふれている、そんな錯さつ覚かく。

　胃を圧迫するような胸の中の不安感と、皮膚にじっとりと染み込んで来るような、ありもしないモノの気配。

　何かがゆっくりと近づいて来ているような、不安。

　蛍けい光こう灯とうの、白っぽい明かりに照らされる、部屋の中。

　勉強机に一人座る周囲に、無機質な孤独と、有機質な気配が満ちている。




「……！」




　はっ、と気づくと、癖くせで口元に押し付けられていたシャープペンシルに、知らず知らず力が込もっていた。

「……あ……」

　慌あわてて遥はる火かはシャープペンシルを口から離す。口元を指で触さわると、キャップの形に痕あとがついていた。

　その痕を消すために皮ひ膚ふを揉もみながら、遥火は小さな溜ため息いきをつく。

　いけない。またうっかり良くない考えに沈んでいた。大丈夫だ。きっと大丈夫。

　何もない。大丈夫。

　遥火は、自分に言い聞かせる。

　気がつくと、ひどく喉のどが渇かわいていた。遥火は椅い子すから立ち上がる。一階の台所で何か飲もうと思った。何もしないよりは、動いていた方がいい。

　そして、立ち上がって机を離れた、その時だった。




　かたん、




　不意に小さな、金属質の音が、遥火の耳に届いた。

「！」

　その音は、紛まぎれもなく家の外から聞こえてきた音だった。二階にある遥火の部屋は表に面している。そのため玄げん関かん付近で立った音は、特に今のような静かな夜は、部屋までよく聞こえてきた。

　音は間違えようもない、郵便受けの音だった。

　家の前の郵便受けに、何かが入れられた音だった。

　当然こんな夜に、配達があるわけがない。酔っ払いか何かの悪戯いたずらだろうか？　だがそれにしては、あまりにも表が静か過ぎた。

「………………」

　息を潜ひそめて、そっ、と耳を澄ませた。

　表に面した窓の、カーテンの向こうの虚こ空くうに、じっと意識を集中させて、空気の動きさえも知ろうとするように聴覚を研ぎ澄ませた。

　じっと、耳を澄ます。

　表に広がる、夜の音を、聞く。




　こつっ……




　夜の住宅街の静寂の中に、微かすかな足音が遠ざかってゆくのを、遥はる火かの耳が聞き取った。

　多分、何がしかのヒールがある硬い靴の音。遥火は窓へと身を寄せて、そっとカーテンの端はしを指先でめくって、窓の外に目を凝こらした。

　近所の家の玄げん関かん灯とうが照らす道が、夜よ闇やみの中に延びていた。ぼんやりとした光と影に、家の前の道が、夜の静寂の中に、浮かび上がっている。

　そしてアスファルトの道に、影が、落ちていた。

　どこかの家の玄関灯によって落とされた、道を歩いている人間の影が、黄色っぽい光の中、道の上に伸びていた。

　影は微かすかな足音と共に、規則的に遥火の家から遠ざかっていた。

　ぼんやりとした影ではよくわからないが、おそらく髪かみの長い、女性のシルエット。

　そして窓から見える視野の端はしに垣かい間ま見えた、薄いピンクのヒール。

「………………!!」

　それに気づいた時、遥火は弾はじかれたようにカーテンから指を離し、窓の横の壁に隠かくれるようにして、背中をつけて立った。

　動どう悸きの激しくなる、心臓。

　長い髪の女性。ピンクのヒール。そして家の郵便受け。その三つから連想するものは、遥火にとって、ただ一つだったからだ。

　あの赤ちゃんの、お母さんだ。

　駐ちゆう車しや場で、あの女性が遥火に摑つかみかかろうとした時、遥火は自分を庇かばう警察官の後ろから見ていた、女性の履はいていたピンク色のヒールばかりをひどく鮮せん明めいに覚えていた。

　まさか……！

　遥火は緊張で締め上げられるような感覚の中、必死でその連想を否定した。

　そんなはずはない。何でいまさら、あの人がここに来るようなことがある？

　そう、考えすぎだ。

　あの〝手形〟のことがあったから、過敏になっているだけだ。

　偶然だ。だが否定する根こん拠きよも、どこにもなかった。あの人は何年の判決だった？　思い出せない。だがとっくに刑務所から出てきていても、おかしくない年月は経たっている。

　でも、まさか、いまさら、そんなはずはない。

「………………」

　遥火は必死で呼吸を落ち着けて、再びそっとカーテンに手を伸ばし、隙すき間まから外を覗のぞいた。

　家の前の道には、すでに人の姿も気配も、なくなっていた。ただ広がるのは夜闇と静寂。そして濁にごった明かりに照らされて、延びる住宅街の道ばかりだった。

「…………………………」

　遥はる火かはしばらく、その光景を見つめていた。

　そして、もう何もいないことを何分もかけて確認すると、急いで部屋を出て、できるだけ音を立てないように階段を駆かけ下りた。

　階下ではリビングのドアの擦すりガラスから、両親の見ているテレビの音と光が漏もれていた。それを横目に階段を下り、玄げん関かんに出て、靴をつっかけて、ドアの鍵を開けた。

　確かめなければ、済まされなかった。

　表の郵便受けに、何かが入れられているのではないかということを、この目で確かめなければ、収まらなかった。

　ドアの取っ手を摑つかんだまま、遥火は外の気配を窺うかがう。

　玄関の向こうに感じるのは、ただ静かに沈む、夜の暗い静寂ばかり。

「………………」

　そっ、

　と玄関のドアを開けた。

　すう、

　と開けた瞬間夜の空気が、肌はだに触ふれる涼りよう気きと外の匂においを伴って、ドアの隙すき間まから玄関の中へと流れ込んできた。

　ドアから覗のぞく外の景色に、動くものはなかった。

　ただ夜の景色。遥火は玄関から一歩足を踏み出して、しん、と沈ちん滞たいする夜の景色の中に、郵便受けへと向かって歩み出した。

　猫ねこの額ひたいほどの玄関前に敷かれた、短い敷石。

　その上を部屋着姿で歩いて、門柱に近づいてゆく、遥火。

　ささやかな門柱に据すえつけられた、郵便受け。

　遥火はその蓋ふたに、そっと、手を伸ばす。




　きい、




　と静寂の中、いやに大きく聞こえる軋きしんだ音を立てて、郵便受けを開けた。

「……っ！」

　息を吞のんだ。

　郵便受けの中には、皺しわになった白い封筒が、影の中で玄げん関かん灯とうに照らされて浮かび上がるように、ぽつん、と一通、入っていた。

　この時間に、普通に配達された手紙が郵便受けに残っていることなどない。

　嫌いやな予感がみるみる膨ふくれ上がってゆく。夜の静寂の中に、やけに大きく響く自分の呼吸の音を聞きながら、郵便受けの中の白い封筒を、瞬まばたきも忘れて見つめる。

「………………」

　呼吸の音の中、裏を向けている何も書かれていない封筒に、手を伸ばした。

　微かすかに震える指で、中央に妙みような盛り上がりのある、ただの手紙ではあり得ない封筒を、郵便受けから取り上げ、表に返した。




　『媛ひめ沢ざわ遥はる火か様』




　その赤い、楔くさびで書かれたような宛あて名なを見た瞬間、一いつ斉せいに肌はだに鳥肌が立った。封筒を持つ手が震えた。目の前が真っ暗になりそうなほど、頭から血の気が引いた。

「…………………………！」

　言葉もなく、郵便受けの前で立ち竦すくんだ。

　手にした封筒。空白の時間。だが、やがて口の中の唾つばを飲み込むと、震える両手で封筒を摑つかみ、その自分の名前が書かれた封筒の口を、恐る恐る破って開封した。

　中には、手紙のたぐいは入ってはいなかった。

　ただ小さな、硬く、軽いものが、封筒の中に一つだけ、ことり、と入っていた。

　玄げん関かん灯とうのぼんやりとした明かりの下では、封筒の中に入っているものが何か、見て取ることはできない。

　手の震えが伝わってひどく揺れる封筒を、掌てのひらの上で、ひっくり返した。

　掌の上に、封筒の中身がころりと硬い感かん触しよくで、転がって出た。白く小さく細長い、鏃やじり型の物体。何か分からず、顔を近づけた。




　骨だと分かった。




「……ひっ！」

　その瞬間、遥火は短い悲鳴を上げて、弾はじかれたように手を引っ込め、骨の欠片かけらは地面の上に落ちて転がった。

「…………………………！」

　先ほどまで骨のあった感触が残る手を、胸に抱いだくように握り締め、遥火は地面に転がった骨を見つめたままそこに立ち尽くした。身を抱くようにして立ち尽くし、がちがちと震えながら────遥火はまだ何もかもが始まりに過ぎないのだと、掌に残る感触からほとんど本能的に理解していた。




　…………………………

　………………………………………………







[image: ]







　　　三章　ヘンゼルとグレーテル







　　　　１




「あぁ……これは間違いないね。人間の骨だ」




　その『骨』をまるで骨こつ董とう品ひんを鑑かん定ていするかのように仔し細さいに眺めた神か狩がり屋やは、眼鏡めがねの位置を直しながら、静かにそう断定した。

　一夜が明けて、この日。蒼あお衣いと雪ゆき乃のが約束通りに遥はる火かの家へ迎えに行くと、朝早いというのにすでに遥火は家の前で待っていて、そして二人に見せたのが、この封筒に入った小さな骨の欠片かけらだった。

　放課後、蒼衣たちは『神狩屋』に集まっていた。

　骨について調べるためだ。朝からそんなものを見せられた蒼衣は気になるあまり、一日中気もそぞろで学校生活を送る羽目になった。

　そして蒼衣と雪乃、神狩屋の三人は、『神狩屋』の奥にある住居の、書しよ斎さいにいる。

　明治時代辺りが舞台のドラマでしか見たことがないような、重厚な本ほん棚だなと机に所ところ狭せましと分厚い本が積み上げられた書斎で、神狩屋は古い革かわ張ばりの椅い子すに座り、テーブルランプの光に透すかすようにして例の骨の欠片を見つめていた。

　この神狩屋には遥火も来ているのだが、彼女は店のテーブルの方で待たせ、颯さつ姫きがその相手をしている。〈泡あわ〉に関する話は聞かせられないからだ。遥火には『ここに骨が何の骨なのか調べられる人がいる』と説明していたが、蒼衣はてっきり、それは遥火に対する方便だとばかり思っていた。

　だが……

「人間の幼児の骨だね。顎あごの骨の先せん端たん部分だ。たぶん火か葬そうされている」

　神狩屋はしばらく骨を見つめた後、そう断言した。

「わ、分かるんですか？」

「うん、僕が商売柄扱う骨董には、骨や木乃伊ミイラなんかも多いからね」

　思わず聞いた蒼衣にそう答えると、神狩屋はデスクの上に置いてあった封筒に骨を戻し、雪乃へと返した。

「人間のもあるし、猿さるのをそれっぽく加工したものもある。そういう物の真しん贋がんを調べる知識も身に着けてはいるんだ。一応」

　神か狩がり屋やは微笑ほほえむ。そして、ぎし、と古い椅い子すを軋きしませると、狭せまい書しよ斎さいに立っている蒼あお衣いと雪ゆき乃のとに向き直り、膝ひざの上で手を組んで二人の顔を見上げた。

「つまり……」

「つまり委員長が昔見た、赤ん坊の骨そのものである可能性があるわけね？」

　結論を言おうとした神狩屋の言葉は、不ふ機き嫌げんな表情で立つ雪乃の割り込みによって、引き取られた。

「……そういうことになるね」

　その言葉に頷うなずく神狩屋。対する雪乃の表情は厳けわしいが、それがいつもの不機嫌なのか、それとも少しはクラスメイトに対する心配が含まれているのか、傍はたから見る蒼衣にはどちらとも判断できなかった。

「もちろんそうでない可能性はあるけれど、全否定できる要素はなくなってしまった」

　神狩屋は言う。それ自体は気分のいい話ではなかったが、あることを思い立っていた蒼衣は、その意見を口にする。

「えーと……でも、もしその骨を送ってきたお母さんがいるなら、悪夢の〈泡あわ〉の〈潜有者〉は媛ひめ沢ざわさんじゃなくて、その人だって可能性もあるんですよね？」

「うん、いいところに気がついた。確かにそうだね」

　蒼衣の意見に、神狩屋は同意して頷うなずいた。

　それに伴って雪乃も、蒼衣のその意見に対して口を開く。

「そのお母さんが、〈泡ほう禍か〉によって作られた亡ぼう霊れいじゃなければね」

「…………」

　せっかく思いついた明るい要素に水を差されて、蒼衣は鼻はな白じらむ。

　こと〈泡禍〉に関わることでは、〈騎士団オーダー〉の〈騎き士し〉は概おおむねね悲観主義的で、雪乃はその中でも特に、明るい見通しに水を差したがる傾向があった。

　いや、雪乃の冷たい物言いが、特にその印象を強めている。

　蒼衣は鼻白み……そして、苦笑した。

　雪乃は、そんな蒼衣を睨にらむ。

　相変わらずの二人の様子に苦笑しながら、神狩屋は、話を変える。

「まあ、その辺りは置いておくとして…………いま僕が考えているのは、彼女の遭そう遇ぐうしたモノと、それの元になっている過去の出来事がどのように『ヘンゼルとグレーテル』に関わるかということだね」

　神狩屋は表情を改めると、机の上に置かれた絵本の上に手を置いた。

　可愛かわいらしいイラストが描かれた『ヘンゼルとグレーテル』。その他ほかにも数冊、同じく童どう話わに関係する大小の本が、机の上には置かれている。

　雪ゆき乃のがまたか、といった表情をして、ただでさえ寄せられた眉まゆをさらに寄せた。つまり神か狩がり屋やが言っているのは、夢ゆ見み子この〈グランギニョルの索さく引いんひき〉が予言した『ヘンゼルとグレーテル』について分析し、この先どのような〈泡ほう禍か〉が起こるのか、予測を立てる試みのことだった。

　神の悪夢の〈泡あわ〉は、人間の意識に浮かび上がると、その人固有の恐怖や狂気と混じる。

　神という全知全能の存在が見た悪夢は、その全知性ゆえに人間が潜在的に抱かかえている悪夢と混じり合い、その全能性ゆえに本当の現象となって、意識の外、つまり現実へと溢あふれ出す。

　そして悪夢の〈泡〉があまりにも大きかった場合、その全知の普ふ遍へん性せいはその人固有の悪夢を希き釈しやくして、ユングの言う『元型アーキタイプ』的な形に姿を歪ゆがめる。つまり人間が遙はるか昔から言い伝えてきた昔話や童どう話わに、直接的、あるいは象徴的に、似てくるというのだ。

　夢見子の〈断だん章しよう〉は、その『元型』となる童話を予言するものだ。

　逆に言うと、その『元型』になる童話を分析すれば、この先に何が起こって、何が危険なのか、分かるかも知れない。

　神狩屋は、その予測を立てようとしている。

　予言が現れること自体が少ないケースなので、予測が成功した前例はない。しかし神狩屋は〝予言〟が行われるたび、その考えに思いを巡めぐらせてきたのだそうだ。

　雪乃は、この予測の試みが好きではないらしい。

　わざわざ止めはしないが、無む駄だ、あるいは無意味だと思っているようだ。

　そんな雪乃の表情を横目に見ながら、蒼あお衣いは神狩屋の話に乗った。蒼衣はこの試みに興味があった。いや、興味があったというよりも、この予測を高めることで誰かを助けられる、その可能性に希望を持っていた。

　蒼衣は訊たずねた。

「『骨』は……出てきましたっけ？　ヘンゼルとグレーテルに」

「出てくるよ。閉じ込めたヘンゼルが太ったか調べようとした魔女に、指の代わりに骨を握らせて騙だますシーンだね」

　神狩屋は答えて、一冊の本を机の上で開いた。

　絵本ではない、大判のグリム童話集。神狩屋は押し花のしおりが挟はさまれたページを開いて、物語を確認するように、文字へと目を落とす。

「『ヘンゼルとグレーテル』は、現在絵本として広まっているものと原典とに、そう極端な差異のない話の一つだね」

　神狩屋は言った。

「むしろ単純化のために余計なエピソードを削けずった絵本のほうが、原典の、さらに元になっている〝原話〟に近いかも知れない。一般に『グリム童話集』と呼ばれている、グリム兄弟編へん纂さんの『子供と家庭のためのメルヘン集』は、実は七版まで改かい訂ていされている。その七度にわたる改訂ていの間に『ヘンゼルとグレーテル』にはいくつかの無関係な話の断片が合成されていて、長くなってるんだよ。最も原話に近いと思われる初版のものでは、『ヘンゼルとグレーテル』はこういう話だ。




　ある大きな森のそばに、貧しい木こりが住んでいました。木こりは貧しく、おかみさんと、ヘンゼルとグレーテルという二人の子供に食べさせる、その日その日のパンさえありませんでした。ある時どうしようもなくなって、おかみさんが言いました。

「おまえさん、明日あしたの朝早く、子供たちを森に連れ出して置いてきぼりにしよう。もうこれ以上養ってやれないもの。このままじゃ揃そろって飢うえ死にするしかないよ」

　木こりは反対しましたが、おかみさんがうるさく責め立てたので、とうとう木こりも承知しました。子供たちはお腹なかがすいて眠ねむれずにいたので、両親の話をみんな聞いていました。

　グレーテルは、もうおしまいだと思って泣き出しましたが、ヘンゼルは言いました。

「静かに、グレーテル。僕が何とかするよ」

　そう言うとヘンゼルはこっそりと外に出て、月の明かりに照らされて銀貨のように輝いている白い小石を上着のポケットに入るだけ詰め込み、家に戻りました。

　朝早く、おかみさんがやって来て、二人を起こしました。

「さあ二人とも起きるんだ。森に行くんだよ。パンを一つずつあげるからね」

　それからみんなは森に入って行きました。しばらく歩くと、ヘンゼルが家の方を立ち止まっては振り返り、立ち止まっては振り返りします。木こりが聞きました。

「ヘンゼル、立ち止まって何を見てるんだい？　早く歩くんだ」

「だって父さん、家の屋根に僕の白い子こ猫ねこがいて、僕にさよならしてるんだ」

　おかみさんが言いました。

「馬鹿だね、あれは子猫なんかじゃない。朝日が煙えん突とつに照りつけてるのさ」

　しかしヘンゼルは子猫を見ていたのではなく、ポケットから白い小石を出しては道に落としていたのです。

　森の真ん中まで来ると、木こりは兄妹に言いつけて薪まきを集めさせ、焚たき火をしました。

「さあ、火のそばで眠って、待っていなさい。父さんと母さんは木を伐きってくるからね」

　ヘンゼルとグレーテルは火のそばで待っていました。真っ暗な夜まで待っていましたが、木こりとおかみさんは戻ってきませんでした。グレーテルが泣き出しましたが、ヘンゼルは、

「月が昇るまで、もう少し待っていて」

　と言いました。そして月が昇ると、小石が月の光に銀貨のように輝いて、帰り道を教えてくれました。二人は夜通し歩いて、朝には家に帰り着きました。木こりは二人を見て、心から喜びました。おかみさんも嬉うれしそうにしていましたが、心の中では怒っていました。

　それから間もなく、家にはまたパンがなくなりました。ヘンゼルとグレーテルは、夜、おかみさんが木こりに話をしているのを聞きました。

「明日あした、今度は帰って来られないように、子供たちを森のもっと奥深くまで連れて行っておくれ。そうでもしなけりゃ、私たちはもうどうにもならないよ」

　木こりの心は重くなりましたが、一度おかみさんの言うことに承知してしまったので、いやだとは言えませんでした。ヘンゼルはまた小石を拾いに行こうと思いましたが、おかみさんが鍵をかけてしまったので、外に出られませんでした。ヘンゼルはグレーテルを慰なぐさめました。

「いいからお休み。きっと神様が助けてくれるよ」

　朝早く、二人は前の時よりもずっと小さなパンをもらって、森に連れて行かれました。ヘンゼルはポケットの中でパンを崩くずして、何度も立ち止まってはパンの欠片かけらを道に落としました。

「何でそんなに立ち止まっているんだい？　早く歩きなさい」

「だって父さん、家の屋根に僕の鳩はとがいて、僕にさよならしてるんだ」

　おかみさんが言いました。

「馬鹿だね、あれは鳩なんかじゃない。朝日が煙突に照りつけてるのさ」

　おかみさんは、森のずっと奥深くまで二人を連れて行きました。そこでまた焚たき火をして、迎えが来るまでここで待っているように言いつけました。昼が過ぎ、夜が来ましたが、迎えは来ませんでした。ヘンゼルが、グレーテルを慰めて言いました。

「月が昇ったら、僕の落としたパンくず見えるから、待っていて」

　しかし月が昇っても、パンくずは見つかりませんでした。森の鳥たちが、全部ついばんでしまったのです。ヘンゼルはそれでも帰る道を探して歩きましたが、二人は大きな森の中で道に迷ってしまいました。二人は一日中、その次の日も一日中、歩きましたが、森から出ることはできませんでした。そして三日目、二人は森の中で、小さな家に出会いました。

　その家はまるごとパンでできていて、屋根はケーキで葺ふかれ、窓は砂さ糖とうでできていました。

「さあ、お腹なかいっぱい食べよう。僕は屋根から。おまえは窓から食べろよ」

　ヘンゼルが言い、二人は屋根を、窓を、食べ始めました。そしてずいぶん食べてしまったその時、家の中から優しい声が聞こえてきました。

「バリバリボリボリ。私の家を食べるのはだれ？」

　そしてひどく年取ったお婆ばあさんが出て来ました。

「おやおや、かわいい子供たち。どこから来んだい？　中へお入り」

　そして二人の手をとって、家の中に連れて行きました。そこにはおいしそうな食事が用意されていました。それから二つのベッドが用意され、二人は天国にいるような気分でした。

　ところがこのお婆さんは、子供たちを料理して食べる、悪い魔女でした。パンの家も、子供たちをおびき寄せるために作ったのです。お婆さんは朝早く、まだ寝ているヘンゼルをつかむと、格子に囲まれた小さな家畜小屋に押し込みました。そしてグレーテルを揺り起こすと、

「さあ、水を汲くんで、台所でおいしいものを作るんだ。おまえの兄さんを太らせて喰ってやるのさ。兄さんにえさをやるんだ！」

　と大きな声で命令しました。グレーテルは泣き出しましたが、お婆さんの言うとおりにしないわけにはいきませんでした。そしてヘンゼルを太らせるようにと毎日ご馳ち走そうが作られましたが、グレーテルはザリガニの殻からしかもらえませんでした。お婆ばあさんは毎日ヘンゼルが丸々と太ったか、指を出させて触さわって確かめましたが、ヘンゼルはいつも何かの小さな骨を差し出したので、ヘンゼルがいつまでも太らないのを不思議に思いました。

　四週間経たった夜、お婆さんはグレーテルに言いました。

「水を汲くんで来な。お前の兄さんが太っていようがいまいが、殺して煮ることにした」

　グレーテルは悲しい気持ちでヘンゼルを煮る水を運んで、大なべを火にかけなければいけませんでした。お婆さんは言いました。

「グレーテル、パン焼きかまどの方においで、パンが焼きあがっているか、中を見るんだ」

　お婆さんはグレーテルが中に入ったら、そのままかまどを閉めて、グレーテルも焼いて食べてしまうつもりでした。ところが神様がグレーテルにそのことを教えたので、グレーテルは、

「どうやったらいいか分からないわ。先にやって見せてちょうだい」

　と言いました。そこでお婆さんがかまどの中に入ると、グレーテルは大急ぎでかまどの戸を閉めて鉄の閂かんぬきをかけたので、お婆さんは熱いかまどの中で叫び、呻うめき、みじめに焼け死んでしまいました。

　グレーテルはヘンゼルを閉じ込めた戸を開けると、ヘンゼルが飛び出してきました。二人はキスをして喜び合いました。魔女の家には真しん珠じゆや宝石がたくさんあったので、二人はポケットを一杯にして外に出ました。そして帰る道を見つけて家に帰ると、木こりは二人の姿を見て喜びました。子供たちがいなくなってから、木こりには一日も楽しい日はなかったのです。これで木こりは金持ちになりました。しかしおかみさんのほうは、死んでいました。




　……というわけで、これが初期の版の『ヘンゼルとグレーテル』だ。決定版である第七版では、魔女の家から戻る時に鴨かもの背中に乗って川を渡るという、別の伝承のエピソードが合成されたりしている。あと四版以降、実母が継母に変えられてる。グリム童話には実母を継母に変えるという変更は結構見られるけど、これはグリム兄弟の生きていた時代の社会道徳にそぐわなかったからだとか言われてる。

　えー……つい余談になってしまったけど、問題はあの媛ひめ沢ざわ遥はる火かさんに起こっている事態と、この『ヘンゼルとグレーテル』がどう符ふ合ごうするかだ」

　神か狩がり屋やはそこまで言うと、蒼あお衣いの方を見た。

「どう思う？」

「え、僕ですか？　えーと…………ちょっと苦しいですけど、多分配役にするなら媛沢さんはグレーテルなんじゃないかな、と」

　話を振られて、蒼あお衣いは少し考えて、答えた。

　いや、これまでずっと、漠ばく然ぜんとだが考えてはいたのだ。だが要素が少なすぎて、想像が明確な形になっていなかった。

「……どうして、そう思うのかな？」

「えーと、焼き殺される子供を救おうとするのが、グレーテルの役割じゃないかな、と」

　優しい学校の先生のような神か狩がり屋やの問いかけに、蒼衣はそう答えた。

「だから熱中症で死んだ赤ちゃんというのがヘンゼルで、その母親というのが魔女ですね。媛ひめ沢ざわさんは赤ちゃんを見殺しにしたことを未いまだに気に病んでます。もしグレーテルがヘンゼルを見捨てて逃げたら、あんな風になるんじゃないかな……と。勝手な想像ですけど」

　話しながら、少し想像が具体的に進んだ。話し始めた時点では、赤ちゃんの母親が魔女で、車と竈かまどが符合する、その程度しか考えになっていなかった。

「なるほど、やはり白しら野の君は鋭いね」

　神狩屋は頷うなずいた。

「僕は炎えん天てん下かの自動車とパン焼きかまどくらいしか、符合を思いついていなかったよ。僕は白野君よりも象徴やオカルトの知識を持っているけど、かえってそれに縛しばられてしまう。ヘンゼルとグレーテルについても、真っ先にカニバリズムについて心配したくらいだよ」

「カニバリズム？」

「人食い。ヘンゼルとグレーテルは、魔女による人食いの物語だ」

　ああ、と蒼衣は納得する。

　確かにそうだ。あまりにもそのままなので、かえって考えに入れていなかった。

　だとすると、媛沢遥はる火かは食べられてしまうのか？

　それとも……食べる方だろうか？

「……複雑ですね」

「そうだね。ヘンゼルとグレーテルは有名で、しかも興味深いモチーフがいくつも使われているから、色々と研究や想像の対象にされた童どう話わなんだ。例えば家に帰るためにヘンゼルが道に落とす〝道しるべ〟。このモチーフは世界中に見られるもので、元型論的にも重要なものだ。

　例えば『姥うば捨すて山やま』で、主人公の母親が捨てられてゆく時、老いた母親が帰り道に主人公が迷わないようにと木の枝を折って道々に落としてゆく〝道しるべ〟。『神しん道とう集しゆう』には『二に所しよ権ごん現げんの事こと』というくだりがあって、継まま母ははに山の中で殺されそうになる姉を、小刀で削けずって落とした木き屑くずを頼りに妹が追う。ペローの童話『親おや指ゆび小こ僧ぞう』は七人兄弟であることを除けば森に子供を捨てる前半部分はヘンゼルとグレーテルそのままで、最初は小石、次はパンの道しるべで家に帰ろうとする。ギリシャ神話のミノタウロスの迷めい宮きゆうで、勇者テセウスが糸巻きの糸を辿たどって迷宮から生せい還かんするのも近きん縁えんのモチーフかもしれない。

　それから例えば、人食いの〝魔女〟。魔女は童話にたくさん出てくるけども、このヘンゼルとグレーテルの魔女は、実は物語の中で一度も魔法を使っていない。特徴といえば非常に目が悪いというくらいのものだ。あまりにも作中での描写が無力なので、研究者の中には実はこの魔女はただの老ろう婆ばで、ヘンゼルとグレーテルが押し込み強ごう盗とうを働いて、殺した老婆のことを魔女だと噓うそを言ったのではないかと分析する人もいる。何しろ目撃者なしの自己申告だからね。あと社会的弱者であろう老婆を〝魔女〟だと訴えて焼き殺すことから、中世の魔女狩りとの関連をほのめかしているのだと言う人もいる。現に魔女として謂いわれのない訴えをされて処しよ刑けいされた被害者は、社会から少し外れた老女が多かったらしい。子供の訴えで裁判にかけられ、火刑にされた記録もある。

　さらに例えば、〝お菓か子しの家〟というモチーフ。お菓子の家を書いたほうが現代から見るとファンタジックだけど、これは原話ではパンの家と書かれている。パンの家といえば、新約聖書のキリストの生せい誕たん地ちベツレヘム。ベツレヘムはパンの家という意味の言葉で、キリストの生まれた後、『新しい王がベツレヘムで生まれる』という預よ言げんを怖れたヘロデ王によって、全すべての二歳さい以下の男児が殺されるという虐ぎやく殺さつが起こっている」

「……」

　パンの家での幼児虐殺。確かにそれは、酷こく似じしていると言いたくなるモチーフだ。

　蒼あお衣いは言う。

「キリスト教では、パンはキリストの肉でしたっけ？」

「そうだね。ワインはキリストの血、パンはキリストの体の象徴だ。最後の晩ばん餐さんを象徴する、聖体拝はい領りようの儀ぎ式しきだね」

　神か狩がり屋やは答える。

「これを象徴的なカニバリズムと捉える人もいる。ちなみに聖体のパンは『永遠の命の糧かて』という象徴だ。だからパンにはその象徴と感謝のために、表面に十字に刻み目を入れる」

「あー……あれはそういう意味だったんですか」

「他ほかにも、パンは人間そのものを指す場合もあるね。パンができるまでの、刈り入れから焼くまでの作業を人生の労苦になぞらえるんだ。そして最後は、聖なるパンになる。つまり天国。キリスト教徒の一生というわけだ」

　人間はパン。全すべての苦労は天国に行くため。そう言って神狩屋は、若白髪しらがの混じった頭を微び妙みような表情でかきむしった。その一生の解釈に、何か思うところがあるらしい。

「ってことは……」

　そこまで聞いて、蒼衣は思うところを口にした。

「人食いの象徴だらけの話だったんですね……ヘンゼルとグレーテルは」

「そういう解釈もある、ということだね」

　苦笑と、生徒の模範解答に目を細める教師の中間の表情をして、神狩屋は言った。

「逆にパンだけじゃなくて、道しるべに使われたもう一つである〝石〟も人間の象徴だよ。ギリシャやユダヤの伝説では、人間は石から作られているそうだ。

　こうして見ると、石とパンは象徴的には同じものかもしれないね。ああ、そういえば聖書にも、悪魔がキリストに『奇跡を行えるというなら石をパンに変えてみよ』と唆そそのかすエピソードがある。だから石とパンがセットになると、シンボル的には〝悪魔による誘ゆう惑わく〟の象徴になるんだ。石とパンは、非常に近きん縁えんの象徴だ」

　蒼あお衣いは言う。

「でも、石は食べられませんね」

　別に冗じよう談だんのつもりではなかったのだが、神か狩がり屋やは笑った。

「はは、確かにそうだね」

　笑われて、思わず恐縮する蒼衣。

「あ……いえ……」

「いやいや、別に馬鹿にしたわけじゃないよ」

　手を振って、神狩屋はフォローする。

「〝食べられない〟というのは意外と重要かもしれないよ。特に魔女からとなると。丸い小石は、古来から妖よう術じゆつに対するお守りになると信じられていたんだ。床ゆかや庭に丸い小石をまいておくと、魔女が家に入って来るのを防ぐ効果があると言われていた」

「あ……それは……」

「そう、ヘンゼルとグレーテルの家の周りにも小石がいっぱいだった。案外そういうまじないとして、そうなっていたのかもしれないよ。これなら魔女も食べられないね。パンと石、どうせ同じ人間なら、パンよりも石の方がいい」

　そして神狩屋は、一拍置く。

「だから……媛ひめ沢ざわさんも、〝石〟だといいね」

「そうですね」

　頷うなずく蒼衣。

　そして蒼衣は、書しよ斎さいの隅すみに立っている、雪ゆき乃のを見た。

　目を向けた瞬間、意外と真剣にこちらの話を聞いていたのか、真正面から目が合った。蒼衣と雪乃は、一瞬きょとんとした表情で顔を見合わせて────そして次の瞬間には雪乃はあからさまに顔をしかめ、慌あわてて蒼衣たちから顔を背そむけた。







　　　　２




　埃ほこりと古こ物ぶつの匂においが満ちる『神狩屋』の店内に雪乃と蒼衣が戻ると、レジ横の接客用テーブルで待っていた遥はる火かと、その相手をしていた颯さつ姫きが同時に二人の方を振り返った。

「ごめん、お待たせ」

　そう言って済まなそうにしたのは、蒼あお衣いの方。雪ゆき乃のはただ自分のクラスメイトを無言で一いち瞥べつし、特に何も言葉にはしなかった。

「……」

　別に、話が長くなったのは蒼衣のせいだからとか、そんなことを考えてのことではない。

　単にこの時にかける言葉を思いつかなかったので、ならば必要ないと思っただけのことだ。

　雪乃は挨あい拶さつだとか社交辞令だとかを、すんなりと口にできない性質たちだった。思いつかない。そしてその愛あい想そのなさは知らぬ他人よりも、クラスメイトのようなある程度は知っている関係の人間に、特に顕けん著ちよに現れる。

「ちょっと話が、長くなっちゃってさ」

「ううん、大丈夫だよ？　お店、面白かったし」

　いま蒼衣と遥はる火かが交わしているような、こういう会話が苦手なのだ。

　完全に別世界のスキルだ。昔の自分は、自然にそうしていたはずなのに。

「田たの上うえさんも、話し相手になってくれたし。……ね？」

「はい。ばっちりですよー」

「いろいろお店の面白い物も見せてくれたよ。……でもなんだか、どこの棚たなに置いてあったのか分からなくなって、そこに置きっぱなしになってるけど」

「……あはは、忘れちゃいました。ごめんなさい。後で店長に聞いて直します」

　見れば古い木製のレジカウンターの上に、アンティークのオルゴールなどが山積みになっている。小さくなって、照れ笑いを浮かべる颯さつ姫き。

　こうして話している二人は、年の差は姉妹と言っていいが、友達くらいの年に見える。

　遥火の体格と、童どう顔がんのせいだ。

「…………まあ、それはいいけど」

　雪乃は、蒼衣と共に接客用の椅い子すに座りながら、口を開いて言った。

「それよりも、こっちの話をしていい？」

「……」

　会話に水を差して、雪乃は手にしていた封筒を出す。その皺しわになった白い封筒を見た途と端たん、遥火の表情が緊張し、そして微かすかに不安げな声で、雪乃へと訊たずねた。

「……どうだった？」

「間違いなく人の骨らしいわよ」

「…………そ、そうなんだ……」

「幼児の骨だそうよ。普通なら警察を薦すすめるところだけど、この場合はどうしたものかしら」

　その雪乃の答えに、遥火は口元に手を当てて、視線を落とした。

　雪乃は言う。

「仮にその母親が本当に付近をうろついてて、通報して逮たい捕ほされても、〝車の中の幽ゆう霊れい〟が消えるとは限らないわ。警察に言えばパトロール強化がされると思うけど、それで私たちが不ふ審しん尋じん問もんでもされたら困る」

「……うーん」

「場合によっては、夜中に除じよ霊れいしに行くこともあると思うしね。もちろんその辺りの判断は、当事者の委員長に任せるけど」

　言いつつ雪ゆき乃の自身も、内心では迷っていた。

　その母親というのが、偶ぐう然ぜん同時期に現れただけならば警察に任せるのが一番いい。〈泡ほう禍か〉はそんな共時性的偶然をよく呼ぶ。しかし、もしその母親が〈潜有者〉か〈泡禍〉そのものだった場合、警察は役に立たないばかりか、無為に犠牲者を増やすことになるのだ。

「………………」

　雪乃たちの見ている前で、遥はる火かはしばらく、深刻な表情で考えていた。

　そして、ひどく長く感じる沈黙の後、遥火はようやく、ぽつりと口を開いた。

「警察は…………私もちょっと、避さけたいかな」

　その結論は雪乃にとって都合は良かったが、同時に意外でもあった。今まで学校で見てきて漠ばく然ぜんとこの委員長に対して持っていたイメージは、現実よりも幽ゆう霊れいを優先したり、警察を厭いとうようなタイプには見えなかったからだ。

「……委員長がいいなら、それでいいけど」

　雪乃は言った。

「ストーカーより幽霊を優先する選択に、疑問はない？　後こう悔かいはしない？」

「そ、そう言われると、ちょっと悩むけど……」

　疑問交じりの雪乃の問い詰めに、遥火は少し怯ひるんだ様子だったが、それでも短い間の後、はっきりと答えた。

「でも警察は、本当にあの赤ちゃんのお母さんだって、分かってからで遅くないと思う。警察に言うと大事になるから、それは最後の最後にしたいかな、と思って……」

「……そう」

「家族に、心配かけたくないしね」

　椅い子すに座って俯うつむき、胸の前で指を絡からめながら、遥火は言った。

「警察が来て、家族に連絡が行った時には、何もかも終わってる。それが理想かな。お母さんにもお父さんにも、もう心配な思いをさせたくないの。二度とあの時の顔は見たくない。トラウマなの。私の。私、トラウマだらけだね……」

　多分それが本心か。あはは……と笑って見せる遥火。自覚はないだろうが、少し力弱い。しかし雪乃も蒼あお衣いも颯さつ姫きも、ここにいる人間で、それを笑える者は一人としていなかった。

　おそらく、この遥火にとって何よりも怖ろしいものの一つが、〝それ〟なのだ。

　全すべての行動を支配する根本が〝傷〟なのだ。雪ゆき乃のたちと同じように。

　笑うことはできない。だが、雪乃は気に入らない。

　悪夢の〈泡あわ〉という異常の中に身を置きながら、日常にばかり気を向ける人間を、雪乃は苛いら立だたしく感じる。捨てなければ〈悪夢〉とは戦えない。

　やはり遥はる火かは、蒼あお衣いと似ている。

　自然と眉まゆ根ねが寄る。それでも雪乃は言った。

「……わかったわ。できるだけ私たちだけで、片をつけるわ」

「うん……ありがとう」

「その母親が、亡ぼう霊れい出現の原因になってる可能性もある。でも危なくなったら、すぐ警察に連絡して」

「……」

　下を向いたままの、遥火。

「亡霊にばかり気を取られて、人間に危害を加えられたら元も子もないわ。あなたは二重の可能性から身を守らなければいけない」

「……」

「私たちも、もしその母親を確認したら警察を呼ぶわ。どっちにしろ人間の骨を送りつけてくるような人間がいるなら、捕つかまえなきゃいけない」

「そうだね……うん、わかってる。そうする」

　本当に分かっているだろうか？　と雪乃は勘かんぐったが、信用するしかない。両親を悲しませる気がないのなら、わざわざ危険の回かい避ひを拒否するような真似まねはしないだろう。

　それに、もしもその母親が〈泡ほう禍か〉に絡からんでいたら、殺せばいいのだ。

　母親が実在の人物ではなく、〈泡禍〉によって作られた怪かい異いそのものである可能性は、高いと雪乃は踏んでいた。

　そして、もしその母親が実在するなら、すでに発狂している可能性は高い。

　発狂した〈潜有者〉である〈異い端たん〉なら殺すしかない。それで何もかも丸く収まる。むしろ雪乃は、それを望んでいる部分があった。

　何の躊ちゆう躇ちよも罪悪感もなく、ただ必要だから殺す相手を殺して、全すべてが収まるならこれほど気が楽なことはない。だがこうして話をしている限り、その母親は確かに〈潜有者〉として充分な心の歪ゆがみを持っているが、遥火自身も充分にそうなり得る歪みを抱かかえている。

　そこでふと、雪乃は気づき、思考を止めた。

　躊躇？

　罪悪感？

　そんなことを自分が考えていたことに気づいた雪乃は、微かすかに表情を歪めて、しかし内心では激しくその思考を否定した。

「………………」

　自分は何を考えている？　誰を殺すのも、同じに決まっているではないか。

　必要だから殺す。救えないから、救うために殺す。

　とっくに、そんなことは割り切ったはずだ。それが誰であろうと区別のないルーチンワークであり、望んでやまない〈泡ほう禍か〉との戦いであるはずだ。

　自分は、遥はる火かを殺さなければならない事態になることを恐れている？

　この〈雪の女王〉の時とき槻つき雪ゆき乃のが？　あり得ない。顔見知りであろうと関係なく、ただ殺し殺される終わりのない闘争の対象だ。

　殺せない人間など、一人もいない。

　何故なぜならそのために、雪乃は日常を捨てたのだ。




　────『もしその人を雪乃さんが殺せなかったら、僕に言って』




　不意に、昨日きのう話した蒼あお衣いの言葉が、脳裏に蘇よみがえった。

「……！」

　ぎしっ、と無意識のうちに嚙かみ締めていた奥歯が、音を立てて軋きしんだ。

　侮あなどられた気がした。蒼衣に、そして自分の心に。この躊ちゆう躇ちよは────これまで雪乃が身を捧ささげてきたことの、全ての否定に他ほかならない。




「……雪乃さん？」




　蒼衣に名前を呼ばれて、雪乃は顔を上げた。

「何？」

「いや……なんか、怖い顔してたから」

「うるさい。殺すわよ」

　雪乃は蒼衣を横目で睨にらみ、底冷えのする声で黙らせた。

　だがそれで、外界に意識が向いたことで、少し気分が落ち着いた。そして無む駄だな考えをするのをやめる。そう、遥火はまだ、雪乃にとって救うべき被害者なのだ。

　遥火は、倒さなければならない相手ではないのだ。

　それは思考の飛ひ躍やくだ。まだ考える必要のないことだ。

　だが、もしも本当に、そうなってしまった場合は……？　全すべては────いざその事態になった時に、行動で示せばいいことだ。

　下らない考えは、時間と精神の無駄だ。

　予言された童どう話わから〈泡禍〉を予測する試みも、雪乃に言わせれば同じことだ。

　雪ゆき乃のは不ふ機き嫌げんそうな深呼吸をひとつして、胸の内にわだかまる、熱のような感情の名残なごりを吐はき出した。そして何事もなかったかのように、遥はる火かへと再び言葉をかけた。

「……とりあえず、委員長は今後も気をつけて」

　雪乃は、言った。

「私たちはまだ〝赤ん坊の亡ぼう霊れい〟そのものは見ていない。私がいるところで出てきてくれれば対応するけど、一緒にいられる時間はそんなに多くはないわ」

「あ……うん、わかってる」

　神しん妙みような表情で、遥火は頷うなずいた。

「できるだけ早く解決できるように努力はする」

「うん」

「でも結局、自分の身を守るのは自分だわ。危ないものには近づかないことね。……とは言っても自動車に近づくな、なんてことになったら、もう道を歩けなくなるけど」

　冗じよう談だんだと思ったのか、遥火はくすりと笑った。だが雪乃にそんなつもりはなかったので、憮ぶ然ぜんと片方の眉まゆを微かすかに吊つり上げる。

「……まあいいわ。今日のところは話は終わり」

　雪乃は言って、話題を切り上げる。

　そしてそのまま席を立とうとして、不意に自分が手にしている物のことを思い出し、再び遥火に訊たずねた。

「ああ、そうだ。委員長、これはどうする？」

「えっ？」

　何となく持ちっぱなしにしていた、あの幼児のものだという『骨』の入った封筒。

「え、えーと……」

「何なら、処分しとくけど？」

「…………………………」

　顔を上げた遥火は、その雪乃の問いかけに、何故なぜか困こん惑わくしたような表情をして、しばらく目の前の封筒をじっと見つめていた。
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　先ほどまでの『神か狩がり屋や』での話が終わり、日の落ちた頃。

　媛ひめ沢ざわ遥火が雪乃と蒼あお衣いに伴われて帰路についた時、その手にした鞄かばんの中には、あの『骨』が入ったままの、封筒が入れられていた。

「……いいのね？」

「う……うん」

　遥はる火かを送るために隣となりを歩く雪ゆき乃のが、確認したのも無理はない。どうしてあんなものを自分の手で引き取ろうと思ったのか、遥火は自分でも、その時点ではまだ理解できていなかったほどなのだ。

　ただ、雪乃に「処分しようか？」と訊たずねられた時、遥火はそれに理由も分からない抵抗を感じたのだ。

　そして強く、自分が『骨』を引き取ることを主張したのだ。

　自分の手で供く養ようすると、遥火は主張した。とにかく自分以外の人間の手で、自分の見ていない所で、知らないうちに処分されてしまうことが、どうしても嫌いやだった。

　何故なぜそう感じたのか、その時は解らなかった。

　だがしばらく歩きながら考えているうちに、何となくだが理解した。

　遥火はその『骨』の赤ちゃんを、可哀想だと思ったのだ。この骨が、もしも本当に熱中症で死んだあの赤ちゃんのものならば、お母さんに放置されて死に、骨になってからも嫌がらせのために遥火のところに送られてきて、まるで母親に捨てられ続けているかのような、そんな印象を持ったのだった。

　この小さな骨が、可哀想な捨て子に思えたのだ。

　だから遥火は、自分までこの子を捨ててしまったら、あまりにも可哀想だと、そのように感じたのだった。

　この子は、遥火の手へと放り捨てられた幼子だ。

　せめて自分の手で供養してあげたいと、そう思ったのだ。

　暗くなり始めた住宅街を三人で歩きながら、遥火はようやく気づいたそれを、雪乃へと伝えて言った。

「……お人好しにもほどがあるわね」

　雪乃の返答は一言。反論はできなかった。

　むしろ蒼あお衣いの方が、雪乃の物言いに異を唱えた。

「雪乃さん、もう少し穏おん便びんに……」

「うるさいわね」

　控えめに、しかし断固として雪乃へ苦言を呈する蒼衣と、にべもない雪乃。

　そのやり取りに、遥火は自分の立場も忘れて、くすくすと思わず笑みが漏もれた。

「……仲、いいんだねえ」

「そ、そう？」

「どこが!?」

　遥火の言葉に、同時に正反対の答えを返す蒼衣と雪乃。その反応は遥火から見ればむしろ微笑ほほえましい。明らかに雪乃に好意がある蒼衣と、脈がなさそうで意識している雪乃。そして人と協調できない雪ゆき乃のと、常に協調しようとする蒼あお衣いは、いかにもバランスは悪いが、凸凹でこぼこコンビに見える。

　遥はる火かは、雪乃にこのような友達がいたことに、安心した。

「……いつまで笑ってるのよ、委員長」

「うふ。ご、ごめんね」

　言いながらも、遥火の笑みは顔から消えない。

　雪乃は嫌いやな顔をして、ぷい、と前を向いてしまった。クラスの皆から何を言われても、何をされても無表情な雪乃が、こういう反応をすること自体が、遥火にとっては笑みがこぼれて仕方がない事実だった。

「あの、白しら野のさん」

　遥火は、蒼衣に言った。

「え？　僕？」

「時とき槻つきさんをよろしくね」

「え？」

　きょとんとした表情をする蒼衣。その横で、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを寄せて無視する雪乃。

　そうするうちに、遥火の家が、前方に見えてきた。遥火はそのまま歩き、家の前に着くと、ととっ、と小走りに数歩前に出て、蒼衣と雪乃を振り返る。

「ありがとう。今日も変なものを見ないで帰れたよ」

　そして遥火はそう言って、家の小さな門の前で二人に頭を下げた。

　蒼衣が慌あわてて手を振る。

「あ、いや……気にしないで」

「お礼なんかいいわ。それよりも、郵便受けにまた妙みようなものは入ってない？」

　雪乃が言い、遥火は慌てて郵便受けを開ける。

　中は空っぽ。安あん堵どする遥火。二人もいると流石さすがに安心だ。遥火は二人に頷うなずいて見せる。

「大丈夫、なんにもない」

「……そう」

　頷く雪乃。

「うん、ありがとう。それじゃ、また明日あした」

　遥火は手を振る。それに対して、雪乃は素っ気なく頷いただけだった。

　蒼衣が言う。

「じゃあ、媛ひめ沢ざわさんも……気をつけて」

「うん」

　目を細めて、遥火は頷いて返礼した。

「二人も、気をつけて帰ってね」

　それじゃ、と遥はる火かと、二人は門の前で別れた。遥火は二人の姿が夕ゆう闇やみの路地に消えてしまうまで、門の前に立って、ずっと見守っていた。

「………………」

　不安よりも、何となく心が温かい気分で、遥火は二人を見送った。

　徐じよ々じよに影が落ち、空から空気の温度が下がってゆく中、遥火は夜めいてきた空気を吸い込みながら、しばらくのあいだ立ち尽くしていた。

　そして二人の姿が見えなくなって、胸の中の温かさが引いた頃────遥火は急に、周囲に落ち始めた夜よ闇やみに心細さを感じた。鞄かばんを握っていた手にぎゅっと力が込もり、玄げん関かん灯とうによって道路に落ちる影を見下ろして、やがて身を翻ひるがえすと、遥火は家の玄関に向かった。

　その時。




「……ハル。ちょっといい？」




　突然後ろから声をかけられて、遥火はぎょっとした。

　すでに玄関のドアノブを握っていた遥火が振り返ると、門の前には遥火と同じセーラー服を着た、癖くせ毛げのショートカットの少女が立っていた。

「あれ？　麻ま智ち……？」

　そこに立っていたのは、遥火のクラスメイトの横よこ川かわ麻智だった。麻智は小学校の頃からずっと同じ学校だった友達で、高校も同じ一高に合格して同じクラスになった、家も比較的近い、今のところクラスの中で一番仲が良いと言っていい友人だった。

「どうしたの？　麻智」

「ハル……あんた、大丈夫？」

　麻智は、学校帰りそのままの鞄を持った姿で、遥火を真まっ直すぐに見つめて言った。

　そのただならぬ様子に、遥火は戸と惑まどう。

「だ……大丈夫……って、何？」

「何って……時とき槻つきさんよ。ハル、何かされたんじゃない？」

「え……？」

　ぽかん、と遥火は麻智の顔を見た。冗じよう談だんか何かだと思った。しかし麻智は真剣そのものの表情で、とてもではないが冗談を言っているような、そんな雰囲気ではなかった。

「な、なに言ってるの？」

「だってハル……最近様子が変だったよ？」

　困こん惑わくする遥火に、麻智は気き遣づかわしげな、探るような顔をして、言った。

「隠かくしてるつもりかもしれないけど、何か悩んでるみたい。私にはバレバレだよ。そしたら途と端たんにあの時槻さんと登下校。変だと思わない方が無理」

「あ……えーとね、それは……」

　遥はる火かは困った。説明しづらい。幽ゆう霊れいのことで相談に乗ってもらっているなどとは。しかしそんな遥火の反応で、麻ま智ちはさらに誤解を深めたようだった。

「わたしにも、言えないようなこと？」

「ま、麻智が心配するようなことはないよ。時とき槻つきさんも関係ないし」

「噓うそ」

「噓じゃないって……」

　麻智は一歩も引かない。さすがに遥火も困り果てる。麻智は頑がん固こで、友達思いだ。その点では二人は気の合う似た者同士だったが、反面麻智は激情家で人の好き嫌きらいが激しく、友達を振った男子に教室で平手打ちを喰らわせたことがあるくらい、しばしば行動が過激なのが困りものだった。

　そして麻智は、早生まれで背も低い遥火に対して、昔からお姉さんぶるところがあった。

　中学校の頃はクラスが違っても、そして高校になって同じクラスになってからは特に、学級委員長を務める遥火を何かにつけて手伝ってくれていた。

　心配性なのだ。遥火に対しては、特に。

　その麻智の気持ちを知っているだけに、遥火は麻智にどう説明したものか、その応対に、苦慮していた。

「ほんとに、大丈夫だから……」

　とはいえ咄とつ嗟さの噓が苦手な遥火は、これくらいしか言えない。

　ごまかしにもなっていない。当然ながら麻智は信じようとせず、表情がみるみるうちに思い詰めた。

　麻智は言った。

「…………わかった。わたし、時槻さんを問い詰めてくるから」

「ちょ、ちょっと!?」

　麻智はあっという間に、先ほど雪ゆき乃のたちが帰って行った方向へ身を翻ひるがえして駆かけ出した。遥火は慌あわてて追いかけようと門を出たが、途と端たんに鞄かばんを柵さくにぶつけて取り落とし、混乱しているうちに麻智の姿は角を曲がって見えなくなってしまった。

「ど……どうしよう」

　本当に違うのに、と遥火は立ち尽くす。

　どうすればいいのか分からない。例え麻智を止めたとしても、どう説得すればいいのか見当もつかない。

　正直に言ったとして、納得してくれるだろうか？

　しかしそれ以外に思いつかない。仕方がない。今晩にでも電話して、説明するしかない。

　あの〝赤ちゃん〟の事件のことは、麻智も知っている。何とか納得してくれることを、期待するしかない。

　とにかく、麻ま智ちを止めなくては。

　しかし、いま麻智に携帯で電話をしても、取ってくれるとは思えない。

　遥はる火かはやむを得ず、落とした鞄かばんに慌あわてて駆かけ寄り、そのポケットから携帯を取り出した。そして、何とか麻智から逃げてくれるように、初めてかける雪乃の携帯の番号を、メモリーから探して通話ボタンを押した。
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「…………わかった。わたし、時とき槻つきさんを問い詰めてくるから」




　横よこ川かわ麻智にとって、その結論はあまりにも明白な帰結だった。

「ちょ、ちょっと!?」

　身を翻ひるがえす。駆かけ出す。背後で聞こえる制止の声。

　その麻智を止める遥火の言葉も聞かずに、麻智は夕ゆう闇やみの落ちる住宅街を走る。スニーカーに響くアスファルトの硬さ。手と肩かたに食い込む、教科書の入った鞄の重さ。

　それらを振り切るように、麻智はつい先ほど、時槻雪ゆき乃のが去って行った方向へと走る。

　民家がひしめく路地に、麻智の足音が高く強く響く。

　方向だけは、知っていた。多分向かったのは、駅の方だ。

　麻智は帰宅の途中に、遥火と雪乃と知らない男子が一緒に歩いている姿を見つけて、そしてずっと家まで後をつけ、様子を窺うかがっていたのだった。

　おかしいと、思っていたのだ。

　数日前から遥火の行動や表情の端はし々ばしに、何か心配事があるような、いや、それどころか何かを怖れているような色が浮かぶことに、麻智は気づいていた。

　他ほかの人には分からないだろうが、付き合いの長い麻智には分かる。

　そしてそれと前後するようにして、遥火はあの、時槻雪乃と並んで登校して来た。

　よりによって、あの時槻。

　クラス一の嫌きらわれ者。あり得ない組み合わせだ。

　仲良くなったのだろうか？　などという想像すら、考えられない人間だ。委員長職にある遥火のような人以外がそういった用事もないのに話しかければ、それだけで間違いなくイジメのきっかけになる。そういう存在なのだ。あの時槻雪乃は。

　悪い噂うわさも、山のようにある。

　良くない連中と付き合いがあるとか。売春をやってるとか。

　馬鹿馬鹿しいことに霊れい感かんがあるとか。あるいは精神病だとか。

　火事で両親と姉を亡くしているという話も瞬またたく間に有名になったが、あれは雪ゆき乃のが犯人で、証しよう拠こが不十分で捕つかまらなかっただけだという噂うわさを、まことしやかに話す人もいた。

　もちろん麻ま智ちも、間違ってもいいイメージは持っていない。

　そういう人間と遥はる火かが一緒にいるということ自体が、麻智にとってはほとんど禁きん忌きだ。

　麻智は友達が何よりも大切で、それを公言している。良くない人間から遥火を守る。そして遥火が庇かばうのなら────その相手本人を、問いただすしかない。

「……絶対許さない」

　すっかり血が上った頭には、もし違ったら、などという可能性は存在していなかった。

　わたしの友達を泣かす奴やつは許さない。麻智の頭にあるのは、ただこれだけだった。しかも小学校の頃からの、妹分のように思っている親友だ。優しくて公平で、責任感が強くて、少し世間知らずな、この子だけは守らなければと思える親友だ。

　あの子は一体何をされた？　麻智は激情にかられた頭で思う。

　遥火の表情には覚えがある。小学校の頃にあった、遥火が車の中に放置されて死んだ赤ちゃんを目撃した事件の時、しばらくの間ショックで色々なものを恐れていた、その時の様子によく似ていた。

　あの時も、麻智は夜も眠ねむれなくなるくらい心配した。それは麻智の知る限り、遥火にとって最悪の事件であり、あの時と同じような表情を遥火にさせるものは、それが何であっても許す気はなかった。

　夕ゆう闇やみによって青暗い影が落ち、黄色い明かりが方々に灯ともる住宅街。

　急激に温度の下がりつつある空気の中を、麻智は胸の中で熱を持つ激情の赴おもむくまま、雪乃を追って走る。

　両側に立ち並ぶ青い闇に照らされた家と、ぼんやりと光る玄げん関かん灯とうを、いくつも追い抜いて行く。そして前方に十字路が見え、それがぐんぐん近づいて来て、走っているせいで視線が下がった視野に十字路の右手から来る〝影〟が見えて──────そこで麻智の脚あしは不意に勢いを失って鈍にぶり、やがて歩くような足取りになって、ゆっくりと十字路の前に────ぽつんと、止まった。




「…………………………」




　どうして自分が足を止めたのか、麻智は全く自覚も、理解もできなかった。

　ただ気がついた時には十字路を前に立ち尽くし、胸の中にあった強烈な感情も、まるで潮が引いたように、あるいは火が消えたように、冷たく冷さめ切っていた。

　厚く曇った空の下、時間以上の夕闇が落ちる小さな路地に、一人。

　麻ま智ちは街がい灯とうの明かりによって自分の足元に落ちる黒い影を見つめながら、呆ぼう然ぜんと、その場所に立ち尽くしていた。

「………………」

　脚あしを、身体を動かすという考えが、何故なぜか頭に浮かばなかった。

　ただそこに立ったまま、呼吸し、肌はだや脚に触ふれている空気が、ひどく冷たく停滞しているという、その事実だけを感じていた。




　しん、




　と音が、この十字路から失われていた。

　目に見える限り、どこにも動くものはなく、十字路の世界は死んだように停止し、静寂が広がっていた。

　深夜のような、静寂。

　ただ闇やみと光ばかりが、しん、と降っていた。

　その中で、ただ一つ、麻智が見下ろしている〝モノ〟があった。

　それは狭せまい十字路の、アスファルトの道路の上に、右手の路地から長く伸びている、人間の形をした〝影〟だった。




　こつっ、




　路地から小さな硬い音が聞こえて、〝影〟が一歩、進み出た。

「…………………………！」

　右手の路地から来る〝誰か〟。この時には麻智は、すでに全身で異常を悟さとっていた。

　周囲の空気も、やって来る気配も、明らかに尋じん常じようのものではなかった。深夜の墓所のような空気の中、近づいて来るその気配だけで、すでに正気の存在ではあり得ないことがありありと分かる、凄すさまじく狂った存在感が右手の路地から漂ただよって来ていた。

　姿も見えないうちから、その狂気が五感六感に触ふれるほどの強烈な〝気配〟。

　その影だけが路地の向こうから、街灯の光によって長く引き伸ばされて、目の前まで延びて来ていた。

　影は髪かみの長い、女性の姿をしていた。しかしその根元であろう場所から感じる、空気から皮ひ膚ふに浸しん透とうするような気配は、明らかに関わってはいけない存在が放つ、言語化できないほどの強烈で危険な異常性だった。




　こつっ、




　音と共に、一歩、〝それ〟が近づいた。

「………………！」

　肌はだが粟あわ立だった。身が竦すくんだ。

　がちがちと、奥歯が鳴った。脚あしに力が入らず、身動きができなかった。




　こつっ、




　また一歩、〝それ〟が近づいた。

　影はさらに大きく、気配はちりちりと、肌を刺すほどに強くなった。

　叫ぼうとしても、声が出なかった。痙けい攣れんしたように動かない喉のどの奥から、ただひゅうひゅうと息だけが漏もれた。




　こつっ、




　伸びる〝影〟の形は、すでに脚までが現れていた。

　硬い足音を立てて、〝影〟の脚が動いた。




　こつっ、




　影の脚が動く様子がはっきりと見えるほどに、〝それ〟は近づいている。そして〝影〟の脚の先には、その〝影〟を形作っている主あるじがいる。




　こつっ、




　気配の主は、すでに右の路地の、塀へいの角のすぐ傍そばまで来ていた。

　あと少しで姿が見える。見るな。見たくない。見ればもう手遅れになることを、本能が悟さとって叫んでいた。

　見たくない。見てはならない。

　その狂ったモノを、目にしてはいけない。

　見るな。




　こつっ、




　見るな。来るな。




　こつっ、




　見るな。来るな。来るな。来るな…………！




　こつっ、




　塀へいの陰からピンク色のヒールを履はいた足が覗のぞき、続いて路地から長い髪かみを垂らした頭が現れて、そして真っ赤に充血して見開かれた眼と目が合った瞬間────麻ま智ちの目の前は真っ暗になり、そしてぷっつりと、意識が途と切ぎれた。




　…………………………
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　　　四章　かまどとパン







　　　　１




　蒼あお衣いと雪ゆき乃のが、遥はる火かと別れてすぐ。

　デフォルトの設定の電子音という無味乾燥な音で鳴り始めたのは、バッグのポケットに入れられていた雪乃の携帯だった。

「……何？」

　そう言って電話に出た雪乃は、しばらく黙って相手の話を聞いていた。

　そして、

「…………そう、わかったわ」

　たったそれだけ素っ気なく答えると、雪乃はあっさりと、電話を切ってしまった。

　まるで折り合いの悪い家族からかかって来た電話のような、徹底した素っ気なさ。

　しかし隣となりを歩く蒼衣にも漏もれ聞こえてきた声は、遥火のものだった。

　どんな内容だったのか気にする蒼衣の前で、通話を切った雪乃はしばし、眉まゆを寄せて考える風ふうの表情をする。

「媛ひめ沢ざわさん、何て？」

　訊たずねる蒼衣。電話の相手が相手だけに、何かあったのではないかと心配したのだ。

「……」

　雪乃はやがて思案げに、立ち止まる。

　蒼衣も立ち止まって答えを待つ。だがそんな蒼衣に返って来たのは質問への答えではなく、急に向かう方向を変えて、足早に脇わき道みちへと入って行くという雪乃の唐とう突とつな行動だった。

「……な、何？」

「面倒なのが追いかけてくるかも知れないそうよ」

　慌あわてて小走りに追いついて訊ねる蒼衣に、雪乃が返したのは、やはり答えになっていない答え。

「え？　追いかけて……？」

「丁ちよう度どいいわ。どうせこのまま帰る気はないんだし、『神か狩がり屋や』に寄るのは中止」

　雪乃は言う。このあと蒼衣と雪乃は一度『神狩屋』に戻った後、遥火の家の近くへ取って返し、時間の許す限り遥火の周囲を見張るつもりだったのだ。

　蒼あお衣いが〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の予言を受けている以上、遥はる火かの周囲をうろつけば必ずいつかは〈泡ほう禍か〉に遭そう遇ぐうする。それに備えるために雪ゆき乃のが服を着替えるのが『神か狩がり屋や』に戻る第一の目的だった。

　フラッシュバックする心の傷である〈断だん章しよう〉は、普段蘇よみがえれば命取りになるものだ。

　そのため〈保持者〉はそれを安定させるために物や服などに精神的に依存する者が少なくなく、また自覚的に〈断章〉を用いる〈騎き士し〉には、トラウマに関わる道具や衣装などを活動の時にだけ用いて、より〈断章〉を発現させやすく、同時に普段は発現しないように抑制する道具として使う者が多い。

　そのための服を、雪乃は学校にいる間は『神狩屋』に置いてある。

　だが雪乃が歩き出したのは、その『神狩屋』のある駅方面とは完全に違う別の方向だった。

「家に寄るわ。服なら家にもあるし」

　雪乃はそう言って、さっさと先に立って歩いてゆく。

　蒼衣は遅れてその背中を大おお股またで追いながら、慌あわてて雪乃に言った。

「え……家って……雪乃さんの家？」

「そうよ」

　他ほかに何があるのだと言わんばかりに、雪乃の声が尖とがった。

「ちょと待って、雪乃さんちって、一高から徒歩圏内？　そんなとこから今まで、うちまで迎えに来てたの!?」

「そうよ。だから？」

　あっさりと答える。一高と典てん嶺りようは最寄り駅が同じで、蒼衣は電車通学。だとすると遠回りどころの騒ぎではなく、その手間を想像した蒼衣は一瞬呆ぼう然ぜんとして────

「……何してるの？」

　訝いぶかしげに雪乃に振り返られた。

　蒼衣は慌てて止まっていた足を進めて、訝しげな雪乃の、その横へと並んだ。




　　　　†




　雪乃の家について、今まで一度も気にならなかったと言ったら噓うそになる。

　だが今まで蒼衣がその話題に一度も触ふれたことがなかったのは、神狩屋などから雪乃の複雑な家庭の事情について漏もれ聞くにつけ、とてもではないが気安く話題にしていい話には思えなかったからだ。

　そんな恐れと好奇心が半々の蒼衣があっさりと連れて来られた雪乃の家は、閑かん静せいな住宅地に建つ、蒼衣の住む建売住宅の、ゆうに二倍はありそうな家だった。『時とき槻つき』と表札のあるその家は決して屋敷や豪ごう邸ていと呼べるものではなかったが、それでも住んでいる人間の十分な地位を感じさせる、立派な構えをしていた。

　洋風の正面玄げん関かんのドアは、大きさが蒼あお衣いの家の一・五倍はあって、思わず気後れする。

　そんなドアを当然ながら平然と開けて、制服姿の雪ゆき乃のが家へと入ってゆく。

　その様子は雪乃の容姿とも相まって、どこから見ても凜りんとしたこの家のお嬢じよう様だ。しかし雪乃は三年前に〈泡ほう禍か〉によって家族を失い家を焼かれ、あくまでもこの家の主人である伯父おじによって引き取られているという、かりそめの境きよう遇ぐうにすぎない。

「………………」

　雪乃は、ドアを開けた鍵をポケットにしまいながら、帰宅の挨あい拶さつもなしに玄げん関かんに入る。

　広い玄関。初めての雪乃の家ということで意味もなく緊張しながら、蒼衣は「……おじゃまします」と控えめな声で言って、雪乃の後に続く。

「……」

「家、誰もいないの？」

　そして黙々と靴くつを脱ぐ雪乃に、蒼衣は訊たずねた。

　誰か家人がいるなら「ただいま」くらいは言うだろう。そう思ったのだが、そんなある意味常識的な蒼衣の予想は、奥からスリッパの音を立ててやって来た女性の存在によって、完全に裏切られた。

「お帰りなさい、雪乃さん」

　やや初老に入りかかっているように思えるその上品な女性は、外見によく似合った穏おだやかな声でそう言った。小さく素っ気ない声で「ただいま」と答える雪乃。だがその時には女性の視線は、玄関に棒立ちになっている、蒼衣の方へと向いていた。

「あらあらあら」

　女性は少し驚いた様子で蒼衣を見た目を丸くすると、そんな少々浮世離れした印象の感嘆符を発した。そして何故なぜだかひどく嬉うれしそうに微笑ほほえむと、

「雪乃さんのお友達？」

　と小首をかしげるようにして訊ねた。

「え……ええ。そうです」

「あらあらあら」

　女性は蒼衣の肯定の答えを聞いて、ますます嬉しそうに言った。

　雪乃は無表情に一言、「伯母おばよ」と説明する。それを聞いて慌あわてて会え釈しやくする蒼衣に、女性はおっとりとした会釈を返す。

「男の子が来たのは初めてだわ。ゆっくりしていってね」

「は……はあ」

　何と答えればいいのか分からずに、頭を搔かきながら曖あい昧まいに答える蒼衣。

　そんなやり取りをよそに、すでに靴くつを脱いで家に上がった雪乃が、きっぱりと伯母へ言う。

「着替えに戻っただけよ。すぐに出るわ」

「あら、そうなの？」

「白しら野の君はこっち。部屋は二階よ。上がって」

「え？」

　蒼あお衣いにとっては予想外の言葉に驚いて、蒼衣は家の中に立っている雪ゆき乃のの顔を、思わず見上げていた。

「べ、別に僕は、ここで待っててもいいけど……」

「いいから」

　睨にらむように促されて、蒼衣は慌あわてて靴くつを脱いだ。

　伯母おばさんは微笑ほほえんで再び蒼衣に会え釈しやくをすると、家の奥へと戻って行った。

「こっちよ」

　雪乃の先導で、蒼衣はよく磨みがかれた廊下と、手すりにデザインの彫りこまれた木製の階段を上がる。さすがに蒼衣も緊張する。ただでさえ初めて入る他人の家というのは落ち着かないものだが、女の子の家に入るのは小学生以来だからだ。

「心配しなくても、部屋には入いれないわ」

　その気配でも察したのか、階段を上がりながら雪乃は言った。

「え？　あ……そうなの？」

「当たり前でしょ。家に上げたのはあなたに玄げん関かんで待たれて、伯母さんに私について何か吹き込まれるのが嫌いやなだけ」

「ああ……なるほど」

　それを聞いて蒼衣は少し納得し、少し安心し、そして少しだけ、残念に思った。

　雪乃は二階に上がると、並んでいるドアの一つを開ける。

　開いたドアから垣かい間ま見みえる雪乃の部屋は、シックな色をしていた。はっきり見えたわけではないが、少なくとも女の子の部屋というイメージの可愛かわいらしい色は、その中からは見て取れなかった。

「ここで待ってて」

　廊下にいる蒼衣にそう言うと、雪乃はそのまま部屋に入り、ドアを閉めた。中から鍵をかける音も聞こえる。元より無断で開けるつもりはなかったが、何となく寂しい。

「…………」

　廊下で壁に寄りかかって待っていると、静かな家の中は些さ細さいな音も大きく聞こえて、部屋の中の雪乃が動く音も廊ろう下かまで聞こえてきた。足音に、物を動かす音。耳を澄ませば微かすかに、衣きぬ擦ずれの音も聞こえるようだ。

　蒼衣は何となく気まずくなって、試しに中へと話しかけてみた。

「ちょっと変わった伯母さんだね」

　そう話しかけた蒼あお衣いの言葉はドア越しでも聞こえたらしく、中から少しくぐもった、雪ゆき乃のの声が返ってきた。

「……いいところのお嬢じようさんだったらしいわよ。詳くわしくは知らないけど」

「そうなんだ。うん。納得するけど」

　廊下の蒼衣は、一人頷うなずく。

　確かにそんな感じだ。だが蒼衣に言わせれば、雪乃の凜りんとした苛か烈れつさも、方向性の違う別の意味でのお嬢さん的なイメージに思える。

「いい人だね」

「そうね」

　雪乃はおおむね、学校など自分の周辺のことを言われると不ふ機き嫌げんになりがちだ。

　だからこういうことを言えばまた不機嫌になりそうな気もしたのだが、雪乃は意外にあっさりと、蒼衣の言葉に同意した。

「伯父おじも伯母おばも良くしてくれるわ。昔から」

「そっか」

　素直に他人に感謝する雪乃の言葉を聞くことは、あまりない。

　それだけに少しだけ静せい粛しゆくな気分になる。何もかもを失った雪乃はあの伯母さんたちの好意で比較的不自由のない生活を得ていて、そしておそらくはその好意を自覚しながらも、非日常に生きるためにわざわざ隔かく意いを作り、そのことに罪悪感も感じている。

「いい人たちなんだね」

「いい人たちよ」

　雪乃は言う。

「だからこそ──────殺すべきだ、って姉さんは言うわ」

「う……」

　蒼衣は絶句する。

　そして思わず話題が途と切ぎれた時、階下から人が上がってくる音がした。それに気づいた蒼衣が階段の方へと視線をやると、雪乃の伯母さんが、ジュースのコップを載のせたトレーを持って上がって来たところだった。

「あらあらあら、どうしてこんな所に？」

　伯母さんは廊下にいる蒼衣を見ると、不思議そうに言った。

　部屋の中の雪乃は沈黙している。蒼衣が「着替えです」と苦笑気味に答えると、ああ、と伯母さんは納得して頷うなずき、微笑ほほえましそうに目を細めた。

「あらあら、でもこんなとこに立ってないで、下に来ればよろしいのに」

　そして言う。

「席とお茶菓が子しを出しますよ？　お客様なんですから」

「あ……いえ……」

　その申し出を、蒼あお衣いは困こん惑わく気味に、胸の前で手を振って断った。

「ここで大丈夫です。すぐですから」

「そうなの？」

「あ、なんでしたら、それも僕が預かりますよ」

　雪ゆき乃のと伯母おばさんの両方に気を使って、蒼衣はトレーを受け取ろうと手を出した。

　伯母さんは困ったような表情をしていたが、「そう？」と言って、何故なぜだか仕方なさそうにトレーを蒼衣に渡した。きっと雪乃の連れてきたお友達であるところの蒼衣に、興味があるのだろう。

　伯母さんはトレーを渡した後も、しばらく蒼衣を、上から下まで眺めていた。

「あ、あの……？」

「あら、失礼しちゃったかしら？」

　蒼衣の困った声に、伯母さんは悪戯いたずらっぽく笑う。

「あなた、お名前は？」

「……え？　えーと、白しら野のです」

　蒼衣の答えに、うんうんと頷うなずく伯母さん。そして不意に蒼衣の目を見ると、微笑ほほえみを浮かべて言う。

「ねえ、白野さん」

「はい？」

「これからも、雪乃さんをよろしくお願いしますね？」

「え……あ……はい」

　蒼衣は突然の言葉に面食らいながら、思わずそう答えた。

　にこにこと笑う伯母さん。それを前に蒼衣が困っていると、いきなり後ろでドアが開いて、部屋から雪乃が出てきた。

「わ、雪乃さん」

　慌あわてて振り返る蒼衣。

　現れた雪乃は眉まゆ根ねを寄せて口元を引き結び、ほとんど臨戦態勢の表情をしていた。

　蒼衣は初め、ここでしていた伯母さんとの会話が怒りに触ふれたのかと思ったが、そうではなかった。

「近いらしいわ。行きましょう」

「……！」

　伯母さんがいる手前の、簡潔な言葉。

　それでも蒼衣はその意図を正しく汲くみ取って────さっ、と緊張によって、自分の顔色が変わるのを感じた。




　　　　２




　………………




　気がついて目を開けた時、横よこ川かわ麻ま智ちは薄うす暗ぐらいキッチンに立っていた。

　モノクロ色に見えるほど影が落ちた、明かりのない台所。狭せまく薄うす汚よごれ、流しには食器類が山積みにされて、何かが腐くさっている強烈な異い臭しゆうの充満する台所に、麻智は気がついた時には冷蔵庫を前にしてぼんやりと立っていた。

「…………………………」

　覚かく醒せい間ま際ぎわの重たい頭と視界の中で、ここはどこだろう？　と麻智は思う。

　考えるのではなく、思う。頭の中には視界と同じような色の霞かすみがかかり、思考と呼べるほどはっきりとしていなかった。

　ただ暗く、荒れ果てて、腐ふ敗はいしたキッチンの中に、自分はいる。

　そして泥どろ水みずで拭ふいたかのように汚れた冷蔵庫と、その上に乗せてある、朽くちたようなオーブンレンジが、麻智の目の前に聳そびえ立っている。




　────自分は、何をしているんだろう？




　その冷蔵庫をぼんやりとした目で眺めながら、ぼんやりと麻智は思った。

　ほとんど色などは判別できないながらも、辛かろうじて何があるかだけは、見通せるキッチン。

　その明かりは麻智の背後から、届いている。霞かすむような光が背後から届いて、目の前の冷蔵庫の扉に、麻智の影を、大きく映し出している。

　人の形の、ぼんやりとした影。

　いや……違った。その影は、麻智の影ではなかった。

　その影は、麻智の一歩半ほど背後に立っている人間から、麻智まで伸びていた。そして麻智の足元に達し、背中に覆おおいかぶさるように伸び上がって、そのまま麻智の目の前の冷蔵庫の扉に、姿を浮かび上がらせていたのだった。




『………………………………………………』




　背後に立つ、目に見えなくとも〝女性〟であることが分かる、強く、濃密で、壊こわれた気配。

　無言の、いや、もはや意思疎そ通つう可能な言語にはすることができない狂った気配と、その視線が、麻智の背中を見つめていた。

　思考も視界も霞かすみ、ともすれば自分の頭がゆっくりと揺れているようにも感じる夢うつつの麻ま智ちは、そんな背後からの気配を背中に感じている。そして眠ねむっているとも、目覚めているともつかない麻智の精神は、それゆえにひどくはっきりと、背後の存在の気配に込められた異様な〝意思〟を皮ひ膚ふから浸しみ込んでくるように理解していた。




　────ああ、そうしなきゃいけないんだっけ……




　茫ぼう漠ばくとした思考の茫漠とした世界で、麻智は思い、手を前へと差し伸べた。

　正しくは、自らそうしようと思ったのではない。強い異い臭しゆうと共にこの空間に満ちる〝女性〟の気配がそうすることを促していた。それだけだった。

　ぼんやりと、当たり前のように手を出して、麻智は閉まりきっていなかったオーブンレンジの扉を開けた。錆さびているような手て応ごたえの扉をゆっくりと開けると、中には四角く切り取られた闇やみが覗のぞき、中から腐ふ臭しゆうとも錆びとも焦げともつかない匂においを含んだ空気が、静かに漂ただよい出してきた。




　────そうしなきゃ……




　そしてぼんやりと、当然のように。

　麻智はそのレンジの中の闇に、ゆっくりと、右手を入れていった。

　内張りの金属板からひんやりとした冷気が肌はだに触ふれるのを感じながら、右手は闇の中に吞のまれていった。そしてすぐに一番奥の、焦こげた汚よごれの付着した金属板に、爪が、そして指先が、かつん、と小さな音を立てて触れた。

　触れた。突き当たった。

　だが、手を差し入れてゆく動作は、その事実に気づいていないように、先へと進んだ。

　ゆっくりと指を曲げ、手首が曲がった。爪が、指が、やがては手の甲が、ざらりとした感かん触しよくの冷たい内張りに押し付けられて、それでもただ真まっ直すぐに、ゆっくりと、奥へ奥へと押し込まれていった。




　────そう、しなきゃ。




　思った。背後に立っている〝気配〟が促す、そのままに。

　無言の〝気配〟が、頭の中と視界を霞ませ、背中を押すように促す、そのままに。

　それが、当たり前のように。




　────ここに────入らなきゃ。




　そう思った。周囲の闇やみに、空気に満ちているその〝意思〟が、頭の中に浸しみ込んできたように、呆ぼう然ぜんと当然のようにその言葉が頭の中に浮かんだのだ。

　……ぱきっ、

　力を込められた手首の関節が、音を立てた。

「痛いたっ！」

　強い痛み。手首の骨に走ったそれを感じた瞬間、頭の中に澱よどんでいた黒い霞かすみが一気に吹き飛んで、意識と視界が瞬またたく間に覚かく醒せいした。

　瞬間、自分のしていることを理解して、麻ま智ちは悲鳴も上げられないほどの混乱に頭の中を支配された。痛み、混乱、恐怖など、それまで何故なぜか麻ま痺ひしていた感覚と感情が、頭の中に爆ばく発はつして、凄すさまじいパニックに襲われた。

「…………………………っ!!」

　パニック状態で、錆さびすら浮いているレンジに差し込まれた右手を慌あわてて引いた。

　いや、引いたつもりだった。頭の中では腕うでを引き抜いたはずなのに、その意思が首から下に届かなかったかのように、右腕は自らをレンジの中へと押し込み続けていた。

　腕は機械のように澱よどみなく押し込まれ、みしみしと手首の骨が軋きしみ、その事実に激しい恐きよう慌こう状態になった。右半身が全く言うことをきかず、必死になって右手を抜こうと暴れたが、その意思すらも右半身には届かず、むしろ引こうとすればするほど力が逆に働いて押し込む力が強くなるように感じさえした。

　淡々とその狂った作業は、続行されていた。

「……やっ！　いやあっ！」

　まだ自由な左手でレンジを摑つかんで抵抗しようとしたが、そんなものは何の足あ搔がきにもならなかった。右半身は、まるで自分のものではない石人形か何かのように硬直し、とてつもない力で自分自身を破壊しようとしていた。あまりにも強く力が入れられた右腕はぶるぶると激しく震え、レンジの奥と接する手首の肉が潰つぶれて、関節は限界まで曲げられ、今にも折れそうなほどに痛みが激しくなった。

　ぱきっ、と骨が割れるような音が、再び手首から聞こえた。

　そして次の瞬間、レンジの金属板に響くぼきん、という重い音と共に、凄まじい痛みが手首で灼しやく熱ねつして、限界を超えた手首の関節が恐ろしい角度に折れ曲がった。




「………………っああああああああああっ!!」




　一瞬息が止まって、その直後に絶叫が自分の口から迸ほとばしった。

　痛みで左手から力が抜け、涙なみだを流してへたり込みそうになったが、無常に立つ右半身に支えられて、それもできなかった。

　手首の外れた右みぎ腕うでを、体はなおも恐ろしい力で押し付ける。

　折れた手首は重く激しい痛み、力はさらに強まり、前腕の骨と肘ひじ関節が、みしみしと過か負ふ荷かに悲鳴を上げた。

「あ……あがっ……」

　もはや苦痛で閉じることさえできない口から、苦く悶もん交まじりの息と、涎よだれが漏もれた。

　レンジと冷蔵庫に縋すがりつくように俯うつむいて涙を流し、ひたすら痛みに食われ続ける頭の中で、何者かに許しと、助けを乞こい続けた。

　そんな自分を、背後に立つ狂った女性の気配が凍こおりつくような視線で見つめている。

　その間にも自分の右半身は、自らをレンジの中に詰め込もうとして、凄すさまじい力を、右腕に込め続ける。




『…………………………』




　背後の冷たい狂った〝気配〟が、ひたすら無言で行為を強いる。

　機械的に力を強め続ける腕。押し付けられた皮ひ膚ふは破れてじくじくと血が滲にじみ、腕を梃て子こにしたように、骨が軋きしんで痛んだ。




　ばきっ、




　乾かわいた木をへし折るようなおぞましい音がして、肘から先が真ん中からくの字に折れた。

「……っ!!　ぁ……」

　瞬間、びくん、と体が大きく痙けい攣れんした。それだけだった。もう悲鳴も上げることもできなかった。大きく開いた口の、喉のどの奥がひっくり返るような嘔おう吐と感かんに、喉が塞ふさがって、声も息も堰せき止められるように止まった。

　恐ろしい激痛と、肉に包まれた腕の中で、骨が折れていることが分かるおぞましい感触。

　そして折れた腕がさらにレンジに押し込まれて、骨の折れた部分が、みちみちと肉を引き千切りながら折れ曲がってゆく発狂しそうな感触。




　────殺される、殺される！




　全身から血の気が引き、今にも意識が途と切ぎれそうな痛みの中で、ただそれだけをはっきりと認識した。殺される！　逃げなくては。でもどこに？　どうやって？

　涙なみだを流しながら、見開かれている目。

　精神の限界を超えた苦痛と恐怖に、もう閉じることもできない目。

　涙と影と、何もかも真っ白になりそうな苦痛でぐしゃぐしゃの視界。その視界の中で、死に物狂いの麻ま智ちは、冷蔵庫の隣となりに山積みになった流し台の洗い物の方へ、ほとんど意識を失った状態で縋すがりつくように手を──────







　　　　３




「────〈焼け〉！」




　瞬間、爆ばく発はつ的てきな炎ほのおがベランダ側の大窓を赤く舐なめ、その直後、塡はまっていた窓ガラスが跡あと形かたも残さず破は裂れつして砕くだけ散った。

「！」

　赤く照らし上げられた暗い部屋に、雨のように降り注ぐ粉々に砕けたガラス。そして薄うすいカーテンを瞬またたく間に炎えん上じようさせて部屋に吹き込んでくる炎ほのおの中を、枠わくだけになった窓から、黒い服に身を包んだ細身の影が部屋の中に踏み込んだ。

　黒いブーツが、畳たたみの床ゆかに撒まき散らされたガラスの破片を踏みつける。

　窓から炎と共に吹き込んでくる風に、レースの縫ぬい取られた黒く長いスカートと、同じレース地のリボンで束ねられた、ポニーテール気味の黒くろ髪かみが大きく揺れる。

　ゴシックロリータの衣装に身を包んだ、その凄せい絶ぜつな美び貌ぼうの少女。

　その死神のように死と破壊の匂においを纏まとった少女の、抜けるような白い肌に、はためきながら燃え上がるカーテンの炎の色が、赤く揺らめいて照り映える。

「………………」

　時とき槻つき雪ゆき乃の。

　廃はい墟きよ寸前の外観をしたその古いアパートの一室に踏ふみ込んだ彼女の目は、敵意と警戒に、鋭く細められている。

　その雪乃に遅れて、部屋に入ってきた白しら野の蒼あお衣い。

　燃えるカーテンをよけながら、部屋に入った蒼衣をまず襲ったのは、部屋に充満して炎の熱にかき回される、肉と血の腐ふ敗はいした胸の悪くなる凄すさまじい臭においだった。

「……うぐ!?」

　吸い込んだ瞬間に胃の中身が逆流しそうになって、蒼衣は制服の袖そでで口を押さえた。

　目の前には雪乃の背中。そんな雪乃の立つ部屋の中は、ゴミとダンボールが散乱し、人間の住む部屋とは思えない、凄まじい荒れ方をしていた。

　そして真まっ直すぐに正面を睨にらみつける、雪ゆき乃のの視線の先。

　そこには畳たたみの部屋と一続きになっている板の間と台所があり、その板の間には黒く変色した凄まじい量の血が飛び散っていて────そしてスカートとトレーナーという何の変哲もない服装をし、何故なぜかピンク色のヒールを部屋の中で履はいたままにしている背中を向けた女性が一人立っていた。

「………………」

「………………」

　その光景を前に、無言の蒼あお衣いと雪ゆき乃の。

　張り詰める空気。女性は長く荒れた髪かみのかかった背中を二人に向けたまま、振り向くどころか微動だにしなかった。

　しかしその女性の雰囲気は、確実にこの周囲を支配していた。まともな人間からは感じ得ない、凄すさまじい密度の悪意と狂気が、まるで女性から空気そのものに染み出しているように、感覚が軋きしむほどの強烈な違和感となって部屋の中を満たしていた。




『………………………………………………』




　ただの沈黙が、身が竦すくむほどの冷たさと重さで密度を増す。

　空気が足元から凍こおってゆくような感覚と、それに伴って、緊張してゆく雪乃の呼吸。

　蒼衣は剝むき出しの皮ひ膚ふの産うぶ毛げが逆立ち、もはや冷や汗さえ出ない。この部屋に入ってから蒼衣も雪乃も一言も発していないが、この女性が何者か、誰すい何かする必要もなかった。

「〈泡ほう禍か〉……」

　蒼衣が、呟つぶやく。

『さあ、葬そう送そうの円舞曲ワルツを』

　風かぜ乃のの亡ぼう霊れいが楽しげに囁ささやく。その囁きと同時に雪乃の口元がぎゅっ、と引き締められ、その右手に握られた赤い柄のカッターナイフが、目の前で腕うでを交差するように振り上げられた。

　包ほう帯たいが外された剝むき出しの左腕には、目盛りのように刻まれた無数の傷跡と、そして一本の血を流す真新しい傷。先ほど窓を破った時に自らつけた、痛みが火に変わるという雪乃の〈断だん章しよう〉を使うための代だい償しようの傷。

　そして雪乃が、叫んだ。




「〈私の痛みよ、世界を焼け〉！」




　低い叫び。それと同時に雪乃の握ったカッターナイフが、左腕の上で閃ひらめいた。

「っ！」

　薄うすく鋭い刃やいばが白い肌はだの上を滑すべって切り割った瞬間、その痛みにびくん、と雪ゆき乃のの体が痙けい攣れんした。その途と端たん、弾はじかれたように〝女性〟が雪乃の方を振り返ったが、直後〝女性〟の体はガソリンを浴びせたような火か焰えんに包まれて、人の形をした松明たいまつのように炎ほのおの吹き上がる音を立てて炎上した。




『ぎゃあああああああああああああああああああああああああああああっ!!』




「────っ！」

　怖ろしい悲鳴が女性の口から迸ほとばしり、蒼あお衣いの身が反射的に竦すくんだ。部屋の中に満ちた腐ふ臭しゆうが凄すさまじい炎に炙あぶられ、猛もう烈れつな髪の毛の燃える臭においが、熱を伴って室内に広がった。

　渦うずを巻く炎に巻かれ、〝女性〟は顔を覆おおい、頰ほおに爪を立て、口から絶叫を上げた。見たこともないほど真っ赤に充血し、今にも飛び出すかと思うほど見開かれた眼めが炎の中から二人を見ていたが、その眼球も瞬またたく間に炎と熱に炙られて、フライパンにのせた卵のように白く変色しながら縮み、焼け焦こげていった。

　何の抵抗もなく、〝女性〟の悲鳴はみるみるうちに小さく細くなり、消えていった。

　そして炎に巻かれたまま女性は膝ひざをつき、服を、皮膚を焼け焦げさせながら床ゆかに倒れ込んで動かなくなった。

　あまりにもおぞましく呆あつ気けない終わりに、雪乃は額ひたいに汗を浮かべながら蒼そう白はくな顔で燃え続ける〝女性〟を睨にらみつけていた。気を抜けば炎は消える。そして〈断だん章しよう〉とは心的外傷の劣化した再現なので、〈断章〉によってもたらされたこの光景は、本来ならば雪乃にとって正視できないほどの恐怖の光景なのだ。

「…………………………！」

　雪乃の左腕から伝い落ちる血が、朽くちたような畳たたみに染みを穿うがってゆく。

　それすらも意に介かいさず、というよりも気がついていない様子で、雪乃は歯を食いしばって燃え続ける〝女性だったもの〟を睨にらみつけている。

「ゆ……雪乃さん？」

「!!」

　その様子に異常を感じた蒼衣が雪乃の腕に触ふれた途と端たん、びくん、と雪乃の体が震え、その瞬間〝女性〟を焼き焦がし続けていた炎が霧む散さんした。雪乃は怯おびえたような、驚いたような表情で一瞬蒼衣を見て、そして数瞬の後、きっ、と蒼衣を睨にらみつけ、やがて後ろめたそうに横を向いて蒼衣から視線を外した。

　見られたくないところを見られた。そんな表情だった。

「だ、大丈夫？」

「……うるさい。あんまり呆あつ気けなかったから、警戒しすぎただけよ。馬鹿馬鹿しい」

　雪ゆき乃のは吐はき捨てるように言ったが、その顔からは血の気が引き、汗の浮かんだ額ひたいを覆おおうように手を当て、肩かたで息をしていた。

　雪乃が言うように呆あつ気けなく動かなくなった〝女性〟は、もはや手の指が炭化して短くなっているほど焼け焦こげていた。蒼あお衣いは眉まゆをひそめて視線を外す。完全に死んでいる。ほんの数分前までは普通の人間の姿をしていたのに、もう髪かみも服もなくなって、人の形をしたおぞましい炭と化している。

　蒼衣は、その惨さん劇げきの張本人である、雪乃を見る。

　自ら傷つけた左ひだり腕うでを押さえた雪乃は、壁紙の剝はがれかけた部屋の壁に肩を寄りかからせ、喘あえぐように息をしていた。

「雪乃さん……ここは空気悪いから、外に」

「………………」

　この蒼衣の提案に、雪乃は何も言い返さずに素直に従った。蒼衣はキッチンのすぐ横にある小さな玄げん関かんに向かい、ドアを開けて、雪乃の肩を支え、外に連れ出した。

　部屋の中の凄すさまじい異い臭しゆうが、玄関からの空気に拡散された。蒼衣に支えられた雪乃は玄関から外に出ると、そのままドアの横の壁に寄りかかって、苦しそうな息をしながらも、ポケットから携帯を取り出した。

「私は……神か狩がり屋やさんに、連絡する」

　そして雪乃は、途と切ぎれ途切れに、そう蒼衣に言う。

「あなたはまた〝アレ〟が動き出したりしないか、見張ってて」

「あ……うん、わかった」

　蒼衣はそんな雪乃の様子を心配しながらも、そう言って頷うなずいた。

　だがもう一つ、気がかりなことがあった。確認せずにはいられずに、蒼衣は悪いと思いながらも雪乃に訊たずねる。

「今の…………悲鳴とかで、人が集まってきたりしない？」

　その蒼衣の問いに、雪乃は汗の浮いた顔を、気だるげに蒼衣に向けた。

「多分、平気よ。〈悪夢〉の中の出来事は大抵外には漏もれないわ。外に気づかれる、そのこと自体に意味がなければ……」

「あ、そうなんだ」

　数少ない〈泡ほう禍か〉との遭そう遇ぐう経験でも感じた、世界が閉じたような感覚は、比ひ喩ゆでも錯さつ覚かくでもなく、ある意味正しかったらしい。

　雪乃は蒼衣への説明を終えると、ひどく重たげに携帯を胸の高さまで持ち上げていた。

　ゆっくりとした動作で、携帯の操作すらも、億おつ劫くうな様子に見える。

「つらそうなら、僕が連絡しようか？」

「あなたじゃ何を手配すればいいか分かんないでしょ」

　思わず言ったが、そう一いつ蹴しゆうされた。

　蒼あお衣いは仕方なく最初言われた通りに、異い臭しゆうの立ち込める部屋の中に戻り、焼死体の転がる台所の見張りに立った。

「……」

　ゴミやガラクタ、ぐしゃぐしゃになった服などが散乱する、暗い部屋。

　窓が割られ、玄げん関かんが開けられた部屋の異臭はかなり弱まってはいたが、それでも口を押さえていなければ、吐はき気を催もよおすほど強かった。

　体を丸めるようにして板の間に転がっている焼死体と、そんな部屋で蒼衣は同席する。玄関の外からは電話をしている雪ゆき乃のの、やや疲ひ弊へいしたような声が、夕ゆう闇やみによってモノクロ色になった部屋の中に、微かすかに届いてくる。

　音は、それだけ。

　光も、とてもではないが部屋の中には届かない、夕刻の残り日のみ。

　そんな部屋の中で、あまり焼死体を凝ぎよう視しし続けるのも気味が悪いので、蒼衣は部屋の中に目を向ける。何があったのか台所周りの板の間には古い大量の血がこびりつき、洗い物が山のようになった流し台からは激しい腐ふ臭しゆうがして、見ればその脇わきの冷蔵庫も、なすりつけたかのように血で汚よごれている。

「…………………………」

　死体から視線を外しても、不気味さはいや増すばかりだ。

　しかしこの惨さん状じようは何だ？　今はできるだけ考えないようにしたかったが、連想は蒼衣の頭の中で、次々と働いていた。

　この〈泡ほう禍か〉は、『ヘンゼルとグレーテル』だ。ならばこの焼死体と化した〝女性〟は、森の中に住んでいた魔女の配役以外にはあり得ない。

　焼き殺された、〝魔女〟。

　パン焼きかまどで焼き殺された〝魔女〟と、台所で焼き殺された〝女性〟。

　ここは、〝魔女〟の台所だ。だとするとグレーテルによって焼き殺されて、その悪あく行ぎように終しゆう止し符ふを打たれるまで、ヘンゼルとグレーテルに出てきた魔女は、自らの台所で何をしていた？

　そう、あの童どう話わの、人食いの魔女は。




「…………………………」




　そんなことを考える蒼衣の視界に、冷蔵庫の上に置かれた、オーブンレンジが入っていた。

　闇の中に鎮ちん座ざする、どこかから拾ってきたような薄うす汚よごれたオーブンレンジ。その扉はぴったりと閉ざされ、正面に嵌はめ込まれた耐熱ガラスは汚れと闇に覆おおわれて、その中身の様子は、全く見通すことはできない。

　そのレンジが、気になって仕方がない。

　嫌いやな悪お寒かんが、ゆっくりと背筋を這はい上がって、広がってゆく。

　必死で考えないようにしていたが、この台所ではどう見ても床ゆか中じゆうに血が流されるような出来事があった。そしてレンジの置かれている冷蔵庫には、ひどく真新しい血が、飛び散っているように見える。

　レンジの、扉にもだ。

　生なま臭ぐさく錆さび臭い真新しい血の臭においと、胃いの腑ふがひっくり返るような腐ふ敗はいした血の臭いが混じって、胸が悪くなるような空気が広がっている、この荒れ果てた台所。

　何があった？

　何が、ここにある？

　蒼あお衣いは汚れたレンジを見つめる。そしてゆっくりと足を進め、その前へと、近づいてゆく。

「………………」

　手を伸ばせば触ふれられるほど近づいても、ガラスから中は見えない。

　中を見なければいけない。全すべてを知らなければ、蒼衣の〈断だん章しよう〉は働かないのだ。

　蒼衣の〈断章〉は他人の〈悪夢〉を理解した時、それを共有できるというものだ。そしてその上で相手を蒼衣が拒否した場合、その〈悪夢〉は維持できなくなり、全て持ち主に還かえって、持ち主を破滅させて消滅する。

　目覚めと共に夢の世界を壊こわす、〈目め醒ざめのアリス〉と名づけられた蒼衣の〈断章〉。

　蒼衣が突き放してしまったために、何者にもなれずに異い形ぎようと化し、溶とけ崩くずれて死んでしまった、溝みぞ口ぐち葉は耶やという幼馴染に由来する〈断章〉。

　理解した〈悪夢〉を、破滅させる〈悪夢〉。

　相手の〈悪夢〉を理解しなくては、この〈断章〉は動かない。

　万が一の時、蒼衣の〈断章〉が必要になることがあるかもしれない。

　そのためにも蒼衣は、この〈悪夢〉の全てを見て、全てを聞いて、全てを知らなければならなかった。

　最初に覚かく悟ごを決めたはずだ。二度と葉耶を見捨てないために。葉耶の面影がある雪ゆき乃のを死なせないために、〈騎き士し〉になることを決めた時に。

　見なければ、済まされない。

　どんなものがあったとしても、見なければならない。

「………………」

　ここで何があったのか、知らなければならない。

　蒼衣はごくりと口の中に溜たまった唾つばを飲み込んで、無言でその朽くちたようなレンジに、ゆっくりと手を伸ばす。

　扉の取っ手に指先で触ふれて、それから指をかけて、取っ手を摑つかんだ。

　そして静かに────取っ手を摑つかむ手に、力を入れた。




　かちゃ




　思ったよりも重い手て応ごたえを伝えて、扉をロックしていた引っ掛かりが外れた。

　そこで手が止まった。止めたのではなく、緊張と怖れによって、そうと意識していないのに扉を開けようとしている手が止まった。

　しん、と重い、夕ゆう闇やみと沈黙が落ちた。

　外からは雪乃の電話の声が、遠く聞こえてくる。

「…………………………」

　隙すき間まの開いたレンジの扉に手をかけて、一人、それを見つめる。

　腐ふ敗はい臭しゆうの満ちる部屋。背後には炭化した、女性の焼死体の気配。

「……」

　息を吞のんで、覚かく悟ごを決めた。

　そして扉にかけた手に、そっと、力を入れた。




　きぃ




　空っぽだった。

「…………………………はあ……」

　胸の底から息を吐はいた。あまりにも強烈だった緊張が解けて、思わず苦笑が漏もれた。

　どうやら、気にしすぎだったらしい。空っぽの、外側に負けず劣らず汚よごれ果てたレンジの中身を見て、蒼あお衣いは安あん堵どと落らく胆たんの入り混じった、そんな感情を胸の中から溜ため息いきと共に大きく吐き出してレンジの扉を閉め……




　その衝しよう撃げきが微かすかに冷蔵庫を震わせた瞬間、冷蔵庫の扉が内側からの圧力に負けたように開いて、滝たきのような大量の血と共にだらん、と一本の手がこぼれ出し、次の瞬間人間の顔と手と足と髪の毛と内臓を無理矢理捏ね合わせて圧縮したおぞましい塊が今までのものを遙はるかに上回る凄すさまじい腐臭と共に冷蔵庫の容量を大きく超えるほど溢あふれ出して────




　蒼衣の悲鳴が、暗い部屋の中に響き渡った。







　　　　４




　媛ひめ沢ざわ遥はる火かの携帯が、不意に流行曲のメロディーで鳴り始めた。

「あ……」

　雪ゆき乃のと蒼あお衣い、そして麻ま智ちを家の前で送り出し、気もそぞろに自分の部屋で過ごしていた遥火が慌あわてて携帯を取り上げると、ディスプレイにはその、そぞろな気分の原因である、横よこ川かわ麻智の名前が表示されていた。

「……も、もしもし、麻智!?」

　ずっとどうなったのか気にしていた相手からの電話に、遥火は勢い込んで出た。

　しかし電話の向こうの相手の声は、先刻別れた時の興奮した様子からはうって変わった、落ち込んだ様子の声をしていた。

『あ…………遥火……』

「麻智？　もー、どうしようかと思ってたよ」

　遥火は溜ため息いきともつかない息を吐はいて、電話の向こうの麻智に言った。

「あれからどうしたの？　ひょっとして、時とき槻つきさんに会った？」

　そしてずっと気にしていたことを訊たずねる。しかし麻智は歯切れの悪い声で、その遥火の問いを否定した。

『ううん……もうそれはいいんだ。いま電話したのは、別の話』

「え？　何？」

『お願い。ちょっと深刻な……相談があるの。うちまで来て。できれば今すぐ……』

「え……？」

　訝いぶかしげに、遥火。その電話の向こうの麻智の、あまりにも落差のある憔しよう悴すいした声に、遥火の中にみるみるうちに、麻智への不安と心配が頭をもたげた。
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　　　五章　兆しとしるべ
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　夕ゆう闇やみが過ぎて夜よ闇やみが降り始めたアパートに、夜に溶とけ込むような色をした、黒塗りのバンが乗りつけられた。

　寂さびれた住宅地の隙すき間までひっそりと朽くちているようなアパートに、霊れい柩きゆう車しやを髣ほう髴ふつとさせる威圧感のあるバン。その組み合わせは不気味な印象を放っていたが、アパートの周りは全くの無人で、通行人もなく、その光景を見ている者は一人としていなかった。

　バンは静かにエンジンを止め、運転席と助手席のドアが開く。

　そして車の中から運転をしていた異様な雰囲気を持つ大男と、助手席の女性が降り立った。

　二人はどちらも喪も服ふくに身を包み、大型のバケツと、その中に突っ込まれた大振りの鉈なたを手にしていた。男と女は車のドアを閉め、廃はい墟きよのような外観のアパートに視線を向け、何事か顔を寄せて囁ささやくように会話した後、女がそっと顔を近づけて、ほんの短く口づけを交わした。




「……修しゆう司じ、こっちだ」




　そんな車から降りた喪も服ふくの男を、アパートから出てきた神か狩がり屋やが呼んだ。

　瀧たき修司。〈葬そう儀ぎ屋や〉と呼ばれる、関かん東とう圏けんで最も有名な〈騎士団オーダー〉の死体処理屋。

　その手で切り刻んだ死体が、その血の一いつ滴てきまでも心臓のある場所に集まって蘇よみがえるという世にも忌いまわしい〈断だん章しよう〉の〈保持者〉。喪服を着き崩くずした百九十センチ近い長身に、寡か黙もくに口元を引き結んだ彫りの深い顔立ち。そんな洋画に出てくる魁かい偉いな墓掘人のような容よう貌ぼうと、葬そう列れつのような異様な雰囲気を全身から発散する葬儀屋は、その険しい印象をした目を向けて、神狩屋に相対した。

「悪いね。いつも」

「役目だ」

　神狩屋と葬儀屋は、そんな短い、しかし神狩屋以外の人間とではまず交わされないやり取りを交わした。その間に助手席の女性がバンの後部ドアを開け、中からいくつも重ねられたバケツと、鋸のこぎりや山やま刀がたななどの刃物を次々道路に下ろした。

「可か南な子こ君も、ご苦労様」

　神か狩がり屋やはその娘むすめにも声をかけて、労ねぎらった。

　葬そう儀ぎ屋や助手の、戸と塚つか可南子。可南子は髪かみ留どめでまとめた髪と、長いスカートの喪も服ふくを翻ひるがえしてきびきびと働きながら、神狩屋へと挨あい拶さつと、微笑ほほえみを返す。

「いえ。神狩屋さんみたいな〈ロッジ〉の世話役に比べれば、気楽なものですよ」

　可南子は言った。

　そして、

「で……今日は、どんな？」

　訊たずねた。何のことを訊ねているのかが質問からは省かれているが、必要はなかった。

　現場に〈葬儀屋〉が呼ばれるということは、その目的はただ一つだからだ。

　神狩屋は可南子の問いに対して、僅わずかに顔をしかめて、答えを返した。

「焼死体が一つ。もう一つは────酷ひどいものだよ」

　神狩屋は言う。

「単身者向けのそう大きくない冷蔵庫に、どう少なく見ても三人は入っていた。物理的に無理だ。明らかに〈異デイジエネ形レーシヨン〉だよ」

「……だそうよ、瀧たき」

「ああ」

　短く答えて、葬儀屋はバケツと鉈なたを下げてアパートに向かう。

　神狩屋が先導し、可南子が大量に重ねたバケツを手に、後へと続く。

　老ろう朽きゆう化かの限りを尽くした二階建てアパートの一階、目的の部屋の前へ。

　そこには、表面材が風化して剝はがれた木製のドアが、開け放しになっていた。そしてその部屋の前、開け放しのドアの周りに、三人の少年少女が、それぞれの表情をして神狩屋たちの到着を待っていた。




「………………」




　その中の一人、白しら野の蒼あお衣いは、目に濡ぬらしたハンカチを乗せて、田たの上うえ颯さつ姫きに介かい抱ほうされながらアパートの壁を背に座り込んでいた。

　制服が汚よごれるのも構わず座り込み、顔色はほとんど蒼そう白はく。やって来た葬儀屋たちに目を向ける余よ裕ゆうもない。蒼衣はこの部屋の中で冷蔵庫の中のモノを目撃してから、そのまま気分を悪くして、外にへたり込んでいたのだ。

　あの冷蔵庫の中から溢あふれ出した、原型を留とどめないほど滅茶苦茶になった肉にく塊かい。

　ひしゃげた頭部。混ざり合う内臓。それは解体されていたのではなく、怖ろしい力で圧縮されて骨が粉々に砕くだけ、皮の袋のようになった人体が破れて内臓が溢あふれ混ざった、まさしく悪夢のような物体だった。

　それらの圧縮された死体の混合物は、すでに何日も経過していたらしく、吸い込んだ瞬間に胸きよう腔くうの中身が侵されるかと思うほどの凄すさまじい腐ふ敗はい臭しゆうを放っていた。

　あの部屋に充満していた腐臭の正体は、これだった。

　部屋の臭しゆう気きは、そこから漏もれ出ていたものに過ぎなかったのだ。そして気が遠くなるような衝しよう撃げきに部屋を逃げ出して、蒼あお衣いは今に至っている。

「……気分、良くなりましたか？　白しら野のさん」

「う……」

　横にしゃがみ込んで心配そうに覗のぞき込んでいる颯さつ姫きに、蒼衣は小さな呻うめきと共に両目を覆おおっているハンカチをずらし、目を向けた。

「あー……ありがとう。少しはマシになった」

　答える蒼衣。その横をバケツと鉈なたを携たずさえた喪も服ふくの二人が通り、家の中に入っていった。

　葬そう儀ぎ屋やが近くを通る時、かつても感じたことがある、空気が肌はだに触ふれるような異様な感覚が通り過ぎた。たった一人の人間の気配とは思えない、例えるならば葬そう列れつを一人に押し固めたような、自らの〈断だん章しよう〉と付き合い過ぎて、人間を逸いつ脱だつしかかった者の気配。

　二人の手にしたバケツと刃物が、がちゃがちゃと音を立てて、通り過ぎる。

　彼らは〈泡ほう禍か〉と〈騎き士し団だん〉の存在の秘密を守るため、表おもて沙ざ汰たにできない〈異い形ぎよう〉と化した死体を処分するのが役目の〈騎士〉だ。彼らは手にした鉈で死体を切り刻み、バケツに入れて運び出す。そして山中の自宅に持ち帰り、葬儀屋の〈断章〉によって蘇よみがえりつつある死体を、窯かまの中に入れて、心臓が灰になって、もう生き返らなくなるまで燃やし尽くすのだ。

　まるで、忌いまわしいヘンゼルとグレーテルのように。

　颯姫はこの作業が終わるまでの間、誰もここに寄せ付けないようにするため、雪ゆき乃のによって呼ばれた要員だった。颯姫の持つ〈断章〉である〈食害〉は、記き憶おくを喰う〝蟲むし〟を発生させるという〈断章〉だ。しかしこの〝蟲〟は一定の範囲に蟲を拡散させるとその内側の土地に関する記憶を喰らい始め、その中心に一般人を辿たどり着けなくなるという現象を起こす。

　その〈断章〉が働いている証しよう拠こに周囲には人通りが全くなく、視界の端はし々ばしには蜘蛛くもに似た、しかしひどく鮮あざやかな赤い色をした小さな蟲がブロック塀べいなどを這はっているのが見える。

　蒼衣は座り込んだまま、無為にその小さな蟲が動いているのを、目で追っていた。

　葬儀屋たちが入っていった部屋の中からは、何事かを相談する声が聞こえていた。どうやら死体の様子と処理について相談しているらしい。低く抑おさえた彼らの声は外にいる蒼衣にはほとんど聞き取れなかったが、可南子の言った「ジョン・ウェイン・ゲイシーのキッチンの方がまだマシかも知れない」という言葉は、妙みように蒼衣の耳に残った。

　やがて聞こえてくる、鉈が振り下ろされて肉と骨を叩たたき切る、重く生々しい音。

「………………」

　蒼衣はその音から意識を逸そらすように、視線を別の方へと向けた。

　アパートの前には、二階部分の正面廊下を支える、鉄製の支柱が立っていた。錆さびの浮いた鉄骨そのままの姿をした支柱には、ゴシックロリータの衣装を身に纏まとった雪ゆき乃のが寄りかかって、左ひだり腕うでに巻かれた真新しい包ほう帯たいに触ふれて、物もの憂うげに立っていた。

　真新しい包帯には、真新しい血が滲にじんでいる。

　顔色は一時期ほどではないが悪い。蒼あお衣いの方が状態は重いが、元々雪乃は病的に肌はだが白いので、見た目は大して変わりがない。

　そんな雪乃は、蒼衣の視線に気づくと、蒼衣に厳しい視線を向けた。

　そして、

「やっぱりあなた、〈騎き士し〉には向いてないわ」

　と一ひと言ことの元に、蒼衣の惨さん状じようを切って捨てた。

　蒼衣は苦笑する。

「そうだね。知ってる」

「……懲こりてなさそうね。戦えもしないのにヘラヘラ余計なことに首を突っ込んで、その体ていたらく。馬鹿じゃないの？」

　蒼衣の答えに眉まゆを吊つり上げて、雪乃は言った。

　颯さつ姫きが困った表情で、「雪乃さん……」と控えめな声で抗議をする。だが雪乃はそれを黙殺して、蒼衣に向かって言葉を続ける。

「あの冷蔵庫から出てきたのが死体じゃなかったら、あなた今頃死んでるわ」

「そうかもね」

　異論はない。

「でも、見て知って、理解するのが僕の役目だから。そうして初めて、僕の〈断だん章しよう〉は武器になる。雪乃さんが敵と戦うためには自分を斬きりつけないといけない、それと同じだよ」

「……」

　雪乃は反論を思いつかなかったらしく、短い沈黙の後、憤ふん慨がいの表情のままそっぽを向いた。

　蒼衣も、それ以上は何も言わなかった。別に雪乃を言い負かしたかったわけではない。ただ事実を言いたかっただけだからだ。

「…………」

　そう、蒼衣は危険を冒おかしてでも、知らなくてはならないのだ。

　目の前で起こっている〈泡ほう禍か〉の全すべてを知って、理解する。その結果見なければならないものがどれだけ悲ひ惨さんであっても、蒼衣は理解するために全てを見る必要があった。

　殺すために理解し、理解するために知るのが役目。何故なぜならそうでなければ────蒼衣の抱かかえる〈断章〉は、ただ近しい者を破滅させるだけのものにしかならないからだ。

　蒼衣はそのことを、理解していた。

　もしも敵がいない時に自分の〈断章〉が動き出してしまったら、それによって真っ先に破滅させてしまうのは雪ゆき乃のであろうことを、蒼あお衣いはすでに理解していた。

　そして蒼衣に刺とげ々とげしく当たる雪乃を、もしも蒼衣が嫌きらいになった時。

　もしそうなった時、この〈断だん章しよう〉は雪乃を殺してしまうだろうことを、蒼衣は明確に、理解していた。

　それが、蒼衣の悪夢だった。

　同時に贖しよく罪ざいでもあった。かつて蒼衣は幼おさな馴な染じみの溝みぞ口ぐち葉は耶やと共有していた閉じた世界と、外の世界とのどちらかを選ぶことを迫られて、外の世界を選んだのだ。

　その結果、葉耶は唯一、葉耶が葉耶でいられた蒼衣と共有していた世界を失って破滅した。ゆえに蒼衣はたとえ雪乃に蛇だ蝎かつのように嫌きらわれることになっても────雪乃と他ほかの誰かを天てん秤びんにかけ続け、雪乃だけを選び続けなければならない。

　それが贖罪だった。二度と、葉耶を裏切らないために。

　代だい償しよう行為だ。だが蒼衣はそれを知りながら、認めるわけにはいかなかった。

　蒼衣はそのつもりがなくとも、すでに雪乃を葉耶の代わりにしようとしているのだ。それは雪乃にとっては、見たこともない蒼衣の幼馴染の代わりにされて、さらに蒼衣が好意を持っているその限りにおいてのみ生かされているという、そういうことに他ほかならない。

　雪乃も多分、それに気づいている。

　蒼衣自身の心は、雪乃を少しでも日常に引き戻して、共に普通の世界を歩みたいという思いは、絶対に噓うそではない。

　だが、そんなつもりはないと蒼衣が口にした途と端たん、それは脅おどしと同じになる。

　蒼衣は沈黙するしかなかった。無自覚でいる振りをし続けて全すべてを曖あい昧まいにしておくことだけが、蒼衣にできる、唯一のことだった。

　そうして、蒼衣と雪乃の間に、沈黙が落ちた時。




「……やあ。気分は良くなったかい？　白しら野の君」




　中で何ごとかを終えた神か狩がり屋やが、アパートから出てきて、蒼衣にそう声をかけた。

「あ……はい。何とか……」

「そう、それは良かった」

　蒼衣の答えに神狩屋は微笑ほほえんで見せたが、その表情は疲れたような力弱い笑顔だった。中の惨さん状じようにやられたのか、それともあの凄すさまじい腐ふ敗はい臭しゆうに当てられたのか、少なくとも今の神狩屋の様子は、ここにやって来た時よりも一回りは疲ひ弊へいしていた。

　その神狩屋の後ろを、バケツを両手に提さげた可か南な子こが通り過ぎる。

　血にまみれたバケツ。そこからは黒くろ焦こげになった腕うでか脚あしが突き出ていて、炭化しているのは表面だけであることがありありと分かる、おぞましいまでに生々しく赤い肉を覗のぞかせた切断面を晒さらしていた。

　蒼あお衣いは思わず眉まゆを寄せ、神か狩がり屋やがそれに気づいて苦笑いする。

　そんな神狩屋に、鉄骨に寄りかかったままの雪ゆき乃のが不ふ機き嫌げんな目を向けて、口を開いた。

「……で、どう？　何か分かった？」

　訊たずねた雪乃の目は、神狩屋の左手に向けられていた。無造作に下げられた神狩屋の手。そこには部屋の中から探して持ち出して来たらしい、保険証などの身元確認ができそうないくつかの品物が握られていた。

「うん、どうやらここに住んでいたのは……媛ひめ沢ざわ遥はる火か君だっけ？　あの子が小学校の頃に関わった、置き去り死事件の母親であることは間違いないみたいだね」

　神狩屋は自分が持っているものに目を落としながら、そう答えた。

「少しだけど調べたよ。かなり前に出所はしていたみたいだね。いつからここに住んでいたのかは分からないけど、ひょっとしたら媛沢君をずっと狙ねらっていたのかもしれない。とはいってもあの焼死体が、本人とは限らないわけだけども」

　言いながら、神狩屋はベストのポケットから折りたたんだコピー紙を取り出して広げる。

「事件当時の週刊誌のコピーだよ。雪乃君が相手をしたのはこの人だったかい？」

「……」

　広げられたのは、古い雑誌記事のコピー。

　下げ世せ話わな煽あおり文とともに、画質の荒い女性の顔写真。雪乃は眉まゆを寄せた。

「…………似てる気はするけど、断言はできないわ」

　雪乃は答える。

　蒼衣も同意見だ。神狩屋の視線に、蒼衣はその旨むねを込めた頷うなずきを返す。

「うーん、そうか……」

「私が踏み込んだ時には完全に狂ってたわ」

　雪乃は腕うで組ぐみし、腕の傷に触ふれたらしく、微かすかに顔をしかめた。

「あの表情じゃ、家族でも同一人物だとは思わないかも知れないわね。真まっ赤かな目に、歪ゆがんだ皺しわ。ヘンゼルとグレーテルの魔女ね。多分〈異い形ぎよう〉だわ」

　言う雪乃。つまりあの女性は、誰かの〈泡ほう禍か〉によって変質してしまった被害者だ。神の悪夢の〈泡あわ〉がその精神に浮かび上がり、悪夢の中心となってしまった人間、〈潜有者〉ではないということになる。

　つまり……

「〈潜有者インキユベーター〉は、他ほかにいるわ」

　雪乃は、断言した。

　蒼衣は複雑な表情で雪乃を見る。つまりそれは、あの媛沢遥火が〈潜有者〉である可能性がますます高くなったということだ。

　かつて聞いた話によると、夏なつ木き夢ゆ見み子この〈グランギニョルの索さく引いんひき〉によって予言されるような、童どう話わの形を取るほど大きな〈泡あわ〉の〈潜有者〉となった人間はまず助からないと言われている。あまりにも苛か烈れつな悪夢に曝さらされて死に至るか、さもなくば発狂し────〈異い端たん〉と呼ばれる無む尽じん蔵ぞうに悪夢を垂たれ流す存在になって、殺すしか事態を収拾できなくなるのだ。

　あの、媛ひめ沢ざわ遥はる火かをだ。

　当然雪ゆき乃のも分かっているはずだ。その雪乃はいつもと同じような不ふ機き嫌げんな表情で、特にいつもと違う動揺や苦悩のようなものは見せずに、そこに立っている。

　しかし雪乃は、蒼あお衣いが微び妙みような表情で見ているのに気づくと、文句があるのかと言わんばかりの表情で睨にらみつけてきた。やっぱり気にしている。そう確信した蒼衣は、ますます微妙な表情にならざるを得ない。

　神か狩がり屋やも、同じようなことを思っているらしい。

　目に困ったような色がある。だがやがて諦あきらめたように小さく咳せき払ばらいをして、それまでの話を先へと進めた。

「あー……まあ、とにかく、これで僕らの立てられる予想は振り出しに戻ってしまった、ということになるね」

　神狩屋は言った。

　微妙にその言葉は噓うそだ。本当は遥火への疑惑が濃のう厚こうになっていたのだが、雪乃に対する神狩屋なりの気き遣づかいなのだろうと思われた。

「魔女が……ここで死んでしまいましたね」

　だから蒼衣はそこには触ふれずに、言った。

「そうだね。中の焼死体が────まあ間違いないだろう。六年前の車内放置事件の母親であり、魔女の配役なんだろうね」

　蒼衣の言葉に、神狩屋は腕うで組ぐみして頷うなずいた。

「だとすると、符ふ合ごうは明白だね。灼しやく熱ねつの車中で子供を殺してしまった母親は、竈かまどで子供を焼くお菓か子しの家の魔女だ。彼女は〈泡ほう禍か〉によって本当の魔女と化し、この部屋の台所で自らの為すべきことを繰り返したということになるわけだ。

　つまり……パン焼きかまどに犠牲者を押し込めること。

　さすがにグリム童話の世界には電化製品はないから、犠牲者が冷蔵庫の中に入れられていたのは〝台所〟という符合の、その延長線と考えていいんじゃないかと思う。そしてとうとう命運が尽き、自らの台所で焼き殺された。この場合では雪乃君がグレーテルになってしまうけどね。白しら野の君がヘンゼルだ」

「……」

　雪乃を見ると、ほぼ同時に目が合った。雪乃は次の瞬間、ついと目を逸そらす。

　蒼衣は言った。

「僕たちが、ヘンゼルとグレーテルですか……」

「あり得ない話じゃないよ」

　神か狩がり屋やは言う。

「何しろ君は、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉に、この事件に関わることを予言されたんだ。事件に組み入れられてもおかしくはない」

「ああ……そうですね」

　つい忘れそうになる。〈断だん章しよう〉は悪夢の欠片かけらなのだ。有用なだけではない。

　むしろ有用でない場合の方が、ほとんどなのだ。グランギニョルの予言は『出で遭あう』ことを予言するのではなく『巻き込まれる』ことを予言する。〈断章保持者〉の持つ〈泡ほう禍か〉への耐性のおかげで〈異い形ぎよう〉となることは免まぬかれるが、そのせいでつい、自分も当事者になっているのだということを忘れてしまう。

　蒼あお衣いは、心の中で自戒する。

　そして、ここから思いついたことを、口にした。

「じゃあ、僕らがヘンゼルとグレーテルだとすると、媛ひめ沢ざわさんの配役は……？」

　蒼衣は顎あごに手をやり、呟つぶやく。最初蒼衣は、遥はる火かをグレーテルだと思った。だがグレーテルの枠わくは、雪乃によって埋うめられてしまった。

　ヘンゼルと、グレーテルと、魔女。

　最も重要な配役が、すでに揃そろってしまっている。

　どういうことだろう？　と蒼衣は眉まゆを寄せる。そんな蒼衣に、神狩屋は言った。

「予言された『童どう話わ』は、所しよ詮せんは暗あん喩ゆと象徴だからね。そんなに厳密に考えなくてもいいと思うよ」

　問題を解こうとして袋小路に入ってしまった生徒を、諭さとすような口調だった。

「〈神の悪夢〉はいくらでも変幻する。予言された童話は大おお雑ざつ把ぱなモチーフに過ぎない。ちゃんと登場人物と符ふ合ごうするとも限らないし、関係のない要素が混じるかもしれない。配役が何重にも重なることも考えられる」

「………………」

　学者気質で先生気質の神狩屋の言葉を聞きながら、蒼衣は考える。

　ヘンゼルとグレーテルの話の、本質は何だろうか？　と。雪乃には悪いが遥火が〈潜有者〉だったと仮定した場合、彼女の怖れる悪夢の本質は何だろうか？　と。

　一度リセットして考えなければいけない。

　遥火の抱かかえる怖れと、それを取り巻く状況は、一体どのように、ヘンゼルとグレーテルに繫つながるのだろうか？

「…………ひょっとしたら、媛沢さんも『魔女』なのかもしれない」

　そして考えたとき、蒼衣は不意に、そんなことを思いついた。

「……どうしてだい？」

「『骨』を受け取ったのは媛ひめ沢ざわさんです。ヘンゼルとグレーテルでも、骨を差し出されるのは魔女の役柄です」

　興味深そうにする神か狩がり屋や。

「なるほど」

「あ……いえ……とは言っても可能性を思いついただけで、だからどうしたというわけじゃないんですけど」

　蒼あお衣いは俯うつむく。

「アパートいた女性が『魔女』であることは確実だと思いますし。でも……気になります」

　そう、何かが引っかかるのだ。

　最初に遥はる火かをグレーテルだと思った、その考え自体を、蒼衣はあまり間違っているとは思っていなかった。しかし、やはり『骨』が気になった。小さな骨を差し出されて、魔女はまだヘンゼルが食べごろではないと思い込まされる。では遥火はあの子供の骨を差し出されて何を思ったのだろう？

　遥火はあの『骨』を、自分で供く養ようしたいと言い出した。

　魔女だとすると、優しい魔女だ。殺すべきではない、ではなく、死なせるべきではないと思ったのではないか？

　車の中────すなわち竈かまどの中で、子供を死なせてはならないと。

　確かに遥火はそういう思いを持っていた。その思いを新たにしたのではないか？

　だとすると、遥火もまた『魔女』ということになるかもしれない。

　グレーテルにして魔女。殺す者と殺される者。

　焼き殺した方と、焼き殺された方を同じ人間の配役とすることに、何か意味があるのだろうか？　仮にそうだったとして、それは一体何を意味するのか？

「………………」

　蒼衣がそんなことを考えた時、神狩屋の後ろに、不意に可か南な子こがやって来た。

「……あの、神狩屋さん」

　両手を血と脂に染めたまま、可南子は神狩屋を呼んだ。

　その可南子に振り返り、神狩屋は眼鏡めがねの位置を直しながら訊たずねる。

「どうかしたのかい？」

「瀧たきがちょっと、気になることを。あの焼死体の女性ですけど、雪ゆき乃のちゃんの〈断だん章しよう〉にやられる前に、すでに致命傷の傷を負ってる、って言ってます」

「何だって？」

　訝いぶかしげに神狩屋。雪ゆき乃のもそれを聞いて鉄骨から背を離し、眉まゆを寄せた。

「……どういうこと？」

「雪ゆき乃のちゃんの〈断だん章しよう〉に焼かれて炭化した皮ひ膚ふの下に、腹部を刃物か何かで滅多刺しにされてる傷があるそうです。あと、瀧たきがあの焼死体を解体した後、冷蔵庫の扉についた血けつ痕こんが消え始めてます。床ゆかのものも、新しい血痕は全部。あそこにあった最近の流血は、全部あの焼死体の女性のものなんじゃないかと思うんです」

「……」

　可か南な子この報告に、一同の眉まゆが寄った。確かに蒼あお衣いたちがあの女性と対面した時、あの女性は後ろを向いていた。

　そして振り向くのと同時に炎ほのおに包まれたので、腹部がどうなっているか、見てはいない。

　刺し傷だらけだったとしても、あの時は気づきようがなかった。

「……つまり、自殺してた？」

「さあ……そこまでは、何とも」

　蒼衣の問いとも確認ともつかない言葉に、可南子は頰ほおに血が飛び散った顔で首を傾げた。

「でも遺い体たいは、凶きよう器きになりそうなものは持ってなかったですね。瀧たきは包ほう丁ちようか何かの、幅の広い刃物だと思う、って」

　ふむ、と腕うで組ぐみして顎あごに手をやり、神か狩がり屋やが訊たずねる。

「周りにも、落ちてない？」

「ないですね。一応探しました。台所にも包丁は見当たらないです」

　可南子の返答はぬかりがない。

「案外他殺だったりするかも知れませんね。刺したけど〈異い形ぎよう〉だったので殺しきれずに、その後で雪乃ちゃんに会ったのかも」

「なるほど。他ほかに誰か、ここにいたかも知れないわけですね……」

　神狩屋は言いながら、開きっぱなしのドアの方へと目をやる。

「もしそうなら、無事だといいんですが」

　そう言ったところに、神狩屋が視線を向けていた先のドアから、葬そう儀ぎ屋やの巨きよ軀たいがぬっと姿を現した。背を縮めて玄げん関かんをくぐる様子は、ただでさえ小さいドアがさらに小さく、長身の葬儀屋がさらに大きく見せている。

「雅まさ孝たか」

　そして葬儀屋は、神狩屋の名前を呼んで、手にしていたものを差し出した。

　葬儀屋の手からぶら下がっているそれを見た瞬間、蒼衣と雪乃の表情が、ほぼ同時に険しいものに変わった。

「………………！」

　それは二人にとって、よく見覚えがあるものだったからだ。

　それは、うっすらと消えかかった、真新しい血で汚よごれた────雪乃が普段抱かかえているものと同じ、市立一高のスクールバッグだった。




　　　　２




　小こ柄がらな媛ひめ沢ざわ遥はる火かの、ほとんど走っているような、息を切らせた早足。

　空を覆おおう雲のせいで、本当の時間よりも随分と強い夜の様相の住宅地。そんな暗くら闇やみと街がい灯とうの明かりが落ちる住宅街の路地を、制服姿の遥火は、自宅から十分も離れていないマンションに辿たどり着こうとしていた。

　そこは、横よこ川かわ麻ま智ちの家があるマンションだった。

　つい先ほど、麻智からかかってきた「相談がある」という深刻な様子の電話。遥火はその電話の直後、すぐさま家を飛び出して、息せき切ってここまで駆かけつけて来たのだ。

　雲のせいで異様に低く見える空の下に、そのマンションは聳そびえている。

　瀟しよう洒しやな印象のレンガ色をした建物と、敷地の地面を覆う、清潔感のある白いタイル。

　このマンションは十年近く前、遥火が小学生の時に建ったものだった。

　そして今なお、実際ほどには築年数を感じさせずに維持されている、少しも古びた感じのしない、趣味のいいデザイナーズマンションだった。

　麻智の家族は新築の頃にここへ引っ越して来て、以来、遥火も幾度となく行き来している家だった。

　麻智の両親はどちらも地位のある仕事をしている共働きで、帰宅は遅く、時にはどちらも家に帰って来ないということさえある夫婦だったので、セキュリティのしっかりしているこのマンションは、長らく子供だった麻智と四歳さい違いの弟の、安心な住居として機能していた。

　物心つく前から何の変へん哲てつもない建売住宅に住んでいた遥火は、子供の頃はこのお洒落しやれなマンションが随分と羨うらやましく見えたものだ。もっとも、今はもう見慣れている。そんな勝手知ったるマンションの、入り口の玄げん関かんホールに点ともる、煌こう々こうとした夜の闇の明かりの中に、遥火は早足のまま息を切らせて駆かけ込んだ。

　遥火はマンション入り口の自動ドアの前にあるインターホンの前に立って、麻智の住む部屋の番号を押した。鍵を持っていない来客は、中の操作で自動ドアを開けてもらわないと、マンションの建物の中には入れないからだ。

　押した部屋番号がパネルに赤く表示され、呼び出しが始まる。無機質な蛍けい光こう灯とうの明かりの中、息の上がった自分の呼吸と、淡々としたインターホンの呼び出し音が、ホールの中に響く。

　ここでインターホン越しに名乗り、入口を開けてもらうのだ。

　しかし、いつもはそのはずなのに、呼び出し音が途と切ぎれてインターホンを取った音がした途と端たん、遥火がまだ名乗らないうちに、入口の自動ドアがいきなり機械音を立てて開いた。




「えっ……？」




　いきなり開けられた自動ドアの方を見て、遥はる火かは思わず絶句した。

　いつもならば麻ま智ちの声が応対して、遥火が名乗る、友達の家を訪ねる時の、ごく当たり前のやり取りがあるのだ。

　だがその挨あい拶さつを抜きに、無言で開けられた入口。

　白っぽい、無機質な蛍けい光こう灯とうの明かりに照らされたホールと、その奥に続いている通路を覗のぞかせて、ぽっかりと開いたマンションの入口。

「……ま、麻智……？」

『…………………………』

　思わず友人の名前を呼んだが、インターホンから答えはなかった。

　そしてそれを待つ余よ裕ゆうもなかった。開いた自動ドアはほどなくして閉まり始め、遥火は慌あわてて閉まりかけた自動ドアに、駆かけ足で飛び込んだ。




　ごとん、




　と小さな音を立てて、飛び込んだ背後で、ドアが閉まった。

　自動ドアなので中から近づけばまた開くのだが、そんなことは分かっているのに、『閉じ込められた』という嫌いやな印象が、遥火の胸の中に薄うす暗ぐらく広がった。

　何かが、違っていた。

　何かが、おかしかった。

　そんな不安感が黒い真綿のように思考を締め付けたが、遥火はその自分の中の不安を、麻智への心配であると解釈した。遥火は深刻な相談があると言って電話をしてきた。それを無視することなど、遥火にはできることではなかった。

　選せん択たく肢しは、初めから一つしかあり得なかった。

「……」

　遥火は意を決して、うっすらとした異常を感じつつも、マンションの奥へ足を進め始めた。

　遥火は雪ゆき乃のから、「何か異常があったら電話するように」と言い含められていた。だが遥火はいま感じている異常を、それが必要な種類の異常であるとは、認識してはいなかった。

　雪乃が言う異常は、心しん霊れい現象のことだ。

　そして麻智は、それには何の関係もないのだ。

　相談があるという友人の家を訪ねるために、蛍光灯が点々と照らす通路を、遥火は進む。

　エレベーターの前に立ち、ボタンを押して、エレベーターに乗り込み、そして十階のボタンを押す。

　目的の階は、十階。

　最上階だ。麻ま智ちの家は、その最上階の角部屋に当たる場所にある。

　エレベーターの扉が閉まり、浮遊感と共に箱が上り始める。小さな箱の中に満ちる沈黙と、擦こするような機械音。そして自分の呼吸の音と、蛍けい光こう灯とうの光。

　その中に、ぽつんと立つ遥はる火か。

　ひどく長く感じる十階までの短い時間を経て、エレベーターが止まり、扉が開く。

　扉が開くと、一直線に伸びた通路が目に入る。その通路の正面突き当たりに見えるドアが、麻智の住む家だった。




　ドアは、開いていた。




「………………!?」

　ぎょっとした。『横よこ川かわ』と表札の掲げられたドアは大きく開け放たれて、明かりが落とされているらしい室内が、奈な落らくのように闇やみを覗のぞかせていた。

　早足で駆かけ寄った。一直線の通路を進んで、麻智の家の前に立った。入口に手をかけて覗き込むと、玄げん関かん、廊ろう下か、奥に見えるドア、その全すべてが闇やみに包まれて、廊下から差し込む微かすかな明かりに照らされてぼおっと影の中に沈んでいた。

　無造作にスニーカーが脱ぎ捨てられた玄関の奥に、黒い靄もやのような闇と、音を吸い込むような静寂に満たされた住居の廊下が伸びていた。

　そして廊下の奥へ向かいかけた視線は……あることに気がついて、弾はじかれたように足元の玄関に引き戻された。

「!?」

　脱ぎ捨てられていたスニーカーが、麻智が履はいていたものであると気づいたのだ。今までそれに気づかなかったのは、白かったスニーカーは大量の血で汚よごれていて、ほとんど全面にわたって、赤黒い色に染まっていたからだった。

「な…………」

　何？　どういうこと？　そんな感じの言葉を言いかけて、言葉にならなかった。

　怪け我がをしたのだろうか？　だとしたら、この出血の量は、ただ事ではなかった。

　これまで以上に明確な不安と心配が、遥火の胸の中にみるみるうちに影のように頭をもたげた。麻智は大丈夫なのか？　そしてこの家の有様は、一体どういうことなんだろうか？

　影に覆おおわれて、静まり返る麻智の家。

　遥火は、その中へと、恐る恐る声をかけた。

「ま、麻智……いるの……？」

　おずおずとかけたはずの声が、闇に満ちる静寂の中に、やけに大きく響いた。

　自分でもぎょっとしてしまうほど、その声は大きく聞こえ、廊下と玄関に響いて、そして家の中の闇やみに吸われてしまったように余よ韻いんも残さず消えていった。

「………………」

　しーん、と静寂が、再び家と聴覚を満たした。

　どっ、どっ、どっ、と緊張に引き絞しぼられた自分の心臓の音が、胸の中で聞こえていた。

　返事はなく、明かりもない家の中。だが少なくともこの中には、インターホンに出てマンションの自動ドアを開けた、何者かがいるのは、確かなのだ。

　無言で自動ドアを開けた、誰かが。

　静まり返った、暗闇。

　遥はる火かは激しい躊ちゆう躇ちよと逡しゆん巡じゆんを、頭の中で巡めぐらせた。この中に踏み込んでいいものだろうか？　何があった？　麻ま智ちは？　弟の亮りよう君は？

　そして、そこまで考えた時、もう答えは決まっていた。

　不安も逡巡も消えたわけではない。だがそれよりも強い義務感は、遥火に家の中へ入り、確認することを強いていた。

　強い怖れと不安と、それをもねじ伏せる強烈な義務感が、心の中で一杯に満ちて渦うず巻まく。遥火の精神はその活動の限界寸前まで張り詰め、気を抜けば叫び出しそうなくらいに、膨ぼう大だいな量の感情が、心の中で荒れ狂っていた。

　心が、荒れ狂う濁だく流りゆうを詰め込んだ袋のようになっていた。

　進まなきゃ。麻智の無事を確かめなきゃ。遥火は、汗が滲にじんで微かすかに震える手を、入口の壁から引き離した。

　何にも触ふれていないという、たったこれだけのことが、とてつもなく心細く感じた。暗い玄関に入り、血ち塗まみれのスニーカーの横に自分の靴くつを脱いで、廊下の電でん灯とうのスイッチを入れたが、明かりは全く点つかなかった。

　明かりが点かないというその異常が、ひどく当たり前のことに感じられた。

　緊張に張り詰めた呼吸をしながら、遥火はフローリングの廊下の冷たさを靴下ごしに感じつつ、暗い廊下を進み始めた。

　玄関からは短い廊下が伸びて、両側にドアが並んでいる。両親の部屋と、トイレとバスルーム。そして正面の突き当たりにリビングに続いているドアが、影の中に沈むようにして立ち、行く手を塞ふさいでいる。

　麻智の部屋があるのは、その奥だ。

　ドアに向かって、遥火は暗い廊下へと、足を進めた。

　とっ、とっ、と靴下を履はいた足音が、ひどく大きく聞こえる。一歩進むごとに外の通路から差し込む光は弱くなり、みるみる濃くなってゆく闇に、視界が陰ってゆく。

　ドアの前に、立つ。

　ほんの僅わずかに届く通路からの光に、申し訳程度にドアレバーが鈍く光る。

　そのドアレバーに手を伸ばしかけて、躊ちゆう躇ちよして動きを止めた。耳を澄ませる。気配を探る。ドアの向こうにはドア越しでさえそれと分かる冷たい暗くら闇やみの気配が、皮ひ膚ふに触ふれる錯さつ覚かくすら起こるほど濃密に、広がっていた。




「…………………………」




　そして、広がる、静寂。

　ドアの向こうに広がる、こそりとも音の立たない、冷たい静寂。

　しかし遥はる火かの凄すさまじく張り詰めた感覚は、その静寂の中にある気配に気がついていた。ドアの向こうの、沈ちん殿でんするような暗闇の中に、ひどく静かで微動だにしない、しかし怖ろしく生々しい気配があることに気がついていた。

　何かが、いるのだ。

　何かは分からない。しかし麻ま智ちでは、あり得なかった。

　それどころかこれほど生々しいものでありながら、人間の気配ではあり得なかった。ぴくりとも動く気配がない。息いき遣づかいも感じられない。

　しかしそこに塊かたまりとして存在している、肉を持った生物の気配。

　強いて形容するならば────屠と殺さつされ皮を剝はがれて吊つり下がる、死肉の気配。

　当然、そんなものであるはずがない。しかし遥火の感覚が感じ取っている暗闇には、そうとしか形容できない気配が、ドアの向こうの暗闇に歴然として、存在していたのだ。

「………………」

　嫌いやな予感が寒気となって、背筋を、脚あしを、腕うでを、撫なでた。

　鳥とり肌はだが立つ。しかしそれでもなお微かすかに震える遥火の手は、ひどく冷たいドアレバーに伸びて、ぐっ、と握り締めた。

　震える手が、レバーを押し下げる。

　そしてドアを、そっと、ゆっくりと、開ける。

　かちゃ、と小さな音を立てて、ドアに小さな隙すき間まが開いた。

　そのまま大きく押し開けた。目の前に大きく、暗闇が広がった。

　リビングの中の空気が、ぞおっ、と廊ろう下かに流れ出した。しかしその空気には、鼻と口に流れ込むほどの、強い金属じみた臭においが、むせ返るほど強烈に混じっていた。




　血の臭いだった。




「う…………!!」

　胃いの奥から吐はき気けがこみ上げた。最悪の予感に、頭の中が真っ白になった。

　麻ま智ち!?　ただそれだけを心配する衝しよう動どうに突き動かされて、部屋の中に踏み込んだ。踏み込んだ瞬間血の臭においはますます強くなったが、しかし二十畳じよう近い広さのあるリビングルームには、ほとんど見通せない、沈ちん殿でんしそうなほどの濃い闇やみが広がっていた。

　見えるのは僅わずかな陰影ばかりで、この部屋で何が起こっているのか、全く見えなかった。

　この部屋はよく知っている。部屋の片面側にはカウンターとキッチンがあり、そこに接するようにダイニングテーブル。そしていま立っている入口の正面には、嵌はめ込みの大窓と、ベージュ色をしたカーテンがあるはずだ。

　しかしそのカーテンはぴったりと閉じられて、ただでさえ暗い外の明度をさらに遮さえぎって、部屋にこれ以上ないほどの暗くら闇やみをもたらしていた。見えるのは、奥のあるカーテンの、上部の境目から漏もれる、外のほんの僅わずかな明度だけだった。

　部屋の奥も、隅すみも、何があるのか全く見えない。

　ただ分かるのは、カーテンの境目から漏れる光によって辛かろうじて判別できる、窓までの奥行きだけだった。

　手探りで、壁についている電でん灯とうのスイッチを探った。

　すぐにプラスチックのパネルに触ふれ、それを押したが、カチッ、という音だけを立てて、やはり明かりが点つくことはなかった。

「………………」

　もはや明かりになるものは、カーテンを開けること、ただそれだけ。

　そうするしかなかった。緊張に狭きよう窄さくした思考が、ただそれだけを強く考えた。

　真っ暗の部屋に足を踏み入れ、一歩、また一歩、カーテンの方へ近づいていった。鉄てつ錆さびに似た血の臭においを呼吸し、部屋の暗闇のどこからか感じる気配を皮ひ膚ふに受けながら、冷たく硬いフローリングの床ゆかを、靴くつ下した履ばきの足で一歩ずつ進んでいった。

　とっ、

　床ゆかを踏む鈍い音。足から体温を奪ってゆくかのような、フローリングの感触。

　暗闇の中で触れるもののない、まるで広大な無の空間に放り出されたような心細さ。

　恐る恐る足を進めるうちに、不安と緊張が胸の中で膨ぼう張ちようし、息が上がってきた。皮膚に冷気が触れ、産うぶ毛げが逆立ち、足が、腕うでが、体が、徐じよ々じよに強こわ張ばっていった。

　とっ、

　目は、瞬まばたきもしないで、ただ正面の暗闇の、カーテンのあるべき場所を見つめていた。

　ふーっ、ふーっ、と聞こえる自分の呼吸。体の芯しんを悪お寒かんが這はい回り、引き攣ずるようにして、自分の表情が強張っていた。

　とっ、

　それでも前に出る、強張った足。

　カーテンに手が届くまであと少し。あと一歩。そして最後の一歩を踏み出してカーテンの布の感かん触しよくを摑つかんだ瞬間、不意に床ゆかを踏む足音が、全く別のものに変わった。




　ぴしゃ、




　濡ぬれた音が、した。

「………………っ！」

　直後、冷たい濡れた感触があっという間に靴くつ下したを通り抜けて、足の裏の皮ひ膚ふに広がった。

　ぞっ、と悪お寒かんが足から背筋を駆かけ上がり、一いつ斉せいに皮膚に鳥とり肌はだが立った。靴下の濡れた感触は足の裏に広がった後、そのまま靴下に浸透して、みるみるうちに靴下の生地をくるぶし近くまで這はい上がってきた。

　床が、ぐっしょりと濡れていた。

　広がる猛もう烈れつな血の臭におい。そしてそれらを感じたまま、遥はる火かは全身を強こわ張ばらせて動きを止め、目を暗くら闇やみの中で見開いたまま、呼吸すらも止めて硬直した。

　ぴん、と空気が、怖ろしいまでに張り詰めた。

　動けなかった。

　泣きそうだった。

　気づいてしまった。

　カーテンを握って窓際に立つ、そのすぐそばの暗闇。つまり自分のすぐ傍そばに────何かが立っていることに、気がついてしまったのだ。




「………………………………………………!!」




　動けなかった。声すらも、出せなかった。

　何かが、すぐ隣となりに立っている。息いき遣づかいも、身動きすらも感じられない冷たい気配が、闇の中からじっと、こちらを見下ろしていた。

　身動きすればその瞬間に怖ろしいことになりそうで、呼吸も瞬まばたきもできなかった。

　カーテンを開ければきっと姿が見える。しかしそれこそが何よりも怖ろしく、カーテンの生き地じを握り締めたまま、ただ冷たい闇の中でがちがちと震えていた。

『………………………………………………』

　じいっ、と傍に立つ、死人のように冷たい気配。

　周囲の空気と胸の中が今にも破は裂れつしそうなほど張り詰めて、心臓が潰つぶれそうなほどの緊張。

　しかし、ずっとこのままいるわけには、いかなかった。暗闇の中、血の臭においとすぐ隣に立つ何者かの気配に晒さらされて、頭の中を恐怖に食い荒らされながらも、カーテンを摑つかんだ手には少しずつ、力が込められていった。




　────見なきゃ。




　かたかたと小刻みに震えながら、必死になって腕うでに力を入れた。

　恐怖によって固まった自分の腕。それは宙に打ち付けられたかのように硬直し、ほんの少し動かそうとするだけでも、筋肉が痛み、関節が軋きしむほどの力を必要とした。

　本能が、カーテンを開けることを拒否していた。

　見てはならないと叫んでいた。しかしそれでもなお、意思がこの部屋で何が起こっているのかを見るために、本能が必死で固定している腕に、壊こわれるほどの力を込め続けた。




　────見なきゃ。




　がたがたと、震える手。




　────部屋を、見なくては。




　震える手が、カーテンに針ほどの隙すき間まを作る。




　────この部屋で何が起こっているのか、見なくては。




　隙間が、背表紙ほどに。




　────横に立っているモノを、見なくては……！




　そして徐じよ々じよに隙間は広がり、大きく、さらに大きくこじ開けられて、最後に箍たがが外れたかのように思い切りカーテンを両側に引き開けた瞬間、夜の色を映す窓ガラスの向こうからモノクロ色の夜の明かりが差し込んできて──────







　すぐ横に吊つり下げられた、床に血の糸を引く少年の惨殺死体と目が合った。







「きゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──────────────っ!!」




　自分の口から、口こう腔くうを震わせて凄すさまじい絶叫が迸ほとばしった。

　夜明かりに照らされたモノクロの部屋は一部が完全に血の海で、そして子供がカーテンにぶら下がっても壊こわれない特別製のカーテンレールに、深々と首を切り裂さかれて腹を割さかれた裸の子供の死体が吊つり下げられていた。

　白目を剝むいた死体が見下ろし、その深い傷口を覗のぞかせる頸くびからは、足りない明度のせいで黒色に見える血が全身に流れ出していた。そして切り裂かれた腹部の中身は空っぽに抜き取られ、食肉加工場の牛のように、その中身の肉を晒さらしていた。

　それは小学生の、麻ま智ちの弟だった。

　夜の明かりに照らされる真っ白な顔。それを見上げたまま、遥はる火かはかき毟むしるように顔に手をやって、自分の耳が壊れるほどの声で絶叫した。

　全身が竦すくんだ。顎あごが、腕うでが、体が、引き絞しぼられるように硬直した。硬直するほど開いた口の口腔の奥から、冷たく停止した部屋の空気を震わせるほどの、凄すさまじいまでの絶叫が溢あふれ出し続けた。

　だが、恐怖はそれだけではなかった。

　吊り下げられた死体の後ろに、何かが隠かくれるように立っていたのだ。

　それはゆっくりと、血にまみれた死体の後ろから、覗くように顔を出した。それは真まっ赤かに充血した目を大きく見開き、顔面が壊れたような恐ろしい笑顔を満面に浮かべ、暗くら闇やみの中でもそれと分かるほど刃やいばを血で汚よごした包ほう丁ちようを、左手に握り締めた麻智の顔だった。

「!!」

　目が合った瞬間、それは死体の陰から飛び出してきた。

　笑顔を浮かべたままただ無言で、何の情動も感じられない恐ろしく素早い機械的な動きで、あっという間に目の前に立っていた。

　見下ろす狂的に壊れた笑顔。体温と混じった猛もう烈れつな血の臭におい。

　絶叫した。恐怖に叫んだ。叫んだ瞬間、それは壮絶な笑顔のまま摑つかみかかってきて、血脂にまみれ、滅茶苦茶な方向に指が折れ曲がった右手で襟えり元もとを摑み、固まった笑顔のまま、手にした包丁を振り上げた。

「いやああああああああああああああああ────っ!!」

　竦すくんだ体が、あまりの恐怖に反射的に抵抗した。激しく身をよじり、襟元を摑む恐ろしい手から逃れようと、凄まじい力を出して、暴れまわった。よじった制服の襟が音を立てて破れ、捻ねじれた指がさらに折れる恐ろしい音と共に腕が外れた。そして体はそのまま少しでもそれから離れようとして、力の限りに、その胴体を突き飛ばした。




　窓ガラスが、砕くだけた。




　突き飛ばされて床ゆかの血に足を滑すべらせた麻ま智ちの体が思い切り窓にぶち当たった瞬間、嵌はめ込みの窓が凄すさまじい音を立てて割れ、麻智の体はマンションの外へと放り出された。

「!!」

　突き飛ばした反動で自らも床に倒れた遥はる火かの前で、悲鳴と破は壊かい音おんとの狂きよう騒そうの中、麻智の体は視界から姿を消した。ベランダのない嵌め込みの窓。そしてマンションの、最上階。十階の窓から放り出された麻智の体はそのまま下へと落下して──────ばしん、という重く湿った何かが叩たたきつけられて潰つぶれる嫌いやな音が、床に倒れた遥火の耳に、微かすかに届いてきた。




　しん、




　と静寂が、戻った。

「…………………………え？」

　呆ぼう然ぜんと、麻智の消えた窓を、見つめた。

　床に座り込み、窓に開いた穴と、そこから見える夜の空を、呆然と見上げた。

　呆然。

　絶句。

　そしてその時、不意に厚く空を覆おおっていた雲が高空の風に流れて、ゆっくりと現れた雲の間かん隙げきから、突とつ如じよとして大きな月が姿を現した。




　煌こう




　ぞっ、とするような冷たい光が雲の合間から地上に降り注いだ。

　空気がけぶるような白い光が降り注ぎ、冷たく満ち溢あふれて、大きな窓とこの部屋とを、満月の清せい冽れつな光で瞬またたく間に露あらわに照らし上げた。

「…………!!」

　息が止まった。

　光が、溢れた。

　そして、それによって照らし出され、目の前に広がった光景は、魂たましいに焼きつくほどの、凄せい絶ぜつな光景だった。




　月の光を透すかした窓の両側を覆おおうカーテンは、床から大量の血を吸い上げ、まるで紅ぐ蓮れんの炎ほのおのような模様と色とを形作っていたのだ。

　火の粉のように飛び散った血液はカーテンのみならず窓ガラスにも及び、月の光に透かされて、狂ったような妖よう幻げんな輝きを放っていた。

　そして視界一面に広がる、血で描かれた炎ほのおが竈かまどの中のように浮かび上がった、麻ま智ちが消えていった窓ガラス。そこには白い月の光に、ぬめるような白い色で──────窓一面にびっしりと張り付いてじっとこちらを見つめる、無数の死んだ赤ん坊の顔と手のひらが浮かび上がっていたのだった。




　まるで身を焼く炎の中から、覗のぞき込んでいるかのように。

　それらはじっと見つめていた。まるで記き憶おくの中の、もうすぐ灼しやく熱ねつの窯かまとなる車の窓から、無む邪じや気きに遥はる火かを覗いていた、あの哀れな赤ん坊のように。




「…………………………!!」




　呆ぼう然ぜんと、遥火はその光景を見つめた。

　目を見開いた遥火の前で、窓をびっしりと覆おおい尽くす赤ん坊が、恐ろしく無邪気な満面の笑顔を、その蒼そう白はくな死んだ顔に、溶とけ崩くずれるように一いつ斉せいに浮かべた。
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　　　六章　魔女と魔女
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　マンションの敷地に敷き詰められた白いタイルの上に、それをキャンバスにして紅ぐ蓮れんの炎ほのおを描いたかのように、赤い血ち溜だままりが広がっていた。

　それが炎の絵とするなら、松明たいまつの代わりに描かれているのは一人の少女。

　一高の制服を着たその少女の死体は蒼あお衣いたちが探しに来た横よこ川かわ麻ま智ちのものと思われたが、確認できるはずの雪ゆき乃のの答えは「クラスメイトの顔なんか覚えてない」というものだった。そのため結局は蒼衣がアパートで見つかった鞄かばんにあった生徒手帳の写真から、死体が麻智本人であると確認するという、妙みような羽目になった。

　ここは横川麻智の住居がある、マンションの敷地。

　タイルに叩たたきつけられ、異様な方向に手足を曲げた麻智の墜つい落らく死体を中心に、急いでここまでやって来た蒼衣と雪乃と颯さつ姫き、そして神か狩がり屋やが深刻な表情で顔を突き合わせていた。

　魔女の〈異い形ぎよう〉と化した女性を殺害したアパートの中で、葬そう儀ぎ屋やによって発見されたのは、この横川麻智のバッグだった。雪乃のクラスメイト。誰もがその瞬間、彼女が冷蔵庫の中に詰め込まれていた〈異形〉と化した死体のうちの一体である可能性を想像したが、それは雪乃の言葉によって、直後に否定された。

「その子、私が委員長と別れた少し後くらいに、委員長と会ってるはずよ」

　つまり死後何日か経たっていそうな、あの死体群ではあり得ない。

　ならば雪乃の家で気配を感じ取り、すぐさまアパートを襲撃して狩り出したあの〈異形〉による〈泡ほう禍か〉に、巻き込まれたに違いなかった。

　雪乃が確認のために遥はる火かに電話をかけたが、しかしそれによって分かったのは、遥火に連絡がつかないということだった。携帯に出ない。家にもいない。そして家に電話した時に、電話に出た遥火の母親が告げたのは、遥火がつい先刻に、麻智の家に行くと言って家を出たということだった。

「………………」

　そして蒼衣たちは、ここに立っている。

　タイルの上に横たわる麻智の死体と、それを囲む四人。そしてさらにその周囲には何人もの人が遠巻きに、あるいは何かを探すように駆かけ回り、遠くからはパトカーと救急車のサイレンの音が、夜の空に聞こえていた。

　周囲をうろつく人間たちは一様に不安や緊張の色を表情に滲にじませながらも、誰もこの場に転がっている惨さん状じようと、蒼あお衣いたちの存在に気づいている様子はなかった。

　いや、正確にはこの目の前にある惨状を見つけられずに、何とか探そうとしている、そんな様子だった。

　彼らには────目の前にいる蒼衣たちが、見えていないのだ。

　一部は地面に目を落とし、多くはマンションを取り巻いて見上げる彼らの足元には、赤い蜘蛛くもに似た不可視の〝蟲むし〟が無数に這はい回り、彼らの体に這い上がって、その耳の中に次々と入り込んでいた。

　颯さつ姫きの〈食害〉。

　脳に入り込み、記き憶おくを喰う蟲の〈断だん章しよう〉。

　彼らは蒼衣たちを見てはいるが、知覚すると同時にその記憶を喰われて、結果として蒼衣たちのことを知覚することができないという、そんな状態で周囲を探し回っているのだ。

　探しているのは、この麻ま智ちの死体だ。

　マンションや周辺の住民は、麻智が転落死する騒ぎを聞き、あるいは転落する様子を目撃していたのだろう。

　もっと騒ぎになった後ならば近づくことすらできなかっただろうが、間かん一いつ髪ぱつ、蒼衣たちは間に合った。しかしオートロックのマンションの中には蒼衣たちは入ることができず、中ではすでに、何らかの騒ぎになっているようだった。

　パトカーと救急車の音も、徐々にここへ近づいている。

　どうやっても騒ぎは、このまま大きくなる一方だろう。

「えっと……」

　周囲を見回しながら、颯姫が言った。

「人が増えてきたので、〈食害〉の密度を上げます。でも限界かもです。このままだとあんまり長くは保もたないかもしれません……」

　言って颯姫は髪かみをかき上げて、髪に隠かくれていた耳から、イヤーウィスパーを外した。

　外した左の耳の中から、赤い蟲が一匹、こそりと這い出した。

　そしてその直後、赤い蟲は次から次へと這い出して、瞬またたく間に数を増やし、颯姫の左半身を覆おおうほどの数になって体を這い降り、タイルの上を四方八方に拡散していった。

　たくさんの人間の記憶をリアルタイムに喰い続けるには、相応の数の蟲が要る。

　だがそれを維持している颯姫の表情は疲ひ弊へいが明らかで、みるみるうちに顔色が悪くなっているのが、傍はた目めにも分かった。

「……大丈夫？」

「あっ、はいー。もちろん、ぜんぜん平気ですよ」

　颯さつ姫きは答えたが、つい先程『限界かも』と言ったばかりだ。

　どれほど有用でも〈断だん章しよう〉は恐怖の顕けん現げん。さすがに不安を感じる蒼あお衣いの横で、神か狩がり屋やが状況を見ながら困ったように若わか白髪しらが交まじりの頭を搔かいた。

「これは……回収は無理だね。諦あきらめて〈名無しアノニマス〉の世話になるしかないかな」

　神狩屋は言う。

　蒼衣は訊きいた。

「事件になった後でも平気なんですか？」

「というか事件になったら、もうそれしか有効な手段がない。こういう状況で彼女の〈断章〉を使った時は、誤報ということになるね。経験上。目撃者はもちろん事件の後始末をした人間も、自分が何を見たのかはもちろん何をしたのかさえ認識できなくなるから」

　言って、神狩屋は小さく肩かたを竦すくめた。

「……戻ろう」

　そして一同は、神狩屋の言葉に従ってこの場を離れた。

　蒼衣たちがマンションを囲んでいる野次馬たちの間を通ってその輪から離れると、徐じよ々じよに赤い蟲むしが颯姫の元に戻り始め、背後で死体発見の叫びと悲鳴とが上がった。

　耳へと戻る無数の蟲を体に這はわせ引き連れているせいで、颯姫は巨大な赤い布を半身にかけて、引きずっているような有様になっていた。だが道で行き会う〈食害〉の〈効果〉を受けていない人たちは、雪ゆき乃のの衣装に目を留とめることはあっても、颯姫に目を留めるものは一人としていなかった。

　そして蒼衣たちは車道に出ると、路ろ肩かたに停まっていた葬そう儀ぎ屋やのバンに次々と乗り込んだ。

　バンの中では黒い喪も服ふくの葬儀屋がたった一人、運転席に座って腕うで組ぐみして皆が戻るのを待っていた。

　助手席の前には黒く無ぶ骨こつな外見の機材が据すえ付けられていて、絶えず雑音交じりの声を発していた。警察無線を傍ぼう受じゆしているのだ。本来は死体運うん搬ぱん中に警察と出くわすのを避けるため、パトカーや検問の動向を調べるために使っているのだと、ここに来る途中に葬儀屋本人ではなく神狩屋が教えてくれた。

「待たせた。修しゆう司じ。警察の方はどうだい？」

「……飛び降り。あと子供が殺されている。猟りよう奇き事じ件けんだ、と」

　助手席に乗り込むなり言った神狩屋の問いに、葬儀屋はぼそりと答えた。

　運転席に座っていながら、まるで人間ではないモノが座っているような黒い印象。葬儀屋はここまで、蒼衣たちを運んでくれたのだ。車は例の死体運搬のバンだったが、今は乗客は生きている蒼衣たちばかりで、アパートにあった死体は、一つも積み込まれていなかった。

　それらは蒼衣たちを乗せるために、置いて来たのだ。

　今は死体解体の道具と、そして見張りの可か南な子こと共に、あのアパートの部屋の中に、そのまま残されていた。

　可か南な子こは死体が誰かに見つからないようにという、その見張りではなかった。いや、そういう役目も兼ねてはいたが、主目的は葬そう儀ぎ屋やの〈断だん章しよう〉によって蘇よみがえりつつある死体を、蘇る端はしから切り刻むという、外側ではなく内側の〝見張り〟なのだった。

　そんな死体を普段運んでいる、車の中。

　多少不気味だったが意外にも全く血の臭においなどしない車の中で、一同の間に緊迫と溜ため息いきの中間とでもいうような、そんな空気が広がった。

　いま見てきた有様と、そして葬儀屋が言った状況。

　徒労感と、警戒感。渦か中ちゆうの媛ひめ沢ざわ遥はる火かは、行方ゆくえが知れなかった。

「……ふーむ、やっぱり僕らじゃもう収拾できないね。〈名無しアノニマス〉に連絡しよう」

　神か狩がり屋やが言った。

「こっちはそうするとして────そっちはどうする？　媛沢君を早急に見つける必要があると思うんだけど。何か心当たりはあるかい？」

　後部座席を振り返りながら、神狩屋。後部座席には残りの三人が並んで座り、蒼あお衣いは成り行き上女の子二人に挟はさまれて、居心地悪く身を縮めて座っていた。

　真っ先に窓際を占領した雪ゆき乃のは、神狩屋の問いにも何も言わず、厳しい表情で頰ほお杖づえをついて窓の外を見ていた。雪乃はここまでほとんど口をきいていない。何を考えているのかは分からないが、その横顔からは決して前向きな感情は見て取れなかった。

　蒼衣は、困こん惑わくの表情を浮かべる。

「心当たりと言っても……」

「まあ、そうだろうね」

　溜息混じりに神狩屋。

「じゃあ、何か『ヘンゼルとグレーテル』に関して予測は立たないかい？　かなり、色々と起こってしまったけど」

「そうですね……」

　蒼衣もずっと考えていた。これは一体どういうことなのか。あのアパートの女性に連れて行かれた麻ま智ちは、おそらく女性を包ほう丁ちようで刺さして逃げ出したのだ。

　マンションで見た麻智の死体は、包丁を握っていた。

　だが何故なぜ、麻智がああなってしまったのかを、蒼衣はずっと、考えていた。

「さっきのあの子、あれはまるで……」

「〝魔女〟」

『〝魔女〟ね』

　呟つぶやくように雪乃が断言し、それに被かぶせるようにして風かぜ乃のの嘲あざ笑わらうような声が囁ささやいた。

「！」

　蒼あお衣いはぎょっとして振り返った。そこにはうっすらと背景を透すかせた風かぜ乃のの姿が、貨物スペースから後部座席の背もたれに腕うでと頭を乗せて、蒼衣の方を覗のぞき込んで、綺き麗れいな悪意の混じった微笑を浮かべていた。

『あの子も、魔女だったわね』

　風乃は蒼衣に、囁ささやくように言った。

『赤い目の魔女。〈泡あわ〉に曝さらされて、変わってしまった〈異い形ぎよう〉の魔女。そしてマンションから落ちて死んでしまった、空も飛べない弱い魔女。二人目の魔女。どうして魔女が二人もいるのだと思う？　ねえ、私の可愛かわいい〈アリス〉』

「……」

　くすくすと風乃は笑う。蒼衣は思わず表情を強こわ張ばらせたが、そうしながらも蒼衣の中には、一つの符ふ合ごうが形になっていた。

　蒼衣は呟つぶやいた。




「違う。〝魔女〟は……三人だ」




　その瞬間、車内の空気が凍こおりついた。

　神か狩がり屋やが前の座席から、乗り出すようにして身を捻ひねった。

「……なんだって？」

「もし媛ひめ沢ざわさんが予定通りこのマンションに来てたなら、多分三人目の〝魔女〟は彼女です」

　皆が注視する中、蒼衣は俯うつむいて言った。

「急いで探したほうがいいと思います……新しい犠牲者が出る前に」

　そして。




「今ならまだ間に合うかも。多分彼女は────〝家〟にいます。彼女にとっての、本当の意味での〝家〟に」




　葬そう儀ぎ屋やが無言で、車のキーを回した。
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　……どうして、こんなことになってしまったんだろう？




　椅い子すに座り、机について、ただ夜明かりだけが満ちる暗い教室の中に、ぽつんと一人。

　媛ひめ沢ざわ遥はる火かは冷たい闇やみの中、机の上に手を置いて、小さく俯うつむいて、たった一人で座っていた。

　遥火は泣いていた。熱あつく熱をもった両目から涙なみだがあふれて、冷たく頰ほおを伝っていた。後から後からあふれる涙は次々と涙の雫しずくになって、机とその上に置かれた遥火自身の手を、ぽろぽろと冷たく濡ぬらしていた。




　ごめん。

　ごめんなさい。




　遥火は泣きながら、心の中で、そう繰り返していた。

　謝っていた。麻ま智ちに。お母さんに。お父さんに。みんなに。

　殺してしまった。

　麻智を、殺してしまった。

　一番仲良しの友達、小学校の頃からの、多分誰よりも遥火のことを心配していた友達を、遥火は自分のこの手で、殺してしまったのだ。

　死なせてしまった。マンションから、突き落として。

　どうしてこうなったんだろう？　麻智から電話が来たあの時まで、少しもそんな前まえ触ぶれはなかったのに。

　麻智のマンションに辿たどり着いたあの時まで、こんなことになるなんて、想像もしなかった。

　起こったことが理解できなかった。誰でもいいから、説明して欲しかった。

　部屋が血だらけで。亮りよう君が死んでいて。

　麻智が……明らかに様子のおかしい麻智が、突然襲い掛かって来て。

　そして、もはや出来事の全体像を思い出せないほどの恐怖と混乱の中で、突き飛ばした。

　わけも分からず。反射的に。ただ、その結果として遥火がはっきりと理解している数少ないことは、あの二人が死んでしまっていて、その片方は遥火自身が殺したのだというあまりにも無常で絶望的な、ただそれだけの〝事実〟だった。

　遥火が、殺したのだ。

　自分は殺人者だ。震えが止まらなかった。

　世界が暗くら闇やみに包まれたかのような絶望感と、胸が潰つぶれるような罪悪感。巨大な負の感情に肺と胃いが押し潰つぶされ、喉のどの奥が裏返るような嘔おう吐と感かんが何度もこみ上げて、涙を流しながら何度も何度も、息もできないほどにえずき上げた。




　ごめんなさい。

　ごめんなさい。




　それでも遥はる火かは、涙なみだを流しながら必死に詫わびていた。

　殺してしまった麻ま智ちに。今まで育ててくれた、両親に。

　今までこんな自分を頼ってくれた、皆に。そして昔────遥火が見殺しにしてしまった、あの車の中の、赤ちゃんに。

　遥火はあの事件のショックから立ち直った日、誓ちかったのだ。

　二度とあの赤ちゃんのような子を、自分の目と手が届く所では出さないと、誓ったのだ。

　誰からも、母親からも見捨てられて、命が絶たれるような存在を、二度と出さないと。絶対に自分だけは見捨てないと、二度と見捨てないと、決して見過ごさないと、遥火はあの日に、誓って自分に課したのだ。

　二度と、死なせないと。

　あの赤ちゃんを死なせた母親のような、あんな人間の被害者を、二度と出さないと。

　それなのに、この有様はどうだ？




　友達を殺してしまった。これでは、これではあの母親と、何も変わらないではないか……!!




　私は、あの母親と同じだ。

　私は、殺人者だ。

　そんな心臓を握りつぶされるような、絶望の中。

　不意に、教室の後ろの戸が──────がら、と音を立てて、外から開けられた。
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「だから……魔女とグレーテルは、同じなんだ。グレーテルが、魔女になるんだ」




　こつ、こつ、と学校の廊ろう下かに響く、雪ゆき乃ののブーツの足音。

　翻ひるがえる黒いスカートとレースのリボン。そして説明の声と共に、それに続く蒼あお衣い。

　蒼衣は言う。

「僕はヘンゼルとグレーテルの話について、昔から不思議に思ってた。どうして魔女は子供なんか来ないような森の深くで、子供をおびき寄せようとしてたんだろう、って」

　そんな蒼衣の声を聞きながら、振り返りもせずに、大おお股またに雪乃は歩を進めてゆく。

「それから魔女を殺した後の兄妹が、もし森の中で迷って家に帰れなかったら、どうなってしまっただろう、って」

「…………」

　無言の雪乃。それを足早に追いかけながら、蒼衣は言葉を続けるのをやめない。

「いま、答えが出たよ」

　言う。

「答えは同じだった。魔女を殺して、そして家に帰れなかったグレーテルは次の魔女になるしかない」

「…………」

「誰も来ない、出てもゆけない深い森の中で、グレーテルは延々と魔女を継いでゆく。帰る場所のない殺人者は、森の中で生きていくために魔女になるしかない」

「………………」

　黒い女王のように廊ろう下かを行く雪ゆき乃のと、それに付き従う従者のような蒼あお衣い。そして、蒼衣が語り続ける、それらの淡々とした言葉。

　それぞれの表情で、二人は廊下を行く。

　そんな二人の足元を、たくさんの小さな赤い〝蟲むし〟が、音もなく次々と追い抜いて廊下の向こうへ消えてゆく。

　悪夢を狩り出す、悪夢の騎き士しの軍ぐん勢ぜい。

　薄暗い劣れつ化かした蛍光灯の明かりに延々と照らされた廊下を、火か刑けいの炎ほのおを魂たましいに携たずさえた〝魔女狩りの魔女〟が、異い形ぎようの蟲の軍勢を引き連れて、続々と行軍している。

　雪乃の表情は、鋭く厳しい。

　その美び貌ぼうに浮かぶ険しさは、目に見える世界と自分自身をひたすらに意識下で切り刻んでいるような、そんな殺意と自傷に満ちた、同時にひどく静かな凄せい絶ぜつさがある。

　全すべては、この先に待っているものへの、雪ゆき乃のの思い。

　自分もろともに〈悪夢〉を殺し尽くしたいと望む、火を噴ふくような雪乃の思い。しかしこの時ばかりはそれだけではなかった。




　葬そう儀ぎ屋やの車の中で、蒼衣は言った。

「この〝魔女〟は、連れん鎖さします」

　と。

「グレーテルは檻おりの中にいるヘンゼルを助けようとして、魔女を殺しました。人食いの魔女とグレーテルは、突き詰めれば同じ殺人者ということになります。魔女はグレーテルをパン焼きかまどで焼き殺そうとして、グレーテルは実際に魔女をパン焼きかまどで焼き殺した。魔女を殺した瞬間に、グレーテルは魔女と同じになるんです。つまり、最初の〝魔女〟である赤ん坊を放置して死なせた母親に、さっきの横よこ川かわ麻ま智ちさんが殺されかかって、逆に包ほう丁ちようで刺し殺して逃げた。それで横川さんは、〝魔女〟になった。そして横川さんは、媛ひめ沢ざわさんを呼び出して殺そうとしたんです。だからきっと媛沢さんは────突き落として殺したんです。媛沢さんは、今は〝魔女〟です」

　…………………………




　こうして悪夢の連れん鎖さは、繫つながった。

　そして雪ゆき乃のは、悪夢を刈り取るために、ここに来た。

　どうしてこんなことになったんだろう？

　そんなことは決まっている。これがどんな善人にも悪人にも、あまりに無む慈じ悲ひで公平な〈神の悪夢〉だからだ。

　この程度の不幸は、幾度も目にしてきた。

　親、子供、親友、恋人、自分が何よりも愛するものを自分の手で殺さなければならなかった人間も、何度も見聞きしてきた。

　雪乃は、それらを憐れん憫びんと共にあざ笑った。

　愛するものなど一つもなければ、ただ憎ぞう悪おの赴おもむくままに、壊こわし続ければ済むのだ。

　誰が死んでも自分は悲しまず、自分が死んでも誰も悲しまない。

　自らの〈断だん章しよう保持者〉としての運命を知った時、雪乃は自らをそうあるべしと認識した。

　復ふく讐しゆうと憎悪のために、雪乃は全すべてを捨てた。周りの皆の心配も、神か狩がり屋やによる日常に戻ることへの勧めも、全てはねつけた。

　自らの痛みが火に変わるという〈断章〉を振るい続ける雪乃を「このままでは雪乃自身を溶とかしてしまうだろう」と心配して、〈雪の女王〉と呼ばれるようになった時も、意にも介かいさなかった。

　神の悪夢の〈泡あわ〉を壊し、もう救えない被害者を殺して救うのだ。

　漏もれ出した悪夢によって変質してしまった〈異い形ぎよう〉を、悪夢に耐え切れずに狂い、止まらぬ悪夢の泉と化してしまった〈異い端たん〉を。

　そう、それが、どんな人間であろうともだ。

「………………」

「……ねえ、雪乃さん」

　無言で歩を進める雪乃に、蒼あお衣いが話しかけてくる。

「僕は媛ひめ沢ざわさんの〈悪夢〉を理解した。僕の準備はできた。雪乃さんがつらいなら、僕が彼女を殺すよ？」

「必要ないわ」

　即答した。

「でも……」

「私は委員長のことは、少しも理解してないわ」

　大おお股またに歩きながら、雪乃は言った。

「理解できない。だから殺せる。理解してしまったあなたよりも、呵か責しやくなく」

　そう、遥はる火かは理解できない人間だった。馬鹿馬鹿しいほどの博愛主義。雪ゆき乃ののような人間まで庇かばう理解不能な思考回路。

　クラスに嫌けん悪おと無関心だけを築いてきた雪乃にとっての、唯一の例外。

　救えないお人よし。どこまで行っても雪乃とは交わらない、全く違う世界の人間。

「殺せるわ。そのために全部私は捨ててきた」

　関係ない。

　この事件が起きる直前、雪乃は「誰であっても殺せる」と宣言した。その履り行こうを、他ほかならぬ雪乃自身が求めていた。

「…………雪乃さん……それは噓うそだよ」

　だが、蒼あお衣いの言葉は、ひどく哀かなしそうだった。

「雪乃さんは守るものがないくらい日常を捨ててきたかも知れないけど、だからなおさらに、彼女を殺すことに呵か責しやくを感じるよ」

「……うるさい」

「僕が見ても分かるよ。媛ひめ沢ざわさんは、自分には何もないと思おうとしてる雪乃さんにとって、数少ない例外だ。だから僕ほどの呵責も感じないなんてことはあり得ない。全部捨ててきた雪乃さんの例外だから、なおさら雪乃さんは後悔する」

「うるさい、殺すわよ！」

　雪乃は振り返らない。振り返り立ち止まれば、もう進めなくなる気がした。それは雪乃にとって〈泡ほう禍か〉を狩り出すことに全すべてを捧ささげてきた、自分自身の否定に、他ならなかった。

「……ねえ、雪乃さん。僕は確かに媛沢さんに共感するところは多いけど、守るものがあるからこそ平気で彼女を殺せるよ」

　不意に蒼衣の声が、ひどく穏おだやかなものになった。

「僕は雪乃さんがあんまり日常から離れて行くのを望んでない。雪乃さんの呵責が少しでも楽になるなら、新しく出会ったものなんていくらでも捨てられる」

「…………」

「僕は理解と共感をやめない。人を理解しようと思うのは普通のことだ」

　蒼衣は言った。

「でもそうやって得たものの全部を、僕は雪乃さんのためなら、何もかも拒否できる」

　とてつもなく深く穏やかな、蒼衣の言葉。しかし普段聞いたならば雪乃であってもぞっとするであろうほどの、得体の知れない深しん淵えんを覗のぞかせた、その蒼衣の言葉。

　聞いた瞬間、しかしこの時の雪乃は、ぴた、と立ち止まった。

　そして振り返り、いきなり蒼衣の胸倉を摑つかんだ。




「私が、殺すわ」




　雪ゆき乃のは蒼あお衣いを強く睨にらみつけて、言った。

　殺せば絶対に後悔する。雪乃は認めた。だが誰が殺しても後悔するだろう。ならばせめて、自分でやる。

　自分の手で殺す。蒼衣に手は出させない。

　その思いについては雪乃は何も言わなかったが……蒼衣は胸倉を摑つかまれたまま、何もかも理解しているように、ひどく優しく微笑ほほえみを浮かべた。

「……そっか」

　蒼衣はそれきり、異議を唱えるのをやめた。

　そして言った。

「なら僕は、雪乃さんが帰れなくなって、〝魔女〟になってしまわないように────家までの道しるべを落とすよ。ヘンゼルのように」

　………………




　　　　†




　がら、と彼が教室の戸を開けた、その時。

　その男子生徒は、明かりの点ついていない教室の中に人の気配を感じて、ぎょっとして戸口の前で立ち止まった。

「うわ！」

　部活の練習を終えた後、忘れ物を取りに来た彼。まさかこんな時間、真っ暗な教室に人がいるとは思わなかったため、彼は暗がりのなかにぽつんと座るその人影を見た瞬間、思わず小さく声を上げてしまった。

　がらん、とした教室の闇やみの中に、滲にじむようにたった一人だけ席につく、影。

　一瞬、幽ゆう霊れいか何かだと思った。

「い、委員長？」

　席の場所とシルエットから、すぐに人影が誰だか気がついた。だが気がつくと同時にその湿しめっぽい雰囲気にも気がついて……彼は明かりを点けようとスイッチに伸ばした手を、思わずそこで止めてしまった。

「…………」

　湿っぽい雰囲気と、微かすかな、すすり泣きの息遣づかい。

　泣いている。それに気づいた彼は一瞬うろたえて、どうしようかと迷い、しばしの間を置いた後、おずおずと声をかけた。

「ど、どうしかした？　委員長……」

　答えは、ない。

　気まずい沈黙が落ちる。彼はもう、そこで会話の糸口を失う。

「………………」

　困って、立ち尽くした。

　困った後、せめてそっとしておこうと思い直して、彼は教室の中を見回した。

　目を向けたのは、教室の後ろに段をなす生徒用のロッカーだった。ロッカーの中の忘れ物。明かりを点つけるのは悪いことのような気がしたので、暗いまま、ロッカーから自分の忘れ物を取って、そっと立ち去ろうと、そう決めたのだ。

　……すぐ、出て行くからな。

　そんなことを視界の端はしの遥はる火かに心の中で話しかけながら、何となく足音を忍ばせて、彼は暗い教室に踏み込んだ。

　廊ろう下かから、差し込む明かり。それを背中に受けながら、できるだけ遥火の方を見ないようにして、彼はロッカーへと近づいて行った。

　教室には微かすかなすすり泣きの声だけが、漏もれるように聞こえていた。それ以外の音はこそりとも存在せず、それだけで気分が沈みこむような静寂が広がって、そして色彩が失うほどの薄うす闇やみに覆おおわれた教室の奥に、彼はそーっと、歩み入っていった。




　ぞっ、




　とその時、不意に鳥とり肌はだが立った。

「……!?」

　廊下から少しだけ差し込む光の中から影の中に踏み込んだ瞬間、気のせいか、急に周りの温度が下がったような気がした。

　理由も分からないその悪お寒かんに、そっと床ゆかに下ろした足が、刹せつ那な、止まった。

　ひどく空気が冷たかった。しかし彼は嫌いやな空気を感じつつも、そのまま教室の奥に進み、自分のロッカーの前へと無言で立った。

　暗がりの中の、納骨堂のように重なる、ロッカーの扉の前。

　自分の出席番号が書かれた、影の中ではかえって白く見える、灰色に塗られた鉄製の、ロッカーの扉の前。

　影に無数の傷と錆さびが黒く浮かび上がり、空気穴のような隙すき間まが、黒々と覗のぞく扉。

　その前に立って、そして扉を開けようと手を伸ばした頃には────周囲に満ちる嫌な空気は、すでに無視できないほど重いものになっていた。

「………………………………………………」

　刹せつ那な、ロッカーを見つめたまま、足が竦すくんだように、そこに立ち尽くした。

　嫌いやな予感がした。心が危険を嗅かぎ取った。

　冷たく、暗く、重い空気が、周囲に満ちていた。そしてその空気は肺と心臓を侵すように心の中に染み込んで、心臓の鼓動が早まり、ひんやりとした悪お寒かんが背筋を撫なでるように這はい上がっていった。

　ロッカーの中の暗くら闇やみが、ひどく厭いやだった。

　まるでその中に何かがいるかのような、そんな錯さつ覚かくに陥おちいった。

　ロッカーの扉を開けるただそれだけのことを、震えるほどに躊ちゆう躇ちよした。

　駄だ目めだ……開けては駄目だ。

　心の奥底がそう叫んだが、しかし理性は、それを押し込めた。

　開けないわけには、いかなかった。

　ごく、と喉のどの奥が、空気を吞のみ込んで、鳴った。

　理性が、悲鳴を上げる本能に逆らって、自分のロッカーの扉に手を伸ばした。いや、それが本当に自分の理性なのか、それとも理性の代わりに何かが闇の中から染み込んできて命じているのか、それすらもすでに、自分では判断できなかった。

　ただ本能が悲鳴を上げ、思考がロッカーを開けようとした。

　心が開けるなと叫んで、身体がロッカーへと手を伸ばした。

　引き裂さかれそうな矛む盾じゆんは、しかし心の中ばかりで荒れ狂い、ロッカーに伸ばされる手を止めることはできなかった。

　駄目だ！　駄目だ！

　心が叫んだ。目は見開かれ、汗が吹き出て、しかしその間にも手はロッカーへゆっくりと近づいて行って、そのまま取っ手に手をかけて────




　がこん、




　軋きしんだ音と手て応ごたえと共に、扉がロッカーから、指一本ぶん浮き上がった。

「………………駄目……」

「えっ……？」

　その扉が開く音と同時に背後で小さな声がして、その瞬間呪じゆ縛ばくが解けたかのように、思わずその声の主である遥はる火かの方を振り返った。

「！」

　振り返って、びくん、と体が一瞬震え、そのまま石のように硬直した。

　腕うでが、摑まれた。ロッカーの扉に手をかけたまま振り返ったその背後で、今まさに扉に指をかけたままの腕が、冷たい手によって摑まれたのだった。

「…………………………!!」

　時間が、凍こおった。

　ひた、と手首を、冷たい〝手〟が握っていた。

　どっ、どっ、どっ、と自分の心臓の鼓こ動どうだけが、ひどく胸の中で鳴った。

　そして、

　錆さびた扉のような、

　ぎしりと軋きしんだ動きで、

　後ろを振り返ったその先には……




　ロッカーの中からぬうと差し出された赤ん坊の手が手首を摑つかみ、

　その周りの全すべてのロッカーの扉の、空気穴のように開いた隙すき間まの中から同じ屍し肉にくの色をした無数の白い赤ん坊の顔が覗のぞいて、

　その黒目ばかりの目で一いつ斉せいにぎょろりとこちら見つめて、

　そして次の瞬間突如として外から差し込んできた月の光に浮かび上がった、窓の外にびっしりと張り付く赤ん坊の貌かおと手と体が、溶とけ合わさった肉のオブジェのように一面の窓ガラスを覆おおい尽くして──────




「────逃げて」




　その窓を背景にした遥はる火かが、真まっ赤かに泣きはらした目でこちらを見つめて、ぽつりと一言、そう呟つぶやいた。







　　　　３




　────直後。




「〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!」




　叫ぶ〈断だん章しよう詩し〉。皮を貫き、肉と血管を切り裂さく、カッターナイフの鋭い切っ先。

　ぶづりという手て応ごたえと共に指の先まで痺しびれるような激痛が腕うでから頭までを奔はしった瞬間、痛みと恐怖で真っ白になった頭の中で、悪夢が弾はじけた。

　筋まで届くほど深く切り裂かれた左腕の傷の痛みが、雪ゆき乃のの意思の中で強烈な指向性を与えられた。痛みは敵意となり、レンズで集められた太陽光のように、雪乃の睨にらみつける先で焦点を結び、爆発的な炎ほのおに変わって発火炎えん上じようした。




　轟ごう、




　と凄すさまじい炎ほのおの音を立てて熱風が吹き上がり、ロッカーが爆ばく炎えんを上げた。

　男子生徒が恐怖の叫びを上げて床ゆかに倒れ、そしてロッカーの中から突き出され、彼の手首を摑つかんでいた赤ん坊の腕うでが、炎に投げ込まれた藁わらのように燃え上がり、瞬またたく間に炎の中の黒い影となって崩くずれるように輪りん郭かくを失っていった。




　ギャッ!!




　火か焰えんは腕を伝わってロッカーの中に延焼し、瞬間、猫ねこのような叫び声と共にロッカーの中から火ひ達磨だるまになった赤ん坊が転がり出した。それは炎を吹き上げ、粘ねばりつくように燃え広がる炎に全身を食い尽くされて、火の粉を巻き上げて床の上を転がり回りながら、赤あか子ご特有の甲高い悲鳴を炭に変わるまで上げ続けた。

　暗い部屋の床が、壁が、天てん井じようが、吹き上がる炎の赤い色で、舐なめるように照らし出された。

　その光景を前に、教室の入口に死神のように立った雪ゆき乃のは鋭い視線を走らせると、そのまま深々と開いた傷が血を流す左手を前に差し出して、その拳こぶしを強く握り締めた。

「〈焼け〉っ!!」

　華きや奢しやな腕に力が込められた途と端たん、収縮する筋肉が傷口を歪ゆがませて、さらなる痛みを発し、塞ふさがりかけていた別の傷口がぶちぶちと縫ぬい目を引き千切るように開いた。全身が痛みに震え、漏もれそうになる悲鳴を奥歯と共に嚙かみ殺して、雪乃はただ痛みと殺意を練り合わせ、炎へと変えるために焦しよう点てんを与え続けた。

　神経が焼けるほどの痛みを燃料のように注ぎ込まれて、〈断だん章しよう〉は瞬く間に別のロッカーの中に猛もう火かを生み出した。そして這はわせるように動かされてゆく焦点に従って、三十あまりのロッカーの、その扉に開いたスリットから順々に焼却炉のような激しい炎が噴ふき出し、猛もう烈れつな炎の音と共に、凄すさまじい数の赤ん坊の断だん末まつ魔まの悲鳴がロッカーを震わせながら次々と教室の中に響き渡った。

　やがてロッカーは一つ残らず燃え盛る高熱の竈かまどと化し、その中に蠢うごめいていた全すべての赤ん坊が残らず焼き殺された。絶叫と共に腐ふ肉にくを焼く猛烈な悪あく臭しゆうがロッカーから吐はき出され、教室の温度がみるみるうちに、ボイラー室のように上昇した。

「…………………………っ!!」

　血の気の引いた顔で脂汗を浮かべ、ぶるぶると震える左腕を握り締める雪乃。

　左腕から雨あま漏もりのように滴したたり落ちる血。その赤い雫しずくは床に落ちた瞬間、まるで溶とけた鉄のように煙を上げ、タイルに次々と焦こげ痕あとを穿うがった。

　雪ゆき乃のはその左ひだり腕うでを、体を弓のようにしならせて、指揮者のように大きく振り上げた。

　そしてゆっくりと振り上げたその腕を、次の瞬間、びっしりと赤ん坊が張り付く窓へと向けて、大きく袈け裟さ懸がけに振り下ろした。

「〈焼け〉!!」

　激痛と共に振るわれた左腕に絡からみついた血が、無数の飛沫しぶきになって窓ガラスに飛び散った。

　その瞬間、まるで血の中に封入された火薬がガラスを透過したように、窓の向こうにへばりつく赤ん坊のおぞましい塊かたまりを、ただの一度に炎えん上じようさせた。

　窓が、赤く染まった。




　ォギャアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!




　窓が輝き、炎ほのおの色が教室中を照らし出したその直後、窓ガラスが割れるかと思うほどの凄すさまじい断だん末まつ魔まの不協和音を上げて、窓の赤ん坊たちはみるみるうちに燃え広がる炎ほのおに巻かれていった。

　赤ん坊の肉でできた壁は広げたビニールを燃やしたように燃え溶とけ千切れて、脂じみた蠟ろう人にん形ぎようのように滴したたって、窓の下へとぼたぼたと焼け落ちていった。

　瞬またたく間に、この教室を覆おおい尽くそうとしていた異い形ぎようの赤ん坊が、一体残さず一いつ掃そうされた。

　悪夢のもたらす〈効果エフエクト〉に耐性を持たない〈異形〉ならば、瞬きする間に焼き尽くせる。

　雪乃の〈断だん章しよう〉である、〈雪の女王〉のもたらす、破壊の真価がこれだった。

「…………………………」

　炎の赤に照らされ、そして吹き上がる熱風と火の粉の中に、黒いレースを縫ぬい取ったスカートとリボンが揺れる。

　その光景は壮絶なまでに苛か烈れつで美しかったが、当の雪乃自身は、苦痛と蘇よみがえる恐怖によって呼吸が乱れ、心臓は今にも止まってしまいそうなほど苦しく、胃いを圧迫するほどに、激しく脈打っていた。

「……はあっ、……はあっ」

　蒼そう白はくな顔で、肩かたで息をする雪乃。

　その背後に、不意に影のような、雪乃を少女趣味に作り変えたような少女の姿が、音もなく影もなく、闇やみに溶け込むようにして、ふわりと立った。

『……うふふふふふ。さあグレーテル、魔女の家に火をつけましょう？』

　楽しげに、歌うように、風かぜ乃のの亡ぼう霊れいは言った。

『ビスケットの屋根を焼き尽くし、チョコレートの窓を溶かしましょう？　家を焼いてしまえば、あとは魔女だけ。魔女は昔から焼くものよ。魔女ってお菓か子しだったのね』

　くすくすと笑いながら、雪乃だけに聞こえる声で風乃は囁ささやく。

　それを黙殺しながら、雪ゆき乃のは教室の中を、傲ごう然ぜんとした表情で見下ろした。

　床ゆかにはへたり込んだ男子生徒が、呆ぼう然ぜんと言葉すら失くして、雪乃を見上げていた。

　その足元には、すでに赤い〝蟲むし〟が及んでいる。雪乃はそのクラスメイトであろう、名前も覚えていない男子生徒から、完全に興味も視線も外して、ここにいるもう一人へと、その凄せい絶ぜつな貌かおを向けた。

　席につく────一人の、少女へと。

　小柄で童どう顔がんの、しかしそれに反比例する責任感と義務感を持った、このクラスというパンの家の主あるじである、委員長という名の〝母親〟にして〝魔女〟を。

　クラスというものを一つの家であるとすれば、それは教室のことではなく、クラスを構成する生徒全員のことだ。クラスは人で構成される形のない家。それを言い換えれば人を象徴する物品である……すなわち〝パン〟の家と、言い換えられる。

「………………」

　無言で俯うつむく、今や〝魔女〟となったパンの家の主。

　泣きはらして真まっ赤かな目。目が悪くなるほど泣いても、グレーテルはもう人殺しだ。

　せめて帰る場所があれば、魔女になどなることはなかっただろう。しかし遥はる火かというグレーテルは、どんな形であれ人を殺した自分を、白い欺ぎ瞞まんで塗り固めて、我が家に帰ることができるほど責任感の軽い人間ではなかったのだ。

「……帰る場所のない殺人者は、魔女として生きるしかない。これは、そんな悪夢なんだ」

　雪乃の後ろに立った蒼あお衣いが、哀かなしそうに言った。

「子供を虐ぎやく待たいする親は、自分も子供の頃に虐待されていたってことが、実は多いらしいよ。魔女に育てられた子供は、魔女を殺して自由になった後、結局自分が魔女になってしまうということなのかな。過去に経験してしまった負は延々と連れん鎖さして、そして媛ひめ沢ざわさんの持っている強い倫理は、その連鎖した罪に罰を求めてしまった」

　そして静かに、蒼衣は遥火に告げる。

「哀しいことだけど────〝魔女〟になった君を、ヘンゼルとグレーテルが殺しに来たよ。媛沢さん」

「………………」

　その視線の先にいる遥火は、椅い子すに座って、ただじっと俯いていた。

　ロッカーの中の私物に火が燃え移り、そこから漏もれ出る赤い光がちらつく中で、姿勢良く座った遥火は俯いて、そして、垣かい間ま見える口元で、ぽつりと呟つぶやいた。

「…………良かった。これを、止めてくれるんだね」

「！」

　その憔しよう悴すいした声を聞いた瞬間、ぐっ、と雪乃の中に動揺がこみ上げた。

　遥火がまだ正気であるように思えたのだ。正気なら助けられる。悪夢の〈泡あわ〉の内容物が尽きるまで悪夢だけを焼き続ければ、理屈の上では、いつかは彼女を助けられる。

　助けられる者を助けるのは、〈騎き士し〉の役目だ。

　だが……




「止めてくれるんだね。この誰かを殺してしまうのが苦しくて、それなのに楽しくて仕方がないこの気持ちを、止めてくれるんだね……？」




　雪ゆき乃のの奥歯が嚙かみ締められて、がり、と音を立てるほど軋きしんだ。

　膝ひざの上で握り締められた遥はる火かの手は、ぶるぶると震えていた。悪夢による狂気の萌ほう芽が。壊こわれた自我が悪夢を汲くみ出す、最悪の害悪、〈異い端たん〉の芽吹き。遥火自身が、それを感じている。恐れ、そして────悦よろこんでいる。

　もう、戻れない。

　このまま遥火は災さい厄やくを生み出してはそれに正気を侵され、その狂気がさらなる災厄を生む悲劇と破滅の輪りん転てんと化すだろう。

　もう、救えない。

　救えないのだ。唯一つの、方法を除いて。

「…………そうよ」

　雪乃は、新たな、そして最後の魔女へと、言った。




「そう、あなたを終わらせに来たの。私は……」

『魔女殺しグレーテル』




　雪乃の搾しぼり出すような声に、風かぜ乃のの踊おどるような声が被かぶせられた。

「私は、あなたを殺すわ」

『だから蒼衣ヘンゼルは、そこで大人おとなしくしていなさい？』

　世にも楽しそうに、風乃が笑った。

『煮に炊たきするのも、魔女を焚たくのもグレーテルの仕事。大人おとなしく檻おりの中にいれば、美味おいしく焼けた魔女ごちそうのおすそ分けがあるかもしれないわよ？』

「……」

　その言葉に、蒼あお衣いは哀かなしみとも嫌けん悪おともつかない複雑な表情をして、その目を伏せた。

　遥火を見つめたまま、厳しく眉まゆを寄せる雪乃と、愛いとおしげに目を細める風乃。

　魔法の鏡に映したような、さかしまの二人。

　遥火が言った。

「……うん、お願い。殺して」

　強く、俯うつむいたままで。

「私を殺して。苦しめて殺して。麻ま智ちや、お父さんやお母さんや、みんなの分まで。それから死んだ赤ちゃんの分まで、私を苦しめて殺して」

　言った。

「これから殺してしまったかもしれない、たくさんの人の代わりに、私を殺して」

　そして、ぎゅっ、と強く膝ひざの上の手を握り締めると、叫んだ。




「だから…………だから、もう赤ちゃんを殺さないで……っ！」




　血を吐はくような叫び。ぼろぼろと涙を流す、その小さな姿を照らすのは、赤ん坊を焼き払った、その赤い残り火のゆらめく光。

　地獄の竈かまどの、残り火の光。

　そのロッカーから漏もれ出す炎ほのおの色を背に、喪も服ふくのごとき黒のドレスに身を包んだ雪ゆき乃のは、口を開いた。

「……駄だ目め。それじゃあ、罰にならないわ」

　雪乃の声は、氷のように温度が低かった。

「あなたに償つぐないなんかさせない。悔くいることも許さない。痛みも苦しみも与えない。苦しみの中で後悔する暇いとまもなく。私はあなたを殺すわ」

『優しい子ね。でも素直じゃない子』

　くすくすと風かぜ乃のが笑った。

『でも雪乃の火じゃ、刹せつ那なには殺せないわ』

　風乃は楽しそうに、言う。

『私はその方が、好みなのだけど？』

「……」

　肩かた越ごしに振り返った雪乃に凄すさまじい目で睨にらまれて、風乃は何故なぜか嬉うれしそうに肩を竦すくめた。そして背景の火の粉が透すける黒い姿で、その両りよう腕うでを、大きく広げた。

「委員長。私はあなたが、心の底から嫌きらいだったわ」

　雪乃は言った。

　その言葉を浴びせられた遥はる火かは、ふと顔を上げ、ぽつりと言った。

「……やっぱり、時とき槻つきさんは優しかったね」

　そして泣きはらした顔で、微笑ほほえんだ。

　その瞬間、風乃が高らかに、歌うように────




『さあ────〈愚かで愛いとしい私の妹、あなたの身と心とその苦痛を、全すべて私に差し出してくれる？〉』




　風かぜ乃のの〈断だん章しよう詩し〉を、囁ささやいた。




「〈あげるわ〉!!」




　それに応こたえた雪乃の声は、叫ぶようであり────

　刹せつ那な、陽光と見み紛まごうばかりの恐るべき炎ほのおの色が、開け放たれた教室の入口から溢あふれ出した。

　そして影という影を駆く逐ちくする強い光でありながら、同時に形容しがたい禍まが々まがしさをも含んだその光は、しばし灼やくように夜よ闇やみの中の校舎を照らすと、風のように、雪のように、その残ざん滓しさえ残さず、幻まぼろしのように消えた。
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　　　終章　竈の中のグレーテル







　帰る場所のない人殺しのグレーテルは、森の中で人食いの魔女を継ぐしかなかった。

　最初の魔女であるあの母親は、子供を放置して死なせたことで、犯罪者となって帰る場所を失った。

　三番目の魔女である媛ひめ沢ざわ遥はる火かは、横よこ川かわ麻ま智ちを殺した時、その強い責任感と倫理感ゆえに、自ら帰る場所を失った。

　二番目の魔女である横川麻智が、どうして帰る場所を失ったのかは、定かではない。ただ彼女は両親がいつもいない自分の家を、自らの帰るべき家であるとは、初めから思っていなかったのかもしれない。

　全すべては遥火のトラウマから始まった、連れん鎖さする母性と死の悪夢。

　最初の魔女さえも、遥火の心に浮かび上がった〈悪夢〉の配役として、巻き込まれたに過ぎない。

　全ては、遥火が〝魔女〟を殺し、〝魔女〟に至るための道行き。

　遥火グレーテルは、かつて助けられなかった死んだ赤ん坊ヘンゼルに導かれて、帰るべきではない忌いまわしい家へと至り、そして新たなグレーテルによって竈かまどの中へと投げ込まれたのだ。




「……道しるべのパンが人間を象徴するなら、小さなパンの欠片かけらは赤ん坊であるとも言えるかも知れないね」




　帰りの車の中で、事件の顚てん末まつを聞いた神か狩がり屋やは言った。

「そして鳥に食べられた────つまり死んだ赤ん坊は、グレーテルを迷わせてお菓か子しの家へ導いた。魔女を殺させるために」

　そしてしばらくの沈黙の後、神狩屋は不意に、蒼あお衣いにこんなことを言った。

「白しら野の君、どうして魔女は火ひ炙あぶりなのか、知っているかい？」

　と。

「聖書にね、ネブカドネザルという名前の王様が出てくるんだ。彼は黄金の像を立て、みんなに礼拝するようにと命令したのだけど、これを拒否した三人の若者がいて、彼らは炉ろの炎ほのおの中に投げ込まれたんだ。しかしこの若者たちの行いは神の御み心こころに適かなうものだったので、三人は神様の加護を受けて何の害もなく出て来た。神の御心に適った者だけが、火に耐えることができるんだ。だから悪魔と契約した罪で告発された魔女は、常に炎で焼かれる。悪魔の助力を得た魔女がどんなものに耐えられたとしても、炎ほのおにだけは耐えられない。

　魔女裁判全盛の頃、たくさんの人間が魔女として告発されたのだけど、この告発された罪状の中には、かなりの確率で『食人』の罪が入っていた。つまり人間の血を飲み肉を食べるという行為は、当時、魔女が行うと考えられていた悪行の中でもポピュラーなものだったんだ。だからヘンゼルとグレーテルに出て来た魔女は、魔法は使えず、お金を持っていて、しかし食人の罪を犯すと子供によって証言されたというかなりリアルなものだった。しかし知っていたかい？　母親から赤ん坊に与えられる母乳は、母親の血液が乳にゆう腺せんで濾ろ過かされたものなんだ。

　つまり我々は、全員赤ん坊の頃から魔女だと言えるんだよ。そして魔女は、使い魔に乳のように自らの血を与えると言われていた。我々は皆、魔女か使い魔だ。我々は誰も、きっと神の御み心こころに適かなって、火に耐えられる者はいないのだろうね……」

　その神か狩がり屋やの言葉は蒼あお衣いへの説明というよりも、自じ嘲ちようそのものだった。

　そして神狩屋はそう言った後、あちこちに連絡を取って、後処理に奔ほん走そうした。

　連絡先には〈名無しアノニマス〉も含まれていた。横よこ川かわ麻ま智ちとその弟、そして媛ひめ沢ざわ遥はる火かの三人は、〈名無し〉の〈断だん章しよう〉によって早急に処理されることになった。

　早晩、蒼衣たちは彼女の名前さえも思い出せなくなる。

　決めたのは、神狩屋だ。

〈ロッジ〉の、世話役として。

　魔女狩りの大公の、一人として。




　　　　†




　三番目の魔女、媛沢遥火を殺した時とき槻つき雪ゆき乃のは、蒼衣たちと共に、血の滲にじむ大量のガーゼを腕うでに押し付けながら血の気の失せた顔で『神狩屋』の玄げん関かんをくぐった。

「………………」

　重い無言。そして、引きずるような重い足取り。雪乃は玄関先の車からここまでの短い道のりですら、途と中ちゆうで力尽き、戸口に肩かたから寄りかかって休むほどひどく消しよう耗もうしていた。

「雪乃さん……」

「…………うるさい」

　それでも手を貸そうとする蒼衣や颯さつ姫きの申し出すらも拒否して、雪乃はただ一人、店の奥へと歩いていった。その背中は頑かたくなで、いかなる助けも慰めも、他人から差し伸べられるその一切を、完全に拒否していた。

　雪乃は学校からここまで、一片の涙なみだも見せなかった。

　ただ自分の腕の傷の痛みに耐え、車に乗り込み、ただ無言で、ここまで戻って来た。

　気き丈じよう、と呼ぶには、あまりにも痛々しい姿だった。

　しかし遥はる火かを、苦痛すら感じる暇もなく灰に変えるために、雪ゆき乃のから膨ぼう大だいな苦痛を吸い上げて炎ほのおに変える風かぜ乃のの〈断だん章しよう詩し〉に応こたえた雪乃の声が────叫ぶようであり、今にも泣きそうなものだったことは、錯さつ覚かくだったのではないかと思えてしまうくらいには、雪乃は充分に気き丈じようだった。

　店の奥の椅い子すまで辿たどり着き、力尽きたように座り込む雪乃。

　下を向き、肩かたの落ちたその姿からは、憔しよう悴すいしきった様子がありありと分かる。

　大量の血を失い、トラウマと苦痛で神経を焼かれるという、ただでさえ激しい消耗を強しいる雪乃の〈断章〉。蒼あお衣いはその姿を横目に声はかけず、荷物だけ置いて、もう勝手の知った棚たなを開けて、皆のためにお茶の用意をするために、カップを出し始めた。

「あ、あ、白しら野のさん。私がやりますよ」

　後から入ってきた颯さつ姫きがそんな蒼衣を見て、自分の仕事だとばかりに寄って来た。

「あー……今日は僕がやるよ。今回僕は何もやってないし」

「そ、そんなことないですよ……」

　苦笑気味にそう言う蒼衣に、颯姫は慌あわてたような困ったような顔をした。

　だが颯姫はすぐに別のものに気がついて、カウンターの方へ、ぱたぱたと歩いて行った。

「……あれ？　これ、誰が出したんですか？」

　颯姫がそう言って不思議そうに手にしたのは、オルゴール箱だった。

　カウンターに出しっぱなしにされて、小さな山になっているいくつかの商品。その一つを手に取って、不思議そうに蒼衣を見た。

「白野さんですか？」

「え……それは……」

　それは颯姫ちゃんが、と言いかけて、蒼衣はその言葉を吞のみこんだ。

　颯姫が出してきて、忘れてしまっている商品。だがそれを言ってしまったら最後、颯姫が遥火に見せるために出してきた物だということまで言わなければならなくなる気がして、それを今この場で言うことに、蒼衣は二の足を踏んだのだった。

「…………うん、僕が見てたんだ。後で戻しとくよ」

「あ、そうでしたか」

　颯姫は特に疑いもせず、納得した笑顔を向けてきた。

　そして颯姫は思わず手が止まってしまった蒼衣からお茶を淹いれる仕事を奪い、てきぱきとポットのお湯を確認して「お湯が足りないので沸わかして来ますね」と言って店の奥へと行ってしまった。

「……」

　ぽつん、とそのまま手持ち無ぶ沙さ汰たになった蒼衣は、座るでもなくそこに立ち尽くした。

　今の颯姫との会話が、思いのほか自分のダメージになっていることに、蒼衣は沈む気分の中で、ひどく重く気がついていた。

　そんな蒼あお衣いの横から、不意に雪ゆき乃のの声がかけられた。

「……馬鹿みたいな噓うそね。私に気でも遣つかったつもり？」

　いつの間にか顔を上げていた雪乃は、前まえ髪がみに手を入れるようにして額ひたいを押さえ、それでも意外にしっかりした声で、蒼衣の噓をそう切って捨てた。

　蒼衣は、自じ嘲ちよう気味に笑った。

「うん……一応、そのつもりだった」

「私が馬鹿にされてるのか、あなたが馬鹿なのか、どっちかね」

　容よう赦しやがない雪乃。

「そうだね、ごめん」

「……両方みたいね」

　雪乃は胸の底の底から吐はき出したような深い溜ため息いきをついて、目を閉じた。

　ひどく疲れた表情。しかし代わりに先ほどまでの恐ろしいほど張り詰めた気配がなくなっていることを考えると、決して悪い方向の変化には思えなかった。

「……大丈夫？」

「だから、馬鹿にしないで。そもそも私は嫌きらいだったわ。あの子のことが」

　雪乃は言った。

「それも噓だよ……雪乃さん」

「……うるさいわね」

　否定はなかった。

　そして、雪乃は少しの沈黙の後、言った。

「私は平気。憎にくむ理由が、増えただけ」

「……」

　蒼衣は、それ以上何も言わなかった。

　ただ思った。ああ、やっぱり、と。




　やっぱり彼女は、葉は耶やに似ている────と。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずはこの本を手にとって下さった、貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　こんにちは、甲こう田だ学がく人とです。しばらくです。あるいは、初めまして。




　さて、いきなりこういうことを言うのも何かと思いますが、私は前作の『Ｍｉｓｓｉｎｇ』とハードカバーの『夜魔』について、皆様からいただく評価の中に、どうしても納得のいかないものがありました。

　それは、「グロテスク」であるという評価です。

　……えー、また「えー」とか言われそうですが、私は前二作について、ことさらにグロテスクなシーンを用いたことはない、と確信として認識しています。グロテスクというと「不快なほど気味の悪い、醜みにくく異様な様子」のことを言いますが、私は前二作のことを「グロテスク」であると言われれば、即座に「違う」と否定します。

　私は作品の空気感の表現のために、「感覚」の描写を好んで行います。この「感覚」にはもちろん「痛み」も含まれるため、そういう描写をしたシーンは残ざん酷こくなものになりがちです。

　しかし、これはグロテスクの範はん疇ちゆうにはない、と私は思っています。残酷ではあってもグロテスクとは思っていませんし、むしろ私自身は「グロ」なものはあまり好きではないので、前二作についてグロテスクと評価されるたびに私は内心で微び妙みように落ち込んでおりました。

　では、私にとって「グロテスク」とはどういうものか？　今作『断章のグリム』では、私の中の「グロテスク」にほんの少しだけ舵かじを取っています。

　スプーン一杯ほどの、グロテスク。

　少しだけ、ほんの少しだけ、私の中のグロテスク観に触ふれていただけましたか？




　それでは、最後にこの本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を贈りつつ。




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○六年五月　　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。とある事情で京都に行きました。観光ついでにたくさんの鳥居が並ぶ伏見稲荷神社を訪問。本人曰く、得るものがあったとのこと。確かに見方を変えれば不気味ともとれるかも……!?
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビューをするものの、まだまだ自称・万年若葉マーク。嫌いなものは怖いものだそうで……ごめんなさい。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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